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一
般
会
計
は

4
5
4
億
1
2
2
5
万
円

　

平
成
23
年
度
の
予
算（
表
1
参

照
）は
、
一
般
、
特
別
、
企
業
会

計
を
合
わ
せ
た
12
会
計
の
総
額
が

7
5
4
億
3
2
7
6
万
円
、
前
年

度
と
比
べ
4
・
3
%
増
と
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
う
ち
、一
般
会
計
の
予
算

額
は
、4
5
4
億
1
2
2
5
万
円

で
、前
年
度
と
比
べ
5
・
9
%
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
は
、「
豊
岡
エ
コ
バ

レ
ー
」と「
大
交
流
」、そ
し
て
そ
れ

ら
を
支
え
る
戦
略
を
展
開
し
、人

口
減
少
下
に
お
け
る
経
済
の
活
性

化
を
目
指
す
予
算
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

な
お
、行
政
改
革
の
実
施
で
、定

員
適
正
化
の
見
直
し
な
ど
に
よ
り
、

約
3
億
4
千
万
円
の
効
果
額
を
生

み
出
し
ま
し
た
。

市
債
残
高
は
1
3
2
8
億
円

　

市
債（
借
入
金
）は
、市
民
生
活

の
向
上
の
た
め
の
施
設
整
備（
道

路
・
学
校
な
ど
の
整
備
）に
活
用
し

ま
す
。ま
た
、市
債
に
は
、将
来
、施

設
を
利
用
す
る
市
民
の
方
に
も
返

済
を
負
担
し
て
も
ら
う
と
い
う
、

世
代
間
の
公
平
を
図
る
大
切
な
役

予
算
の
概
要

割
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
末
の
市
債
残
高

（
表
2
参
照
）は
、一
般
会
計
分
が

約
6
0
1
億
円
で
、前
年
度
と
比
べ

1
・
1
%
減
と
な
る
見
込
み
で
す
。

こ
れ
に
特
別
・
企
業
の
す
べ
て
の

会
計
を
合
わ
せ
た
全
市
債
残
高
は
、

1
3
2
7
億
5
7
1
1
万
円
、前

年
度
と
比
べ
3
・
4
%
減
と
な
る

見
込
み
で
、市
民
1
人
当
た
り〔
平

成
23
年
2
月
1
日
現
在
人
口（
住

民
基
本
台
帳
+
外
国
人
登
録
総

数
）8
万
8
8
2
8
人
〕

に
す
る
と
約
1
4
9
万

円
に
な
り
ま
す
。

市
税
は
0
・
5
％
減

地
方
交
付
税
は
2
・
3
％
減

　

一
般
会
計
の
財
政
構
造
は
、他

か
ら
の
依
存
財
源
で
あ
る
地
方
交

付
税
、国
県
支
出
金
、市
債
な
ど
が

歳
入
の
68・2
％
を
占
め
る
極
め
て

脆ぜ
い

弱じ
ゃ
く

な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
・
歳
入

　平成23年度予算は、｢開かれた扉・未来への挑戦｣を合言葉に、｢豊岡の地域力を結集し、小さな世界都
市を目指す予算｣として編成しました。皆さんが納める税金や国・県からの補助金などが、まちづくりの
ためにどのように活用されるのかを紹介します。

《問合せ》財政課☎21-9014

平成23年度豊岡市予算がまとまりました
〜豊岡の地域力を結集し、小さな世界都市を目指す〜

12会計 総額で754億円

（表２）
会　計 市債残高
一　般 601億円
特　別 5億円
企　業 722億円
合　計 1,328億円

市民 1 人当たり 149万円
（平成23年度末見込み）

市債残高

（表１）
区　　分 予　算　額 前年度比

一般会計 454億1,225万円 ＋5.9％
特別会計 179億　 86万円 ＋4.6％

国民健康保険事業（事業勘定） 94億6,483万円 ＋6.9％
国民健康保険事業（直診勘定） 8,426万円 ＋12.4％
後期高齢者医療事業 8億6,443万円 △2.5％
介護保険事業 69億9,138万円 ＋1.9％
診療所事業 1億9,046万円 ＋7.6％
墓地公園事業 2億5,142万円 ＋47.6％
宅地事業 5,036万円 △27.7％
管理会財産区 372万円 ＋64.8％

企業会計 121億1,965万円 △1.8％
水道事業 34億9,127万円 △4.5％
下水道事業 84億3,617万円 △0.5％
農業共済事業 1億9,221万円 △6.1％

合　　　計 754億3,276万円 ＋4.3％

一般会計・目的別予算の内訳 会計別予算一覧
（グラフ１）

地方消費税交付金
9億383万円（2.0%）

地方譲与税
3億8,833万円（0.9%）

その他
3億8,598万円（0.7%）

歳入歳出

自主財源
（31.8%）

依存財源
（68.2%）

市税
98億3,701万円
（21.7%）

諸収入
19億5,241万円（4.3%）
使用料および手数料
10億5,686万円（2.3%）

繰入金
8億9,417万円（2.0%）

分担金および負担金
5億4,935万円（1.2%）
その他
1億4,717万円（0.3%）

地方交付税
171億円（37.7%）

市債
57億3,420万円
（12.6%）

国庫支出金
40億7,654万円
（9.0%）

県支出金
23億8,640万円
（5.3%）

民生費
109億3,031万円
（24.1%）

公債費
75億438万円
（16.5%）

総務費
63億1,927万円
（13.9%）

土木費
54億2,079万円
（12.0%）

教育費
53億7,535万円（11.8%）

衛生費
44億2,213万円（9.8%）

消防費
19億2,165万円（4.2%）

農林水産業費
15億2,646万円（3.4%）

商工費
13億7,876万円（3.0%）

議会費
3億3,239万円（0.7%）

予備費
1,000万円（0.0%）

労働費
2億7,076万円（0.6%）

平成23年度　豊岡市予算
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中
で
も
一
般
会
計
の
歳
入
の
内

訳（
グ
ラ
フ
1
参
照
）で
、最
も
大

き
な
割
合
を
占
め
る
の
が
地
方
交

付
税（
ど
の
自
治
体
で
も
必
要
最

小
限
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で

き
る
よ
う
に
国
が
交
付
す
る
お

金
）で
す
。そ
の
額
は
1
7
1
億
円

で
、全
体
の
37
・
7
%
を
占
め
て
い

ま
す
が
、前
年
度
と
比
べ
2
・
3
％

減
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、国

勢
調
査
に
お
い
て
人
口
減
少
が
確

実
な
こ
と
な
ど
に
よ
り
、地
方
交

付
税
が
減
額
さ
れ
る
こ
と
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。

　

自
主
財
源
の
柱
で
あ
る
市
税
は
、

98
億
3
7
0
1
万
円
、歳
入
全
体

の
21
・
7
%
を
計
上
し
て
い
ま
す

が
、た
ば
こ
税
の
大
幅
な
落
ち
込

み
な
ど
に
よ
り
、前
年
度
と
比
べ

0
・
5
%
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、施
設
整
備
な
ど
の
た
め
に

借
り
入
れ
る
市
債
を
57
億
3
4
2 

0
万
円
見
込
ん
で
い
ま
す
が
、前

年
度
と
比
べ
59
・
9
%
の
増
と
な

っ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、庁
舎
建
設

な
ど
投
資
的
経
費
が
増
加
す
る
た

め
で
す
。

　

一
方
、起
債
発
行
に
伴
う
将
来

世
代
の
負
担
軽
減
の
た
め
、返
済

財
源
と
し
て
基
金
へ
積
み
立
て
を

行
う
な
ど
の
措
置
を
併
せ
て
講
じ

て
い
ま
す
。

　

な
お
、平
成
23
年
度
末
の
基
金

の
残
高（
表
3
参
照
）は
、財
政
調

整
基
金
な
ど
す
べ
て
の
基
金
を
合

わ
せ
る
と
、1
4
2
億
8
9
8
万

円
、前
年
度
と
比
べ
1
・
3
%
増
と

な
る
見
込
み
で
、市
民
1
人
当
た
り

に
す
る
と
約
16
万
円
に
な
り
ま
す
。

民
生
費
に

1
0
9
億
3
0
3
1
万
円

　

一
般
会
計
の
歳
出
の
内
訳（
グ

ラ
フ
2
参
照
）で
、最
も
多
い
も

の
は
市
民
の
皆
さ
ん
の
福
祉
の

充
実
な
ど
に
充
て
る
民
生
費
で
、

1
0
9
億
3
0
3
1
万
円
、全
体

の
24
・
1
%
を
占
め
て
い
ま
す
。こ

れ
に
借
金
返
済
に
充
て
る
公
債
費

が
75
億
4
3
8
万
円
で
16
・
5
%
、

総
務
費
が
63
億
1
9
2
7
万
円
で

13
・
9
%
と
、高
い
数
値
で
続
い
て

い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、「
豊
岡
エ
コ
バ
レ
ー
」

と「
大
交
流
」、そ
し
て
そ
れ
ら
を

支
え
る
戦
略
に
関
す
る
予
算
は
、

24
億
1
2
3
4
万
円
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

歳
出
を
性
質
別
に
見
て
み
る

と（
グ
ラ
フ
3
参
照
）、人
件
費
は

89
億
6
0
6
万
円
、前
年
度
と
比

べ
1
・
0
%
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

義
務
的
経
費
は
、1
3
5
億
1 

9　
4
万
円
、前
年
度
と
比
べ
3
・

9
%
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、投
資
的
経
費
は
57
億
3 

0
9
9
万
円
、前
年
度
と
比
べ
44
・

3
%
増
と
大
き
な
伸
び
で
す
が
、こ

れ
は
、新
庁
舎
建
設
や
認
定
こ
ど
も

園
整
備
な
ど
が
大
き
な
要
因
で
す
。

　

な
お
、平
成
23
年
度
の
経
常
収

支
比
率（
※
注
1
）は
88
・
2
%
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、財
政
の

健
全
度
を
示
す
実
質
公
債
費
比
率

（
※
注
2
）は
19
・
1
%
と
な
り
、国

の
定
め
る
水
準
の
18
％
を
上
回
る

と
予
測
し
て
い
ま
す
。

※
注
1
…
経
常
収
支
比
率

　

経
常
的
に
支
出
す
る
経
費
に
対

す
る
税
な
ど
の
一
般
財
源
の
充
当

比
率
で
財
政
の
弾
力
性
を
示
す
指

標
。低
い
ほ
ど
良
い
。

※
注
2
…
実
質
公
債
費
比
率

　

財
政
規
模
に
対
す
る
公
債
費
の

割
合
を
示
す
指
標
で
、公
営
企
業

会
計
な
ど
を
含
め
た
連
結
決
算
の

考
え
方
を
導
入
し
て
い
る
。

一
般
会
計
・
歳
出

（表３）
基　金 基金残高

財政調整 42億円
特定目的 89億円
定額運用 3億円
特別会計 8億円
合　計 142億円

市民１人当たり 16万円
（平成23年度末見込み）

基金残高

一般会計・歳出の性質別内訳

人件費（19.6％） …………… 89億606万円
　市長、議員、職員などの給料や諸手当など

義務的経費（29.8％）………135億194万円
　扶助費や公債費などの支出が義務付けられ、
　任意に削減できない経費

投資的経費（12.6％）………57億3,099万円
　道路、公園、その他施設の建設などの整備に
　要する経費

一般行政経費（38.0%） …172億6,326万円
　施設の維持管理費や補助金、特別会計への
　繰出金などの経費

その他（0.0%） …………………1,000万円
　予備費

（グラフ２）（グラフ３）

地方消費税交付金
9億383万円（2.0%）

地方譲与税
3億8,833万円（0.9%）

その他
3億8,598万円（0.7%）

歳入歳出

自主財源
（31.8%）

依存財源
（68.2%）

市税
98億3,701万円
（21.7%）

諸収入
19億5,241万円（4.3%）
使用料および手数料
10億5,686万円（2.3%）

繰入金
8億9,417万円（2.0%）

分担金および負担金
5億4,935万円（1.2%）
その他
1億4,717万円（0.3%）

地方交付税
171億円（37.7%）

市債
57億3,420万円
（12.6%）

国庫支出金
40億7,654万円
（9.0%）

県支出金
23億8,640万円
（5.3%）

民生費
109億3,031万円
（24.1%）

公債費
75億438万円
（16.5%）

総務費
63億1,927万円
（13.9%）

土木費
54億2,079万円
（12.0%）

教育費
53億7,535万円（11.8%）

衛生費
44億2,213万円（9.8%）

消防費
19億2,165万円（4.2%）

農林水産業費
15億2,646万円（3.4%）

商工費
13億7,876万円（3.0%）

議会費
3億3,239万円（0.7%）

予備費
1,000万円（0.0%）

労働費
2億7,076万円（0.6%）
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平成23年度　豊岡市予算

□
災
害
対
策
の
充
実�

1
2
5
5
万
円

　

N
T
T
ド
コ
モ
の「
エ
リ
ア
メ
ー
ル
」に
よ
り
、市
内
居
住
・

滞
在
者
に
緊
急
情
報
を
発
信
し
、
円
滑
な
避
難
支
援
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
県
と
但
馬
地
域
各
市
町
が
共
同
実
施
す
る
合

同
防
災
訓
練
に
参
加
し
ま
す
。

□
防
災
公
園
の
整
備�

3
億
4
0
0
0
万
円

　

市
役
所
本
庁
舎
に
近
接
す
る
宗
教
法
人
所
有
地
お
よ
び
日

高
地
域
の
市
街
地
に
あ
る
県
有
地
を
取
得
し
、
災
害
対
策
拠

点
と
な
る
防
災
公
園
を
整
備
し
ま
す
。（
平
成
25
年
度
）

□
総
合
健
康
ゾ
ー
ン
診
療
所
の
開
設�

5
0
3
万
円

　

生
活
習
慣
病
な
ど
の
改
善
・
予
防
の
た
め
、「
ウ
ェ
ル
ス
ト

ー
ク
豊
岡
」内
に
運
動
療
法
に
特
化
し
た
診
療
所
を
開
設
し

ま
す
。

□
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
ル
ネ
ス
豊
岡
構
想
の
推
進�

2
1
5
万
円

　

ウ
ェ
ル
ネ
ス（
健
幸
、
安
心
）を
ま
ち
づ
く
り
政
策
の
中

核
に
置
く
都
市
モ
デ
ル
構
想
を
推
進
し
、
そ
の
象
徴
と
な
る

「（
仮
称
）歩
い
て
暮
ら
す
ま
ち
づ
く
り
条
例
」を
制
定
し
ま
す
。

□
緊
急
医
師
確
保
対
策
就
業
支
度
金
貸
与
事
業
の
創
設

�

1
0
0
0
万
円

　

市
内
の
公
立
病
院
で
、
医
療
提
供
体
制
に
支
障
が
生
じ
る

恐
れ
の
あ
る
診
療
科
の
医
師
を
確
保
す
る
た
め
、
就
業
支
度

金
を
無
利
息
で
貸
与
し
ま
す
。

□
東
霊
苑
の
整
備�

2
億
2
5
6
9
万
円

　

墓
地
を
必
要
と
す
る
市
民
の
需
要
に
応
え
る
た
め
、
東
霊

苑
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

□
北
但
ご
み
処
理
施
設
の
整
備�
1
億
7
3
4
3
万
円

　

北
但
行
政
事
務
組
合
が
実
施
す
る
北
但
ご
み
処
理
施
設
整

備
事
業
に
対
す
る
豊
岡
市
分
の
負
担
と
、
関
係
区
の
地
域
振

興
関
連
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

□
但
馬
空
港
周
辺
用
地
の
利
活
用
の
検
討�
40
万
円

　

長
期
保
有
と
な
っ
て
い
る
空
港
周
辺
用
地
の
早
期
の
買
い

戻
し
に
向
け
、
極
力
投
資
額
を
抑
え
つ
つ
森
林
の
持
つ
特
性

を
生
か
し
た
利
活
用
を
検
討
し
ま
す
。

□
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
関
連
事
業�

1
1
7
万
円

　

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
登
録
に
向
け
、
講
座
や
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
開
催
、
ラ
ム
サ
ー
ル
Mマ

aッ

pプ

な
ど
を
作
成
し
ま
す
。

□
農
業
振
興
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
策
定�

1
1
1
万
円

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
を
は
じ
め
と
す
る
コ
ウ
ノ
ト
リ
の

舞
農
産
物
の
販
売
促
進
、
環
境
直
接
支
払
制
度
の
実
施
な
ど

を
柱
に
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
策
定
し
ま
す
。

□
生
物
多
様
性
地
域
戦
略
の
策
定�

6
9
8
万
円

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
を
核
に
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
定
着
に

向
け
た
戦
略
を
策
定
し
ま
す
。（
平
成
24
年
度
）

□
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
推
進�

3
2
8
0
万
円

　

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
定
を
契
機
に
、
ジ
オ
パ
ー
ク
へ
の

関
心
を
高
め
る
た
め
、
ジ
オ
ツ
ア
ー
の
開
催
や
ジ
オ
ツ
ア
ー

バ
ス
へ
の
補
助
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
ジ
オ
ガ
イ
ド
を
増

員
し
、
県
、
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
と
共
同
で

国
際
会
議
を
開
催
し
ま
す
。

□
情
報
戦
略
の
推
進�

2
8
6
9
万
円

　

豊
岡
の
情
報
を
国
内
外
、
特
に
首
都
圏
に
戦
略
的
に
発
信

し
ま
す
。
6
月
に
は
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
を
東
京
に
開
設

し
、
豊
岡
の
知
名
度
、
イ
メ
ー
ジ
を
向
上
さ
せ
、
地
域
経
済

の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

□
環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払
制
度
等
の
創
設

�

1
9
6
8
万
円

　

国
が
新
設
す
る
環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払
制
度
に
加
え
、

コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
を
対
象
と
し
た
市
単
独
の
環
境
直
接

支
払
制
度
を
創
設
し
、
環
境
に
負
荷
の
少
な
い
農
業
の
拡
大

に
取
り
組
み
ま
す
。

□
津
居
山
か
に
タ
グ
の
購
入�

94
万
円

　
「
津
居
山
か
に
」の
さ
ら
な
る
高
級
ブ
ラ
ン
ド
化
お
よ
び
販

売
促
進
を
目
指
し
、
現
在
の
青
色
の
タ
グ
に
加
え
、
特
に
高

級
な「
か
に
」に
新
た
な
タ
グ
を
付
け
る
取
組
み
を
支
援
し
ま

す
。

□
コ
ウ
ノ
ト
リ
知
の
集
積
･
交
流
事
業�

2
1
6
万
円

▲ウェルストーク豊岡内に診療所を
開設

▲ラムサール条約湿地登録に向け各
種施策を実施

　総合計画に定める多くの施策の実現のために、行政改革などに
よって生み出した限りある貴重な財源を防災・福祉・環境・商工・観
光・教育など各分野にわたり、有効に活用します。
　なお、23年度に計画している事業・施策のうち、新規事業を中心
に紹介します。

※（年度）…完成（完了）予定年度

平成23年度の
主な事業

安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

持
続
可
能
な「
力
」を
高
め
る
ま
ち

人
と
自
然
が
共
生
す
る
ま
ち
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認
定
こ
ど
も
園
の
導
入
に
向
け
、（
仮
称
）竹
野
認
定
こ
ど

も
園
と（
仮
称
）西
気
･
清
滝
認
定
こ
ど
も
園
の
施
設
整
備
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
城
崎
こ
ど
も
園
、（
仮
称
）こ
く
ふ
認
定

こ
ど
も
園
、
お
よ
び（
仮
称
）三
方
認
定
こ
ど
も
園
の
施
設
整

備
に
対
し
補
助
を
行
い
ま
す
。

□
小
学
校
プ
ー
ル
の
改
築�

1
億
4
5
2
万
円

　

老
朽
化
し
た
五
荘
小
学
校
の
プ
ー
ル
を
改
築
し
ま
す
。

□
幼
稚
園
施
設
の
整
備
等�

6
3
5
0
万
円

　

幼
稚
園
の
2
年
保
育
導
入
に
向
け
、
日
高
幼
稚
園
の
施
設

整
備
を
行
い
ま
す
。

□
豊
岡
給
食
セ
ン
タ
ー
炊
飯
施
設
の
整
備�

5
1
6
3
万
円

　

豊
岡
市
学
校
給
食
施
設
の
あ
り
方
計
画
に
基
づ
き
、
豊
岡

給
食
セ
ン
タ
ー
に
炊
飯
施
設
を
整
備
し
ま
す
。（
平
成
25
年
度
）

□
高
校
生
通
学
バ
ス
定
期
補
助
制
度
の
創
設

�

1
3
0
0
万
円

　

高
校
生
の
通
学
に
か
か
る
バ
ス
定
期
代
の
一
部
を
補
助
し
、

若
者
の
定
住
促
進
と
公
共
交
通
利
用
促
進
を
図
り
ま
す
。

□
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
の
策
定�

2
2
1
万
円

　

市
民
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
日
々
楽
し
く
暮
ら
せ
る
た
め
に
、

「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
」を
策
定
し
ま
す
。

□
新
庁
舎
の
建
設�

12
億
5
9
3
6
万
円

　

平
成
25
年
度
の
新
庁
舎
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
、
建
築
工
事
、

電
気
設
備
工
事
、
お
よ
び
機
械
設
備
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

□
職
員
研
修�

53
万
円

　

南
極
地
域
観
測
隊
へ
職
員
を
派
遣
し
、
環
境
都
市
実
現
に

向
け
て
職
員
の
資
質
向
上
や
市
民
の
意
識
啓
発
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
職
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
を
図
り
、

複
雑
多
様
化
し
た
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
ま
す
。

□
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
の
策
定�

3
3
9
万
円

　

前
期
基
本
計
画
が
平
成
23
年
度
に
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、

見
直
し
を
行
い
、
平
成
24
年
度
か
ら
5
年
間
に
実
施
す
べ
き

施
策
を
盛
り
込
ん
だ
後
期
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　

学
術
研
究
奨
励
補
助
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
大
学
の
単

位
取
得
講
座
を
誘
致
す
る
た
め
、
豊
岡
で
の
講
座
開
設
に
向

け
た
助
成
制
度
を
新
設
し
ま
す
。

□
景
観
計
画
お
よ
び
景
観
条
例
の
制
定
に
向
け
た
取
組
み

�

6
0
5
万
円

　

豊
岡
市
固
有
の
景
観
を
将
来
に
わ
た
っ
て
保
全
･
創
造
さ

れ
る
よ
う
に
、
景
観
計
画
の
策
定
や
景
観
条
例
の
制
定
に
取

り
組
み
ま
す
。

□
公
共
交
通
の
利
用
促
進�

1
0
6
0
万
円

　

eイ
ー

通
勤
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
、e
通
勤
バ
ス
の
運
行

補
助
、
上
限
2
0
0
円
バ
ス
の
試
験
運
行
、
総
合
的
交
通
情

報
冊
子
の
作
成
を
行
い
ま
す
。

□
バ
ス
交
通
対
策�

1
億
9
4
4
1
万
円

　

地
域
主
体
の
公
共
交
通
へ
の
支
援
や
、「
イ
ナ
カ
ー
」「
コ

バ
ス
」の
運
行
、
路
線
バ
ス
へ
の
助
成
の
ほ
か
、
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
バ
ス
の
購
入
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

□
特
急「
こ
う
の
と
り
」誕
生
記
念
事
業�

6
7
6
万
円

　

豊
岡
へ
の
J
R
を
利
用
し
た
誘
客
を
促
進
す
る
た
め
、
ポ

ス
タ
ー
の
掲
示
や
周
遊
観
光
バ
ス
の
運
行
、
記
念
商
品
の
作

成
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

□
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
基
金
お
よ
び
緊
急
雇
用
就
業
機
会
創

　

出
基
金
を
活
用
し
た
雇
用
対
策�

1
億
2
4
5
1
万
円

　

離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
失
業
者
に
一
時
的
な
就
業
機
会

を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
継
続
的
な

雇
用
機
会
の
創
出
を
図
り
ま
す
。

□
過
疎
地
域
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト�

9
8
5
9
万
円

　

地
域
住
民
の
提
案
に
よ
る
地
域
の
特
長
を
生
か
し
た
事
業

推
進
に
よ
り
、
過
疎
地
域
の
振
興
を
図
り
ま
す
。（
平
成
27
年

度
）

□
小
学
校
･
幼
稚
園
・
保
育
園
の
校
園
庭
お
よ
び
子
育
て
セ

　

ン
タ
ー
の
芝
生
化�
2
1
3
2
万
円

　

7
小
学
校
･
2
幼
稚
園
･
1
保
育
園
お
よ
び
3
カ
所
の
子

育
て
セ
ン
タ
ー
で
芝
生
化
を
実
施
し
ま
す
。

□
認
定
こ
ど
も
園
の
整
備�

9
億
2
6
0
0
万
円

▲認定こども園の導入に向け施設を
整備〔（仮称）竹野認定こども園〕

▲公共交通の利用促進、200円バス
の試験運行実施

▲山陰海岸ジオパークへの関心を高め
る各種施策を展開

▲新庁舎の建設工事･電気設備工事な
どを実施（新庁舎イメージ図）

▲校園庭などの芝生化を実施（中筋小
学校園庭）

▲津居山かにの高級ブランド化･販売 
促進のため新しいタグの取り付け

未
来
を
拓
く
人
を
育
む
ま
ち

人
生
を
楽
し
み
お
互
い
を
支
え
合
う
ま
ち

基
本
計
画
の
実
現
に
向
け
て
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市
政
の
動
き

　

  

3
月
定
例
報
告

市
長
総
括
説
明
から

  

2
月
25
日
、
平
成
23
年
第
1
回
市

議
会
定
例
会
が
開
会
し
ま
し
た
。

　

豪
雪
災
害
対
応
や
コ
ウ
ノ
ト
リ

但
馬
空
港
か
ら
の
東
京
直
行
便
継

続
協
議
な
ど
の
報
告
を
し
た
後
、

所
信
を
述
べ
る
と
と
も
に
提
出
議

案
を
説
明
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の

概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
所
信

　

平
成
22
年
度
は
、
豊
岡
に
と
っ

て
は「
世
界
の
扉
」が
開
か
れ
た
1

年
で
し
た
。
平
成
23
年
度
は「
小
さ

な
世
界
都
市
」の
実
現
に
向
け
て
、

開
か
れ
た
扉
の
向
こ
う
に
豊
岡
を

大
き
く
羽
ば
た
か
せ
ま
す
。

○
平
成
23
年
度
予
算

　
「
豊
岡
の
地
域
力
を
結
集
し
、
小

さ
な
世
界
都
市
を
目
指
す
予
算
」と

し
ま
し
た
。

　

な
お
、
起
債
発
行
に
伴
う
将
来

世
代
の
負
担
軽
減
を
図
る
措
置
を

講
じ
て
い
ま
す
。

《
主
な
施
策
》

■
安
全
に
安
心
し
て

�

暮
ら
せ
る
ま
ち

　

簡
易
耐
震
診
断
個
人
負
担
無
料

化
、
耐
震
改
修
工
事
費
補
助
、
五

荘
小
学
校
耐
震
工
事
を
行
い
、

N
T
T
ド
コ
モ
の「
エ
リ
ア
メ
ー

ル
」に
よ
り
緊
急
情
報
を
発
信
し
、

避
難
行
動
を
支
援
し
ま
す
。

　

す
こ
や
か
市
民
ド
ッ
ク
、
子
宮

け
い
部
ガ
ン
な
ど
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
助
成
を
継
続
し
、
国
民
健
康
保

険
の
特
定
健
診
の
自
己
負
担
を
無

料
に
し
ま
す
。

　

高
齢
者
の
日
常
生
活
援
助
、
障

害
者
に
は
介
護
・
自
立
支
援
医
療

給
付
を
行
い
、
聴
覚
障
害
者
な
ど

へ
は
要
約
筆
記
者
を
派
遣
し
ま
す
。

■
人
と
自
然
が
共
生
す
る
ま
ち

　

市
民
の
協
働
を
促
す
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
日「
生
き
も
の
応
援
デ
ー
」

の
設
定
や
市
民
活
動
支
援
助
成
事

業
を
行
い
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復

帰
の
進
展
の
た
め
、
大
学
の
単
位

取
得
講
座
誘
致
助
成
な
ど
知
の
集

積
・
交
流
事
業
を
拡
大
し
ま
す
。

　

ま
た
、
豊
岡
型
地
域
資
源
循
環

シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
し
、
ペ

レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
・
ボ
イ
ラ
ー
設

置
や
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
事
業
、

太
陽
光
発
電
を
推
進
し
ま
す
。

　

現
最
終
処
分
場
に
つ
い
て
は
、

残
容
量
の
9
年
間
延
長
を
目
指
し

ま
す
。

■
持
続
可
能
な「
力
」を

�

高
め
る
ま
ち

　

豊
岡
の
魅
力
を
国
内
外
に
発
信

し
、
受
入
環
境
整
備
や
イ
ベ
ン
ト

開
催
に
よ
り
、
誘
客
促
進
に
努
め

ま
す
。

　

ま
た
、
環
境
負
荷
の
少
な
い
農

業
の
拡
大
に
取
り
組
み
、コ
ウ
ノ
ト

リ
育
む
お
米
を
国
外
に
紹
介
し
ま

す
。
有
害
鳥
獣
対
策
や
市
産
材
使

用
に
よ
る
林
業
振
興
を
図
り
ま
す
。

　

企
業
誘
致
は
東
海
・
中
国
地
域

な
ど
の
広
範
囲
で
展
開
し
ま
す
。

　

道
路
網
・
橋き

ょ
う

梁り
ょ
う

整
備
、
空
路
・

鉄
道
・
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
の

確
保
・
充
実
、
定
住
促
進
に
努
め

ま
す
。

■
未
来
を
拓
く
人
を
育
む
ま
ち

　

次
世
代
育
成
支
援
対
策
地
域
行

動
計
画
に
基
づ
く
、
総
合
的
な
子

育
て
支
援
、
少
子
化
対
策
を
推
進

し
ま
す
。
発
達
障
害
児
な
ど
の
育

児
支
援
や
マ
イ
ナ
ス
1
歳
か
ら
の

子
育
て
支
援
な
ど
を
進
め
、
校
園

庭
の
芝
生
化
、
認
定
こ
ど
も
園
の

施
設
整
備
を
実
施
し
ま
す
。

■
人
生
を
楽
し
み

�

お
互
い
を
支
え
合
う
ま
ち

　

出
石
永
楽
館
で
引
続
き
歌
舞
伎
、

狂
言
の
公
演
を
実
施
し
、
ス
ポ
ー

ツ
振
興
計
画
の
策
定
に
取
り
組
み
、

集
落
機
能
の
活
性
化
を
図
り
、
防

災
拠
点
と
な
る
小
野
地
区
公
民
館

を
整
備
し
ま
す
。

　

ま
た
小
規
模
集
落
活
性
化
事
業
、

過
疎
地
域
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

地
域
力
再
生
事
業
を
継
続
し
ま
す
。

■
市
政
の
運
営

　

豊
岡
地
域
で
は
、
玄
武
洞
公
園

を
活
用
し
た
ジ
オ
パ
ー
ク
の
拠
点

づ
く
り
や
豊
岡
駅
前
広
場
整
備
事

業
な
ど
を
実
施
し
、
コ
ウ
ノ
ト
リ

野
生
復
帰
な
ど
の
取
組
み
を
強
く

国
内
外
に
情
報
発
信
し
ま
す
。

　

城
崎
地
域
で
は
、
城
崎
温
泉
と

市
内
の
歴
史
・
伝
統
・
文
化
な
ど

の
観
光
拠
点
を
連
携
し
、
観
光
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
城
崎
ボ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

ボ
ー
ト
更
新
や
城
崎
地
区
無
電
柱

化
計
画
実
施
設
計
に
入
り
ま
す
。

　

竹
野
地
域
で
は
、
参
加
体
験
型
・

滞
在
型
の
観
光
、「
た
け
の
ス
タ
イ

ル
」を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、「
三
原

谷
の
川
の
風
ま
つ
り
」の
ア
ー
ト
ギ

ャ
ラ
リ
ー
拡
大
を
支
援
し
ま
す
。

　

日
高
地
域
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ

の
メ
ッ
カ
・
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と

し
て
振
興
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

「
2
0
1
1
日
本
冒
険
フ
ォ
ー
ラ

ム
」を
明
治
大
学
で
開
催
し
、
か
ん

な
べ
湯
の
森「
ゆ
と
ろ
ぎ
」整
備
基

本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　

出
石
地
域
で
は
、
出
石
永
楽
館

の
活
用
を
図
り
、
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
保
存
事
業
を
進
め
ま

す
。
ま
た
、
出
石
城
跡
の
石
垣
の

現
状
調
査
を
実
施
し
、
伊
藤
清
永

生
誕
1
0
0
年
展
を
開
催
し
ま
す
。

　

但
東
地
域
で
は
、
シ
ル
ク
温
泉

「
や
ま
び
こ
」の
点
検
調
査
業
務
を

実
施
し
、
農
家
民
宿
、
チ
ュ
ー
リ

ッ
プ
ま
つ
り
な
ど
に
よ
り
、
交
流

人
の
増
加
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

東
井
教
育
の
普
及
を
図
り
ま
す
。

　

行
政
改
革
を
徹
底
的
に
推
進
し
、

国
と
南
極
地
域
観
測
隊
に
職
員
を

派
遣
し
、
職
員
の
資
質
向
上
を
図

り
ま
す
。

《
主
要
項
目
》

○
円
山
川
緊
急
治
水
対
策
事
業

　

豊
岡
排
水
機
場
整
備
、K
T
R
円

山
川
橋
梁
架
替
、
鳥
居
橋
の
架
替

工
事
等
は
本
年
度
完
成
予
定
、
中

郷
築
堤
・
八
代
排
水
機
場
は
平
成

23
年
度
完
成
予
定
で
す
。

　

円
山
川
下
流
部
は
、
平
成
23
年

度
か
ら
用
地
買
収
、
桃
島
排
水
機

場
工
事
に
着
手
さ
れ
ま
す
。

○
防
災
公
園
の
整
備

　

宗
教
法
人
神
道
親
導
教
用
地
と

日
高
地
域
の
旧
蚕さ

ん

業ぎ
ょ
う

技
術
セ
ン
タ

ー
跡
地
を
防
災
公
園
に
す
る
た
め
、

取
得
し
ま
す
。

○
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
ル
ネ
ス
豊
岡
構
想

　

健
康
を
ま
ち
づ
く
り
政
策
の
中

核
と
す
る
構
想
案
を
ま
と
め
ま
し

た
。
象
徴
と
な
る「（
仮
称
）歩
い
て
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高
齢
者
等
が
、
通
院
等
で
移
送
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合
の
利
用

者
負
担
額
を
見
直
し
ま
す
。
一
部

の
方
の
負
担
額
は
安
く
な
り
ま
す
。

○
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
を

�

め
ぐ
る
取
組
み

　
「
円
山
川
下
流
域
お
よ
び
周
辺
水

田
を「
国
指
定
鳥
獣
保
護
区
」に
今

年
設
定
し
、
平
成
24
年
の
ラ
ム
サ

ー
ル
条
約
Ｃコ

Ｏッ

Ｐプ

11
で

イ
レ
ブ
ン

の
登
録
を

目
指
し
ま
す
。

○
北
但
ご
み
処
理
施
設
整
備
事
業

　

北
但
行
政
事
務
組
合
で
用
地
買

収
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
成

23
年
度
は
、
進
入
道
路
・
敷
地
造

成
工
事
等
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
下
水
道
施
設
の
統
廃
合

　

汚
水
処
理
施
設
の
統
合
を
進
め

ま
す
。
平
成
23
年
度
は
、
日
高
の

西
気
処
理
区
を
清
滝
処
理
区
に
統

合
し
、長
寿
命
化
対
策
も
行
い
ま
す
。

○
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
推
進

　

誘
客
促
進
の
た
め
ジ
オ
ツ
ア
ー

バ
ス
へ
の
補
助
を
計
画
し
、
ジ
オ

ガ
イ
ド
の
増
員
、
国
際
会
議
の
開

催
を
考
え
て
い
ま
す
。

○（
仮
称
）鳥
獣
害
共
済
基
金

�

造
成
事
業

　

県
、
市
、
農
家
が
基
金
を
積
み

立
て
、
鳥
獣
被
害
農
家
に
支
援
金

を
交
付
す
る
と
い
う
県
事
業
で
す

が
、
現
農
業
共
済
制
度
と
乖か

い

離り

な

ど
が
あ
り
、当
面
は
参
加
し
ま
せ
ん
。

○
豊
岡
市
農
業
振
興
戦
略

�

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
策
定

　

環
境
創
造
型
農
業
の
推
進
、「
コ

ウ
ノ
ト
リ
の
舞
」農
産
物
の
販
売
拡

大
、
環
境
直
接
支
払
制
度
な
ど
を

柱
に
し
た
農
業
振
興
戦
略
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
策
定
し
ま
す
。

○
豊
岡
市
道
路
整
備
計
画
策
定

　

客
観
的
に
路
線
の
評
価
を
行
っ

た
道
路
整
備
計
画
を
今
年
の
3
月

末
ま
で
に
策
定
し
ま
す
。

○
豊
岡
駅
前
広
場
整
備
事
業

　

駅
前
交
番
の
移
転
等
を
行
い
、

平
成
23
年
度
に
完
了
予
定
で
す
。

○
バ
ス
交
通
対
策

　

地
区
主
体
の
運
行
で
あ
る「
チ
ク

タ
ク
奥
山
」は
4
月
か
ら
本
格
実
施

と
し
、
但
東
の
奥
赤
地
区
で
も
導

入
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
神
鍋
線
で
10
月
か
ら
上

限
2
0
0
円
バ
ス
の
実
証
実
験
を

行
う
予
定
で
す
。

○
但
馬
空
港
周
辺
用
地
の
利
活
用

　

市
土
地
開
発
公
社
が
先
行
取
得

し
、借
入
金
利
が
か
さ
ん
で
い
る
但

馬
空
港
周
辺
用
地
を
利
活
用
す
る

た
め
、「（
仮
称
）空
港
周
辺
里
山
ふ

れ
あ
い
の
森
」構
想
を
策
定
し
ま
す
。

○
景
観
計
画
策
定
等
に
向
け
た

 

取
組
み

　

良
好
な
景
観
の
保
全
・
創
造
の

た
め
、
平
成
23
年
度
の
計
画
策
定

を
目
指
し
ま
す
。

○
統
合
型
Gジ

ー

Iア
イ

Sエ
ス

の
導
入

　

庁
内
で
利
用
す
る
地
図
デ
ー
タ

を「
共
用
空
間
デ
ー
タ
」と
し
て
整

備
し
、
利
用
で
き
る
仕
組
み
を
作

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

○
幼
保
対
策

　

竹
野
・
中
竹
野
地
区
、
西
気
・

清
滝
地
区
の
認
定
こ
ど
も
園
と
日

高
幼
稚
園
の
施
設
整
備
、
城
崎
地

域
、
日
高
の
国
府
・
三
方
地
区
の

認
定
こ
ど
も
園
の
施
設
改
修
補
助

な
ど
を
行
い
、
認
定
こ
ど
も
園
4

園
で
短
時
間
部
の
2
年
保
育
を
開

始
し
ま
す
。

○
豊
岡
市
学
校
給
食
施
設
の

�

あ
り
方
計
画
の
推
進

　

豊
岡
施
設
・
出
石
施
設
の
実
施

設
計
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、

平
成
23
年
度
か
ら
コ
ウ
ノ
ト
リ
育

む
お
米
の
使
用
を
週
2
回
に
増
や

し
ま
す
。

○「
い
の
ち
へ
の
共
感
に
満
ち
た　

�

ま
ち
づ
く
り
条
例
」の
制
定

　

市
民
と
の
意
見
交
換
を
す
る
た

め
、
条
例
案
提
出
を
今
年
9
月
定

例
議
会
に
延
期
し
ま
す
。

○
情
報
発
信

　

国
内
外
、
首
都
圏
へ
の
さ
ら
な

る
情
報
発
信
の
た
め
、
東
京
に
ア

ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
を
開
設
し
ま
す
。

○
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画

　

過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
に
、

城
崎
・
竹
野
・
但
東
地
域
の
独
自

戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
を
追
加

し
ま
す
。

○
経
済
成
長
戦
略
の
一
部
見
直
し

　

環
境
都
市「
豊
岡
エ
コ
バ
レ
ー
」

に
交
流
人
口
の
増
加
を
促
す「
大
交

流
」を
加
え
る
見
直
し
を
し
、
8
つ

の
新
規
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
追
加
し

ま
し
た
。

○
新
庁
舎
建
設

　

建
築
工
事
・
電
気
設
備
工
事
は

入
札
を
終
え
ま
し
た
。
機
械
設
備

工
事
は
入
札
の
再
公
告
を
し
ま
し

た
。
な
お
、
敷
地
の
土
壌
調
査
結

果
の
対
応
は
県
の
指
導
を
受
け
、

適
切
な
取
扱
い
を
行
い
ま
す
。

　

新
庁
舎
の
食
堂
の
運
営
は
障
害

者
通
所
施
設
運
営
事
業
者
を
考
え

て
お
り
、
秋
に
は
募
集
し
ま
す
。

○
組
織
の
見
直
し

　

豊
岡
エ
コ
バ
レ
ー
の
全
庁
推
進

体
制
強
化
の
た
め
に
、
政
策
調
整

部
に「
エ
コ
バ
レ
ー
推
進
室
」を
設

置
し
ま
す
。

　

ま
た
、
経
済
部
経
済
課
に「
も
の

づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー
」を
、
健
康

福
祉
部
健
康
増
進
課
に「
健
康
ま
ち

づ
く
り
推
進
室
」を
、
都
市
整
備
部

都
市
整
備
課
に「
景
観
政
策
係
」を

新
設
し
ま
す
。

暮
ら
す
ま
ち
づ
く
り
条
例
」の
制
定

を
目
指
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
8
月

を
目
途
に「
健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度
」

を
創
設
し
ま
す
。

○
総
合
健
康
ゾ
ー
ン
診
療
所
設
置

　

生
活
習
慣
病
な
ど
の
改
善
・
予

防
の
た
め
、
運
動
療
法
に
特
化
し

た
診
療
所
を
開
設
し
ま
す
。

○
豊
岡
市
緊
急
医
師
確
保
対
策

�

就
業
支
度
金
貸
与
事
業

　

市
内
の
公
立
病
院
で
、
麻
酔
科
、

呼
吸
器
科
な
ど
緊
急
性
の
あ
る
診

療
科
の
医
師
確
保
の
た
め
に
、
就

業
支
度
金
を
貸
与
す
る
事
業
を
創

設
し
ま
す
。

○
周
産
期
医
療
体
制
の
検
討

　
「
定
住
自
立
圏
構
想
」に
但
馬
3

市
2
町
で
取
り
組
み
、
今
議
会
中

に
本
市
が「
中
心
市
宣
言
」を
行
い

ま
す
。
そ
の
後
、
特
に
小
児
科
と

産
科
が
連
携
す
る
周
産
期
医
療
対

策
を
検
討
し
ま
す
。

○
地
域
福
祉
計
画
、

　

�

障
害
者
福
祉
計
画
等
見
直
し

　

平
成
23
年
度
、
地
域
福
祉
計
画
、

障
害
者
福
祉
計
画
の
見
直
し
を
行

い
、
障
害
福
祉
計
画
第
3
期
計
画
・

老
人
福
祉
計
画
・
第
5
期
介
護
保

険
事
業
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

○
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
の

�

利
用
者
負
担
等
の
見
直
し

　

公
共
交
通
機
関
利
用
が
困
難
な
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市
で
は
、現
在
、「
豊
岡
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」の
改
訂
作
業
を

進
め
て
い
ま
す
が
、そ
の
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
、昨
年
�
月
か
ら
10

月
に
か
け
て
、「
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
つ
い
て
の
市
民
意
識

調
査
」を
実
施
し
ま
し
た
。こ
の
た
び
、結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の

で
、主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》秘
書
広
報
課
広
報
・
交
流
係
☎
23
－
1
1
1
1

▽
調
査
期
間　

平
成
22
年
9
月
24

日
～
10
月
8
日

▽
対
象　

年
代
別
に
無
作
為
抽
出

し
た
市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の

男
女
1
2
0
0
人

▽
回
答
者
数　

5
7
2
人

「
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
つ
い
て
の

市
民
意
識
調
査
」の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

調

査

の

概

要

▽
回
答
率　

47
・
7
%

　
︵
男
性
41・2
%
、女
性
53・7
%
︶

Q「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」と
思

い
ま
す
か
?

　
「
そ
う
思
わ
な
い
」と
回
答
し
た

人
が
全
体
の
7
割
を
超
え
て
い
ま

す
が
、
性
別
で
は
、
男
性
の
方
が
、

「
そ
う
思
う
」と
回
答
し
た
人
が
多

く
、
性
別
役
割
分
担
意
識
が
高
い

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
そ
う
思
う
」理
由
と
し
て
最

も
多
い
回
答
が
、「
男
は
外
の
仕
事

に
、
女
は
家
事
・
育
児
に
適
し
て

い
る
」で
あ
り
、
一
方
で「
そ
う
思

【男は仕事、女は家庭】

そう思う 15.4％

そう思わない　73.4％

分からない・無回答
11.2％

わ
な
い
」理
由
と
し
て
最
も
多
い
回

答
は
、「
性
に
か
か
わ
り
な
く
個
性

を
発
揮
す
れ
ば
よ
い
こ
と
で
あ
り
、

固
定
す
る
必
要
は
な
い
」で
し
た
。

Q
家
庭
で
の
男
女
の
役
割
分
担
は
?

　

現
状
で
は
、「
男
女
と
も
仕
事

を
し
、
家
事
・
育
児
は
主
に
女
が

分
担
し
て
い
る
」と
回
答
し
た
人

が
最
も
多
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
理
想
は
、「
男
女
と
も

仕
事
を
し
、
家
事
・
育
児
も
男
女

で
分
担
し
て
い
る
」と
回
答
し
た

人
が
最
も
多
い
結
果
と
な
り
ま
し

た
。

　

た
だ
し
、
男
性
で
は
、「
男
は

仕
事
、
女
は
家
事
・
育
児
を
分
担

し
て
い
る
」や「
男
女
と
も
仕
事
を

し
、
家
事
・
育

児
は
主
に
女
が

分
担
し
て
い
る
」

と
回
答
し
た
人

も
多
く
、
男
性

は「
家
事
・
育
児
」

を
女
性
の
仕
事
と
す
る
意
識
が
強

い
傾
向
に
あ
る
と
い
え
ま
す
。

【家庭での役割分担の現状】
男は仕事、
女は家事・育児
19.1％

女は仕事、
男は家事・育児
0.2％

男女とも働き、
家事・育児は
主に女 33.2％

男女とも働き、
家事・育児は
主に男 0.2％

男女とも働き、
家事・育児は
男女分担
17.8％

男女とも働き、
家事・育児は
第三者 1.9％

その他
10.1％

無回答
17.5％

【家庭での役割分担の理想】
男は仕事、
女は家事・育児14.0％

女は仕事、
男は家事・育児
0.2％
男女とも働き、
家事・育児は
主に女 7.1％

男女とも働き、
家事・育児は
主に男 0.0％

男女とも働き、
家事・育児は男女分担
61.2％

男女とも働き、
家事・育児は
第三者 0.9％

その他
7.０％

分からない・
無回答
9.6％

「
そ
う
思
わ
な
い
」が
大
半

男
女
の
役
割
分
担
意
識

家
事
・
育
児
の
現
状
は「
主
に

女
」、
理
想
は「
男
女
分
担
」

【回答者の性別】

男性
247人（43.2％）女性

322人
（56.3％）

無回答
3人（0.5％）

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90
100
110
120
130 【回答者の年代】

25人（10.1％）

22人
（6.8％）

27人
（10.9％）

53人
（16.5％）

61人
（18.9％）

70人（21.7％） 64人
（19.9％）

52人
（16.2％）

36人
（14.6％）

45人
（18.2％）

62人
（25.1％）

52人
（21.1％）47人

（8.2％）

80人
（14.0％）

97人
（17.0％）

115人
（20.1％）

126人
（22.0％）

107人
（18.7％）

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代
以上

全体
男性
女性
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Q
男
性
の
家
庭
生
活
・
地
域
活
動

へ
の
参
画
促
進
策
は
?

　
「
事
業
所
と
の
協
力
の
下
、
両

性
の
仕
事
と
家
庭
の
両
立
を
支

援
す
る
体
制
の
整
備
」と
回
答
し

た
人
が
最
も
多
く
、
次
い
で
、
40

歳
代
ま
で

は「
労
働
時

間
の
短
縮
」、

50
歳
代
以
上

は「
男
性
の

家
庭
生
活
や

地
域
活
動
へ
の
参
加
を
進
め
る
た

め
の
啓
発
活
動
」と
い
う
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

Q
子
育
て
に
お
い
て「
男
の
子
と

女
の
子
を
区
別
し
て
い
る
」と

感
じ
る
と
き
は
?

　
「
子
ど
も
の
進
路
・
将
来
」や「
作

法
・
門
限
な
ど
の
生
活
上
の
し
つ

け
」と
回
答
し
た
人
が
多
く
、
中

で
も「
子
ど
も
の
進
路
・

将
来
」と
い
う
回
答
は
、

年
代
が
上
が
る
と
と
も

に
多
く
な
る
傾
向
に
あ

り
ま
し
た
。

　

一
方
で
、「
区
別
す
る
こ
と
は

な
い
」と
回
答
し
た
人
も
全
体
の

4
分
の
1
程
度
あ
り
ま
し
た
。

Q
子
ど
も
を
ど
の
よ
う
に
育
て
る

べ
き
で
す
か
?

　
「
な
る
べ
く

同
じ
よ
う
に

育
て
た
方
が

よ
い
と
思
う

が
、
あ
る
程

度
は
男
の
子
は
男
ら
し
く
、
女
の

子
は
女
ら
し
く
育
て
る
の
が
よ

い
」と
回
答
し
た
人
が
7
割
を
超

え
て
お
り
、
次
い
で「
男
の
子
は

男
ら
し
く
、
女
の
子
は
女
ら
し

く
育
て
る
の
が
よ
い
」と
回
答
し

た
人
が
多
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

全
体
の
8
割
程
度
の
人
が
子
育
て

に
お
い
て
性
別
の
役
割
分
担
を
意

識
し
て
い
ま
す
。

Q
少
子
化
の
原
因
は
?

　
「
子
ど
も
の
教

育
費
負
担
な
ど
、

主
に
経
済
的
理
由

に
よ
る
」や「
男
女

が
共
に
働
き
な
が

ら
子
育
て
で
き
る
、

地
域
や
職
場
な
ど

の
育
児
環
境
が
整
っ
て
い
な
い
か

ら
」と
回
答
し
た
人
が
多
い
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

子

育

て

観

少

子

化

「
子
ど
も
の
将
来
」や「
し
つ
け
」

両
性
の
仕
事
と
家
庭
の
両
立
を

支
援
す
る
体
制
の
整
備
が
必
要

性
別
を
意
識
し
て
子
育
て

経
済
的
理
由
が
約
7
割

男女共同参画社会とは?
　「男女共同参画社会」とは、「女性も男性も互いにその人権を
尊重しあい、意思決定を含む対等な社会参加が保障され、性
別にかかわらずその個性と能力を平等に発揮できる社会」です。
　1996年6月に制定された「男女共同参画社会基本法」では、男
女共同参画社会をつくっていくための基本理念として、次の
５本の柱が掲げられています。
①男女の人権の尊重
　男女の個人としての尊厳を大切に
しましょう。
②社会における制度または慣行についての配慮
　固定的な役割分担意識にとらわれず、社会の制度や慣行の
あり方を考えていきましょう。
③政策等の立案および決定への共同参画
　男女が社会のパートナーとして、いろいろな方針の決定に
参画できるようにしましょう。
④家庭における活動と他の活動の両立
　男女がお互いに協力し、家族としての役割を果たしながら、
仕事や学習、地域活動ができるようにしましょう。
⑤国際的協調
　他の国々や国際機関とも相互に協力して取り組んでいきま
しょう。

0
10
20
30
40
50
60

【男性の参画促進策】

28.1％ 22.7％ 29.2％

50.3％

4.2％ 5.9％
16.1％

※複数回答

啓
発
活
動

学
習
機
会
の
創
出

労
働
時
間
の
短
縮

仕
事
と
家
庭
の

両
立
を
支
援
す
る

体
制
整
備

特
に
必
要
は
な
い

そ
の
他

分
か
ら
な
い
・

無
回
答

0

10

20

30

40
【子育てにおける男女の区別】

18.9％

37.2％

3.0％

33.9％

1.9％

25.2％

11.2％

※複数回答

家
事
の
手
伝
い

進
路
・
将
来

学
業
・
成
績

作
法
・
門
限
な
ど
の

し
つ
け

そ
の
他

区
別
し
な
い

分
か
ら
な
い
・

無
回
答

【子育ての性別役割分担意識】

男の子は男らしく、
女の子は女らしく
育てる　11.7％

ある程度は
男の子は男らしく、
女の子は女らしく
育てる　71.0％

性別を
意識せず
育てる
9.6％

その他
2.8％

分からない・無回答
4.9％

0

10

20

30

40

50

60

70

80
【少子化の原因】 ※複数回答

子
ど
も
の

経
済
的
負
担
な
ど
、

経
済
的
理
由

71.5％

8.0％
21.9％

65.0％

7.2％ 11.0％
3.3％

家
が
狭
い
な
ど
、

住
宅
環
境

育
児
に
自
信
が

も
て
な
い
な
ど
の

心
理
的
・
肉
体
的

負
担
感

男
女
が
働
き
な
が
ら

子
育
て
で
き
る

育
児
環
境
の
未
整
備

家
庭
で
の
性
別

役
割
分
担
意
識

そ
の
他

無
回
答
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Q
女
性
が
仕
事
を
持
つ
こ
と
は
?

　

女
性
で
は「
出
産
・
育
児
期
間

は
一
時
的
に
仕
事
を
離
れ
、
子
育

て
を
終
え
て
か
ら
再
就
職
す
る
の

が
よ
い
」、
男
性
で
は「
結
婚
や
出

産
後
も
、
仕
事
を
持
ち
継
続
で
き

る
こ
と
が
よ
い
」と
回
答
し
た
人

が
最
も
多
く
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
結
婚
ま
た
は
出
産
で

仕
事
を
辞
め
、
後
は
家
事
・
育
児

に
専
念
す
る
の
が
よ
い
」と
回
答

し
た
人
は
、
男
性
の
方
が
多
い
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

Q
女
性
の
就
労
促
進
策
は
?

　
「
家
庭
に
お
け
る
夫
や
家
族
の

理
解
や
協
力
」と
回
答
し
た
人
が

最
も
多
く
、
年
代
別
で
も
、
50
歳

代
と
60
歳
代
で
6
割
を
超
え
る
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
20
歳
代
で
は「
い
っ

た
ん
仕
事
を
辞
め
た
後
、
再
び

同
じ
会
社

に
復
帰
で

き
る
再
雇

用
制
度
の

導
入
・
普

及
」、
30
歳
代
で
は「
職
場
に
お
け

る
理
解
や
協
力
」と
回
答
し
た
人

が
最
も
多
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

Q
自
分
自
身
を
ど
の
よ
う
に
思
っ

て
い
ま
す
か
?

　
「
困
難
な
と
き
で
も
、
何
と
か

や
り
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
思

う
」や「
ど
ん
な
と
き
で
も
、
自
分

を
受
け
入
れ
、
認
め
て
く
れ
る
人

が
い
る
」で
は
、「
当
て
は
ま
る
」

と
回
答
し
た
人
が
多
く
、
性
別
で

は
女
性
の
方
が
多
い
結
果
と
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た「
自
分
は
何
を
し
て
も
、

だ
め
な
人
間
だ
と
思
う
こ
と
が
あ

る
」で
は
、「
当
て
は
ま
ら
な
い
」

と
回
答
し
た
人
が
多
い
結
果
と
な

り
ま
し
た
。

Q
女
性
に
関
す
る
こ
と
で
人
権
上

問
題
が
あ
る
思
う
こ
と
は
?

　

男
性
や
40
歳
代
か
ら
60
歳
代
で

は「
男
女
の
固
定
的
な
役
割
分
担

意
識（「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」

な
ど
）を
他
の
人
に
押
し
つ
け
る

こ
と
」、
女
性
や
20
歳
代
か
ら
30

歳
代
で
は「
家
庭
内
に
お
け
る
夫

の
妻
へ
の
暴
力（
酒
に
酔
っ
て
殴

る
な
ど
）」、70
歳
代
以
上
で
は「
職

場
に
お
け
る
肉
体
的
・
精
神
的
な

セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト（
性

的
嫌
が
ら
せ
）」と
回
答
し
た
人
が

最
も
多
く
、
性
別
や
年
代
に
よ
っ

て
、
認
識
の
違
い
が
あ
り
ま
し
た
。

Q
男
も
つ
ら
い
と
感
じ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
か
?

　
「
男
だ
か
ら
が
ん
ば
る
こ
と
を

強
要
さ
れ
る
」と
回
答
し
た
人
が

最
も
多
く
、
次
い
で「
妻
子
を
養

う
の
は
男
の
責
任
で
あ
る
と
言
わ

れ
る
」、「
仕
事
の
責
任
が
大
き
い
、

仕
事
が
で
き
て
当
た
り
前
だ
と
言

わ
れ
る
」と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
で
、「
感
じ
る
こ
と
は
な

い
」と
回
答
し
た
人
は
男
性
の
方

が
多
く
、
女
性
の
方
が「
男
は
つ

ら
い
」と
感
じ
て
い
る
傾
向
に
あ

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
男
も
つ
ら
い
」と
感
じ

る
こ
と
へ
の
対
処
に
つ
い
て
、「
固

【女性が仕事を持つことへの意識】

結婚や出産後も
仕事を持ち継続
できるのがよい
39.3％

出産・育児時期は
仕事を離れ、
子育て後再就職
47.0％

結婚・出産で
仕事を辞め、
あとは家事・
育児に専念
4.9％

女性は仕事を
持たない方が
よい 1.6％

その他 3.0％
無回答 4.2％

【男もつらいと感じる理由】

男だからと
強要される
38.5％

仕事を自由に
選べない 25.9％

妻子を養うのは
男の責任 34.4％

仕事ができて
当たり前 34.4％

家族と過ごせる
時間が少ない
22.6％

酒が飲めないのかと
からかわれる 3.0％

力が弱いなどと
バカにされる 4.9％

身辺の自立が
困難 5.6％ 感じることはない 13.1％

無回答 4.9％

その他 2.3％

※複数回答

男

女

の

人

権

女

性

と

仕

事

女
性
は「
子
育
て
後
再
就
職
」を
希
望

自
信
を
持
っ
て
い
る
人
が
大
半

夫
や
家
族
の
理
解
と
協
力
が
必
要

性
別
や
年
代
で
認
識
は
さ
ま
ざ
ま

女
性
の
方
が「
男
は
つ
ら
い
」

0
10
20
30
40
50
60 【女性の就労支援策】

（8.2％）

9.8
％

56.8
％ 39.9

％

14.3
％
12.4
％
12.9
％

20.8
％ 15.9

％

34.6
％ 28.0

％
8.2
％ 1.7

％
0.9
％

2.6
％

※複数回答

性
別
役
割
分
担
意
識
を

な
く
す

夫
や
家
庭
の
理
解
や
協
力

職
場
で
の
理
解
や
協
力

労
働
時
間
の
短
縮

労
働
条
件
面
で
の

男
女
差
の
是
正

介
護
休
業
制
度
の
充
実

高
齢
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
・

福
祉
施
設
の
整
備
・
充
実

出
産
・
育
児
休
暇
制
度
の
充
実
と

男
性
の
育
児
休
業
制
度
の
利
用
促
進

育
児
環
境
の
整
備
・
充
実

再
雇
用
制
度
の
導
入
・
普
及

女
性
自
身
の
能
力
と
仕
事
へ
の

意
欲
・
責
任
感
の
向
上

そ
の
他

特
に
必
要
な
い

無
回
答

10
20
30
40
50
60
70
80

0

10

20

30

40
【女性の人権問題】 ※複数回答

固
定
的
な

役
割
分
担
意
識

39.0％
30.9％

15.4％

29.4％
38.1％

24.8％

10.7％12.1％

1.2％
6.6％ 5.2％

職
場
に
お
け
る

差
別
待
遇

地
域
の
諸
団
体
な
ど
の

役
職
に
女
性
が
少
な
い

家
庭
内
で
の

夫
の
妻
へ
の
暴
力

職
場
で
の
セ
ク
シ
ャ
ル・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

売
春
・
買
春

女
性
の
水
着
姿
、

裸
体
な
ど
を
使
用
し
た

広
告
・
雑
誌
等

風
俗
営
業

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

0 20 40 60 80 100

【自分自身に
       ついて】

14.0％ 28.9％ 34.1％ 9.6％4.5％ 8.9％

4.5％ 18.5％ 24.0％ 26.6％ 17.8％ 8.6％

12.4％ 32.9％ 29.5％ 12.6％ 3.9％ 8.7％

9.6％ 18.7％ 35.3％ 20.0％ 7.5％ 8.9％

5.8％ 13.6％ 33.6％ 26.7％ 10.5％ 9.8％

8.6％ 20.1％ 30.8％ 22.5％ 8.4％ 9.6％

20.1％ 41.1％ 22.9％ 4.7％
2.5％
8.7％

25.0％ 33.4％ 24.7％ 4.7％
3.8％
8.4％

いろいろな良い
素質を持っている
何をしても、
だめな人間だ
人とうまくやって
いける人間だ
人生は、努力しても
うまくいかないことがある
周りの人から期待
されていないと思う
自慢できるところが
あまりない
困難なときでも、何とか
やり遂げることができる
どんなときでも、自分を
認めてくれる人がいる

当てはまる やや当てはまる どちらともいえない
あまり当てはまらない 当てはまらない 無回答
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定
概
念
か
ら
自
由
に
な
り
、
性
別

に
左
右
さ
れ
な
い
生
き
方
を
す

る
」と
回
答
し
た
人
が
最
も
多
く
、

一
方
で
、
70
歳
以
上
で
は「
社
会

を
背
負
っ
て
立
つ
の
が
男
の
生
き

方
で
あ
り
、
変
え
る
必
要
は
ま
っ

た
く
な
い
」と
の
回
答
も
目
立
ち

ま
し
た
。

Q
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す

に
は
?

　

配
偶
者
な
ど
か
ら
の
性
的
虐
待

に
つ
い
て「
あ
っ
た
」と
回
答
し
た

人
は
女
性
の
方
が
多
く
、
そ
の
内

容
の
多
く
は「
大
声
で
怒
鳴
ら
れ

る
」や「
何
を
言
っ
て
も
無
視
さ
れ

続
け
る
」で
し
た
。

　

ま
た
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
を

な
く
す
た
め
に
必
要
な
こ
と
に
つ

い
て
は
、「
犯
罪
と
し
て
も
っ
と

厳
し
く
取
り
締
ま
る
」と
回
答
し

た
人
が
最
も
多
く
な
り
ま
し
た
が
、

男
性
で
は「
女
性
に
対
す
る
暴
力

は
人
権
侵
害
だ
と
い
う
、
社
会
的

な
認
識
を
高
め
る
」、「
子
ど
も
の

と
き
か
ら
、
男
女
平
等
や
自
尊
感

情
、
性
に
関
す
る
教
育
を
充
実
す

る
」と
回
答
し
た
人
の
方
が
多
い

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

Q
女
性
が
政
策
の
企
画
や
方
針
決

定
の
過
程
に
進
出
し
て
い
な
い

理
由
は
?

　
「
女
性
を
積
極
的
に
登
用
し
よ

う
と
い
う
男
女
共
同
参
画
意
識
の

啓
発
・
学
習
が
足
り
な
い
」と
回

答
し
た
人
が
最
も
多
く
、
次
い
で

「
女
性
側
の
積
極
性
が
十
分
で
な

い
」、「
家
族
の
支
援
・
協
力
が
得

ら
れ
な
い
」、「
家
族
、
職
場
、
地

域
に
お
け
る

性
別
役
割
分

担
、
性
差
別

の
意
識
」と

な
り
ま
し
た
。

Q
住
ん
で
い
る
地
域（
区
）の
会
合

や
行
事
な
ど
に
男
女
不
平
等
と

感
じ
る
こ
と
は
?

　

男
女
不
平
等
だ
と
感
じ
る
こ
と

が「
あ
る
」と
回
答
し
た
人（
21
・

2
%
）で
、
多
か
っ
た
理
由
は「
地

域（
区
）の
役
員
選
挙
や
運
営
に
女

性
が
参
加
し
に
く
く
、
ま
た
、
選

ば
れ
に
く
い
」や「
地
域（
区
）の
会

合
な
ど
で
女
性
が
意
見
を
言
い
に

く
か
っ
た
り
、
意
見
が
取
り
上
げ

ら
れ
に
く
い
」で
し
た
。

　

ま
た
、
そ
の
原
因
と
し
て
、「
社

会
的
な
し
き
た
り
や
習
わ
し
」と

回
答
し
た
人
が
最
も
多
く
、
次
い

で「
性
別
に
よ
っ
て
役
割
が
違
う

と
い
う
意
識
」、「
女
性
に
対
す
る

社
会
・
文
化
的
に
つ
く
ら
れ
た
偏

見
」と
な
り
ま
し
た
。

Q
男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
す

る
た
め
に
市
が
力
を
入
れ
る
べ

き
こ
と
は
?

　
「
保
育
の
施
設
・
サ
ー
ビ
ス
や
、

高
齢
者
や
病
人
の
施
設
や
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る
」と
回

答
し
た
人
が
最
も
多
く
、
次
い
で
、

男
性
で
は「
女
性
を
各
種
委
員
会

や
審
議
会
な
ど
の
政
策
・
方
針
決

定
の
場
に
積
極
的
に
登
用
す
る
」、

女
性
で
は「
女
性
の
職
業
教
育
や

職
業
訓
練
を
充
実
さ
せ
、
女
性
の

就
労
の
機
会
を
増
や
す
」と
な
り

ま
し
た
。

※
今
回
の
調
査
結
課
の
詳
細
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て

い
ま
す
。ぜ
ひ
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

0
10
20
30
40
50

【女性への暴力をなくす方法】 ※複数回答

女
性
に
対
す
る
暴
力
は

人
権
侵
害
だ
と
い
う
、

社
会
的
な
認
識
を
高
め
る

男
性
優
位
の

価
値
観
を
改
め
る

子
ど
も
の
と
き
か
ら
、

男
女
平
等
や
自
尊
感
情
、

性
に
関
す
る
教
育
を
充
実
す
る

女
性
が
経
済
的
に

自
立
す
る

「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
防
止
法
」や

「
ス
ト
ー
カ
ー
規
制
法
」な
ど
を

十
分
に
知
ら
せ
る

犯
罪
と
し
て
も
っ
と

厳
し
く
取
り
締
ま
る

被
害
女
性
の
た
め
の

相
談
機
関
や
保
護
施
設
を

充
実
す
る

相
談
や
支
援
に
関
す
る

情
報
提
供
を
す
す
め
る

加
害
者
に
対
す
る

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
の

対
策
を
充
実
す
る

そ
の
他

42.0
％ 20.5

％ 13.6
％

14.0
％

45.3
％ 20.3

％ 9.6
％

12.2
％ 3.5

％
6.1
％

39.9
％

無
回
答

女

性

の

参

画

地
域
の
男
女
共
同
参
画

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

犯
罪
と
し
て
厳
し
く
取
り
締
ま
る

意
識
の
啓
発
・
学
習
が
不
足

社
会
的
な
し
き
た
り
・
習
わ
し
が
原
因

「
施
設
・
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
」を
!

0
10
20
30
40
50
60
70
80

0

10

20

30

40

【女性が参画できない理由】 ※複数回答

22.6％

35.8％

22.7％
17.1％ 18.9％

25.7％

14.7％

1.6％

そ
の
他

家
族
・
職
場
・
地
域
に

お
け
る
性
別
役
割
分
担
、

性
差
別
の
意
識

男
女
共
同
参
画
意
識
の

啓
発
・
学
習
が
足
り
な
い

家
族
の
支
援
・
協
力
が

得
ら
れ
な
い

女
性
の
能
力
開
発
の

機
会
が
不
十
分

女
性
の
活
動
を

支
援
す
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
不
足

女
性
側
の
積
極
性
が

十
分
で
な
い

分
か
ら
な
い
・

無
回
答

0
10
20
30
40
50
60
70

【地域（区）で男女不平等を感じる原因】※複数回答

46.3％

64.5％

8.3％

29.8％

3.3％ 2.5％ 1.7％

身
体
的
・

生
理
的
な
差

社
会
的
な

し
き
た
り
や

習
わ
し

性
別
に
よ
っ
て

役
割
が
違
う

と
い
う
意
識

女
性
に
対
す
る

社
会
・
文
化
的
に

つ
く
ら
れ
た
偏
見

法
律
や
制
度

そ
の
他

無
回
答

0
10
20
30
40
50
60

【市が力を入れるべきこと】 ※複数回答

10.5％
23.8％

15.7％
22.6％24.0％

51.7％

17.0％
10.1％ 9.1％

2.3％4.0％
12.4％

地
域
の
各
種
団
体
の

女
性
リ
ー
ダ
ー
の

割
合
を
増
や
す

女
性
を
政
策
・

方
針
決
定
の
場
に

積
極
的
に
登
用

本
市
職
員
の

女
性
管
理
職
の

割
合
を
高
め
る

職
場
で
の
男
女

均
等
な
待
遇
を

事
業
所
へ
働
き
か
け

女
性
の
就
業
教
育
・

訓
練
の
充
実
、

就
労
機
会
の
増
加

保
育
施
設
・
サ
ー
ビ
ス
、

高
齢
者
等
施
設
・

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

学
校
で
の
人
権
・

男
女
平
等
・
性
に
つ
い
て

の
教
育
の
充
実

学
習
活
動
拠
点

の
充
実

広
報
誌
や

パ
ン
フ
レ
ッ
ト

な
ど
で
の
啓
発

特
に
対
策
の

必
要
は
な
い

そ
の
他

分
か
ら
な
い
・

無
回
答
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○
古
来
よ
り
但
馬
の
中
心
で
あ
っ

た
歴
史
・
文
化
・
伝
統
を
大
切

に
し
た
住
み
よ
い
ま
ち

○
日
常
生
活
が
と
て
も
快
適
で
便

利
で
、
元
気
と
に
ぎ
わ
い
が
溢

れ
た
住
ん
で
み
た
く
な
る
ま
ち

○
美
し
い
景
観
や
豊
か
な
自
然
の

恵
み
の
中
で
、
安
心
し
て
住
み

続
け
ら
れ
る
ま
ち

目
標
①　

誰
に
と
っ
て
も
、
便
利

で
暮
ら
し
や
す
い
、
ふ
る
さ
と

づ
く
り

目
標
②　

中
心
市
街
地
の
に
ぎ
わ

い
を
取
り
戻
し
、
人
の
交
流
を

活
発
に
す
る
ま
ち
づ
く
り

地
区
の
将
来
像

目
標
③　

地
区
の
宝（
自
然
・
景

観
・
歴
史
・
文
化
な
ど
）を
生

か
す
ま
ち
づ
く
り

1
．
土
地
利
用
の
方
針

2
．
防
災
の
方
針

3
．
道
路
・
交
通
の
方
針

4
．
公
園
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

施
設
等
の
方
針

『
古
よ
り
但
馬
の
ま
ほ
ろ
ば
日
高
』

い
に
し
え

ま
ち
づ
く
り
の
目
標

ま
ち
づ
く
り
の
方
針

プ
ラ
ン
の
実
現
に
向
け
て

豊岡市都市計画マスタープラン「地区構想」

▲『日高地区まちづくり構想』を中貝市長に手渡す「日高地区まちづくり会議」会長の吉田　勲さん（左から2番目）ら

豊岡市都市計画マスタープラン「地区構想」

『日高地区まちづくり構想』を
策定しました

　市では、平成21年4月から日高地区（日高および静修小学校区）を対象に「日高地区まちづくり
会議」を組織し、行政と市民の協働により、市で最初の都市計画マスタープラン「地区構想」となる、
『日高地区まちづくり構想』を策定しました。
　この構想は、地区の特性や課題に応じた土地利用や都市施設など、都市計画の観点からまちづ
くりの方針について定めるもので、おおむね20年後のまちの姿を展望しつつ10年後を目標年次
とします。その概要をお知らせします。

《問合せ》都市整備課計画整備係☎23-1712
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5
．
下
水
道
・
河
川
の
方
針

6
．
そ
の
他
公
共
施
設
等
の
方
針

7
．
地
域
環
境
形
成
の
方
針

8
．
景
観
形
成
の
方
針

9
．
市
街
地
・
住
宅
地
の
方
針

住
民
と
市
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

プ
ラ
ン
の
実
現
に
向
け
てまちづくり会議の様子
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コウノトリKIDSクラブでは
こんな活動をしました！

今年度がはじめての活動となったコウノトリKIDSクラブ。メンバーたちの奮闘ぶりをお伝えします！

６月13日 結成式！ 7月11日 田んぼで生きもの調査！ ８月９日 「世界一田めになる学校
in東京大学」で発表！

8月20日 佐渡の子どもたちと一緒に！ 9月26日 ビオトープで生きもの調査！

12月19日、2月27日　封入標本づくり11月21日 湿地で生きもの調査！

　生きものの命をもらって
作る標本。しっかり勉強に
役立てたい！
（城崎小 田中くん）

第１期（平成22年度）

～思い出フォトグラフ～

◀猛暑の日、網を持って一
生懸命生きものを探す！こ
の後、川で泳ぐ！▲

キッズ

▲コーちゃん、オーちゃんと一緒に記念撮影
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▷応募資格

▷募集人数　
▷参加費

▷参加特典

▷その他

▷申込方法　

▷申込期間

《申込み・問合せ》

活動予定

コウノトリKIDSクラブ
メンバー募集!!

第２期（平成23年度）

インタビュー
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2
月
25
日
発
行
の
市
広
報
紙
で
、

コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港
発
着
便

（
以
下
、「
但
馬
便
」）の
運
航
ダ
イ

ヤ
と
運
賃
助
成
の
方
法
を
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
搭
乗
運
賃
に
関
す
る

質
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

A　

下
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

但
馬
便
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
種

類
の
運
賃
が
用
意
さ
れ
て
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ
た
額
を
助
成
し

て
い
ま
す
。

　

備
考
欄
の
適
用
条
件
を
確
認
の

上
、最
適
な
種
別
を
利
用
く
だ
さ
い
。

A　

は
い
。但
馬
便
の
み
対
象
で
す
。

　

但
馬
便
で
あ
っ
て
も
、
下
表
に

記
載
さ
れ
て
い
な
い
種
類
の
運
賃

で
購
入
さ
れ
る
と
助
成
は
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、「
コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬

空
港
か
ら
行
く
東
京
2
・
3
日
間
」

と「
J
A
L
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
パ
ッ

ケ
ー
ジ
」は
助
成
対
象
で
す
。
往

復
航
空
券
と
宿
泊
が
セ
ッ
ト
で
、

大
変
お
得
で
す
。
ぜ
ひ
、
利
用
く

だ
さ
い
。

A　

申
請
を
受
け
付
け
て
か
ら
、

　
　

お
お
む
ね
1
カ
月
以
内
で
す
。

　

振
込
通
知
は
行
い
ま
せ
ん
が
、

問
い
合
わ
せ
い
た
だ
け
れ
ば
、
振

込
日
と
金
額
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
A　

市
内
の
旅
行
代
理
店
で
、事

前
助
成
で
購
入
し
た
航
空
券

は
、必
ず
そ
の
代
理
店
で
払

い
戻
し
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
重
要
!
】

　

事
前
助
成
で
購
入
し
た
航
空
券

の
払
い
戻
し
を
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
但

馬
空
港
や
大
阪（
伊
丹
）空
港
な
ど

で
行
う
と
、
後
日
、
助
成
金
を
返

還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
く
れ
ぐ

れ
も
注
意
く
だ
さ
い
。

　

平
成
22
年
4
月
1
日
か
ら
平
成

23
年
3
月
31
日
の
間
に
、
助
成
を

受
け
ず
に
但
馬
便
を
利
用
し
た
搭

乗
券
を
お
持
ち
の
方
は
、
早
め
に

助
成
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

特
に
、
現
在
、
市
外
在
住
の
方
、

ま
た
、
市
外
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
で
お

越
し
の
方
へ
の
周
知
に
協
力
く
だ

さ
い
。

　

不
明
な
点
は
、ど
し
ど
し
問
い

合
わ
せ
い
た
だ
き
、早
く
て
便
利
な

飛
行
機
を
、ぜ
ひ
、活
用
く
だ
さ
い
。

《
問
合
せ
》
都
市
整
備
課
交
通

  

政
策
係
☎
23
－
1
7
1
2

　

都
市
整
備
課
は
、新
庁
舎
建
設

に
伴
い
、城
南
町
仮
庁
舎
へ
移
転

し
て
い
ま
す
。助
成
の
申
請
は
、じ

ば
さ
ん
但
馬
向
か
い
の
豊
岡
健
康

福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※運賃および助成額は、予告なく変更することがありますので、利用前に確認ください。
※すべての券について、１枚420円の払戻手数料が必要です。また、取消手数料の表示がないものも、出発時刻以

降は2,000円（小児は1,000円）が必要ですので、注意ください。
※詳細はJALホームページ（http://www.jal.co.jp/）で確認ください。

コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港
利
用
ガ
イ
ド

～
よ
く
い
た
だ
く
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
！
～

Q　

但
馬
便
は
い
く
ら
で
利
用

　
　

で
き
る
の
?

お
忘
れ
な
く
!

！

Q　

助
成
は
但
馬
便
だ
け
?

Q　
払
い
戻
し
は
ど
こ
で
す
る
の
?

Q　
助
成
金
の
振
り
込
み
は
い
つ
?

大好評につき販売延長決定!!
「但馬空港から行く東京2・3日間」

コウノトリ但馬空港発着便　運賃および助成額一覧表【平成23年3月27日以降】

但馬⇔羽田
往復航空券+宿泊
1人20,500円～!
              ※助成後

（1泊3人1室〜）

10日前までに予約が
必要です。

運賃の種類 運賃（円） 助成額（円） 利用者負担額（円） 備考

大人普通 OW 12,400　   7,000　 5,400　 満12歳以上に適用

特便割引1
（予測残席数に応じた

　タイプ別の運賃）

F01A   8,900　   4,500　 4,400　 取消手数料300円

前日までの販売F01B   8,400　   4,200　 4,200　 取消手数料400円

F01C   7,900　   3,900　 4,000　 取消手数料500円

先得割引 SX   6,900　   3,000　 3,900　 取消手数料3,450円　28日前までの販売

身体障がい者割引 HF   7,950　   5,500　 2,450　 手帳の提示が必要

介護帰省割引 NF   9,300　   4,250　 5,050　 介護帰省パスの提示が必要

スカイメイト割引 SM   6,400〜   2,500〜 3,900　 年齢を証明する公的書類が必要

当日シルバー割引 GS   9,000〜   4,250　 4,750〜 年齢を証明する公的書類が必要

小児普通 CH   6,200　   3,500　 2,700　 満3歳以上12歳未満に適用

eビジネス6 CTJ 10,200〜   5,800　 4,400〜 JALオンラインによる予約限定

ビジネスきっぷ BK 10,800〜   5,800　 5,000〜 JALカード会員もしくはJALオンライン
による予約限定
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、、、

■
チ
ク
タ
ク
奥
山
っ
て
何
?

　
「
チ
ク
タ
ク
」と
は「
地
区
の
乗

合
タ
ク
シ
ー
」の
略
で
、
出
石
町

奥
山
・
和
屋
・
榎よ

の

見み

の
3
区
の
住

民
で
組
織
さ
れ
た「
チ
ク
タ
ク
奥

山
運
営
協
議
会
」が
運
行
し
て
い

ま
す
。

　

運
転
は
も
ち
ろ
ん
、
車
両
点
検

や
利
用
予
約
の
受
付
ま
で
、
協
議

会
の
メ
ン
バ
ー
が
直
接
行
っ
て
い

ま
す
。

■
導
入
の
経
緯

　

出
石
町
奥
山
に
は
、
も
と
も
と

路
線
バ
ス
が
運
行
し
て
い
ま
し
た

が
、
年
々
利
用
者
が
減
少
し
、
平

成
20
年
10
月
に
路
線
休
止
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
対
応
策
と
し
て
運
行

し
た
市
営
バ
ス「
イ
ナ
カ
ー
」で

も
、
利
用
状
況
の
改
善
は
見
ら
れ

ず
、
平
成
23
年
3
月
で
廃
止
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
平
成
22
年
度
か
ら
、

イ
ナ
カ
ー
廃
止
地
域
な
ど
交
通
不

便
地
域
で
の
移
動
手
段
の
確
保
を

目
的
に
地
域
主
体
の
公
共
交
通
支

援
制
度
を
設
け
た
と
こ
ろ
、
奥

山
区
か
ら「
バ
ス
が
無
く
な
れ
ば
、

車
を
持
た
な
い
住
民
の
生
活
を

守
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
る
。
制
度

を
活
用
し
た
い
」と

の
申
し
出
が
あ
り
、

昨
年
11
月
か
ら「
チ

ク
タ
ク
奥
山
」と
し

て
試
験
運
行
を
開

始
し
ま
し
た
。

■
運
行
状
況

　

市
営
バ
ス「
イ
ナ
カ
ー
」と
比
較

し
、
大
幅
に
利
用
者
が
増
え
て
い

ま
す（
下
表
参
照
）。

　

こ
れ
は
、
運
行
前
に
実
施
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
も
と
に
、

・
利
用
が
想
定
さ
れ
る
方
の
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
運
行
計
画
を
策
定

し
た
こ
と

・
上
限
運
賃
を
2
0
0
円
に
設
定

し
た
こ
と

・
車
両
の
小
型
化
で
ド
ア
ツ
ー
ド

ア（
自
宅
か
ら
所
用
先
）に
近
い

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
て
い
る

こ
と

な
ど
が
要
因
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
方
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
運
転
手
な
ど
を
す
る
こ

と
で
、
運
行
経
費
の
縮
減
も
図
ら

れ
て
い
ま
す
。

■
利
用
者
の
声

　
「
チ
ク
タ
ク
」の
利
用
者
か
ら
は

・
玄
関
先
で
乗
り
降
り
で
き
る
の

で
楽

・
運
転
手
の
方
が
非
常
に
親
切

・
家
族
や
知
人
に
気
兼
ね
す
る
こ

と
な
く
外
出
で
き
る

な
ど
の
声
が
あ
り
ま
す
。

■
事
業
の
評
価
と
今
後

　

市
で
は
、

・
地
域
の
高
齢
者
の
外
出
機
会
の

拡
大

・
利
用
者
の
満
足
度
の
向
上

・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
化

・
運
行
経
費
の
縮
減

な
ど
、
事
業
効
果
を
評
価
す
る
と

と
も
に
、
今
後
も
安
定
的
・
継
続

的
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
と
判
断
し
、
4
月

か
ら
本
格
運
行
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　

地
域
主
体
の
公
共
交
通「
チ
ク

タ
ク
」が
、
需
要
の
極
め
て
小
さ

い
地
域
で
新
た
な
公
共
交
通
の
担

い
手
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

地
域
主
体
の
公
共
交
通
支
援
事
業

  「
チ
ク
タ
ク
奥
山
」本
格
運
行
へ

              
～
地
域
の　

地
域
に
よ
る　

地
域
の
た
め
の　

公
共
交
通
～

（千円） （人 /日）経費　、 利用者数

▲（表）運行経費と利用者数の推移

　

今
年
4
月
1
日
か
ら
、
市
営
バ

ス「
イ
ナ
カ
ー
」の
運
行
計
画
を
見

直
し
、
一
部
路
線
で
は
運
行
ル
ー

ト
や
運
行
ダ
イ
ヤ
を
変
更
し
ま
す
。

　

な
お
、
出
石
町
の
奥
小
野
線
、

奥
山
線
、
お
よ
び
但
東
町
奥
赤
線

は
廃
止
し
ま
す
。

　

新
し
い
運
行
ル
ー
ト
や
ダ
イ
ヤ

表
は
車
内
で
配
布
し
て
い
ま
す
の

で
、
確
認
く
だ
さ
い
。

地域主体の公共交
通支援事業の仕組

《
問
合
せ
》
都
市
整
備
課
交
通
政
策
係
☎
23
－
1
7
1
2

イ
ナ
カ
ー
運
行
計
画
見
直
し
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そ
ば
、
カ
ニ
な
ど
の
新
鮮
な
魚

介
類
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
で

作
ら
れ
た
米
や
野
菜
…
。
豊
岡
に

は
、
市
外
の
方
に
自
慢
し
た
く
な

る
食
べ
物
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
あ
ら
た
め
て
豊
岡
の

「
食
」
を
見
つ
め
直
し
、
豊
岡
な

ら
で
は
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
あ
る
食

べ
物
を
再
発
見
し
、
そ
の
魅
力
に

磨
き
を
か
け
、
集
客
を
図
ろ
う
と

考
え
て
い
ま
す（
経
済
成
長
戦
略

の
中
で
、「
食
の
都
づ

く
り
」戦
略
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
位
置
付

け
て
い
ま
す
）。

　

豊
岡
の「
食
」を
も
っ
と
魅
力

的
に
し
て
い
く
た
め
に
は
、
直
接

「
食
」に
関
わ
る
人
だ
け
で
な
く
、

私
た
ち
市
民
一
人
一
人
が
、
食
べ

物
の
背
景
に
あ
る
歴
史
を
知
り
、

豊
岡
ら
し
い「
食
」を
愛
し
、
地
元

で
応
援
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。

　

市
が
力
を
入
れ
た
い
と
考
え
る

一
つ
が「
お
菓
子
」で
す
。
な
ぜ
お

菓
子
な
の
?
そ
れ
で
は
、
そ
の
根

拠
を
話
し
ま
し
ょ
う
。

　

日
本
の
お
菓
子
の
始
ま
り
は
、

大
福
餅
で
も
か
り
ん
と
う
で
も
、

も
ち
ろ
ん
ビ
ス
ケ
ッ
ト
で
も
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
で
も
な
く
、
橘

た
ち
ば
な

と
い

う
果
物
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
橘
を
常と

こ

世よ

の
国
か
ら
持
ち
帰
っ

た
の
が
、
但
馬
の
地
を
治
め
て
い

た
田た

道じ

間ま

守も
り

で
す
。
田
道
間
守
は
、

天あ
め
の
ひ
ぼ
こ

日
槍
の
孫
の
孫
に
あ
た
り
、
豊

岡
市
三
宅
の
中
嶋
神
社
の
ご
祭さ

い

神じ
ん

で
す
。

　

中
嶋
神
社
は「
お
菓
子
の
神

様
」を
奉

た
て
ま
つ

る
神
社
と
し
て
知
ら
れ
、

全
国
の
お
菓
子
業
者
が
参
拝
に
訪

れ
る「
お
菓
子
の
聖
地
」に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

本
市

は
、
お

菓
子
を

ブ
ラ
ン

ド
化
し

て
い
く

上
で
、

他
の
ま

ち
に
は
な
い
歴
史
と
価
値
を
有
し

て
い
る
の
で
す
。

　

お
菓
子
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
あ
た

り
、
ま
ず
、
市
民
の
皆
さ
ん
に「
豊

岡
の
お
菓
子
」を
知
っ
て
も
ら
い
、

も
っ
と
好
き
に
な
っ
て
も
ら
う
た

め
、
市
内
の
お
菓
子
屋
が
一
堂
に

会
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
こ
だ
わ
り
の

お
菓
子
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る

イ
ベ
ン
ト「
菓
子
祭
前
日
祭（
毎
年

4
月
の
第
3
日
曜
日
に
開
催
さ
れ

る
中
嶋
神
社
の
例
祭
の
前
日
）」を

予
定
し
て
い
ま
す
。
和
菓
子
も
洋

菓
子
も
パ
ン
も
集
ま
る
、
ま
さ
に

夢
の
1
日
で
す
。
市
内
に
あ
っ
て

も
、
普
段
な
か
な
か
行
く
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
あ
の
お
店
の
味
が
、

一
度
に
、
思
う
存
分
楽
し
め
ま
す
。

　

当
日
は
、
誰
も
が
知
っ
て
い
る

お
菓
子
の
ア
イ
ド
ル（
実
は
還
暦

を
越
え
て
い
る
）に
、
本
市
に
特

別
に
駆
け
付
け
て
も
ら
う
予
定
で

す
。
ヒ
ン
ト
は
、「
菓
子
祭
前
日

祭
」と
同
時
期
に
開
催
の「
た
ん
と

う
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ま
つ
り
」に
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、「
菓
子
祭
前
日
祭
」の
ポ

ス
タ
ー
に
は
、
本
市
出
身
の
美
術

作
家
、
K

け

い

こ

E
i
K
O
＊
萬ば

ん

桂け
い

さ
ん

が「
豊
岡
の
お
菓
子
」を
イ
メ
ー
ジ

し
、
デ
ザ
イ
ン
し
た
版
画
の
イ
ラ

ス
ト
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
今
後
、
お
菓
子
の
ほ

か
に
も
、
但
馬
牛
の
母
牛
な
ど
に

も
注
目
し
、
豊
岡
ら
し
い
ブ
ラ
ン

ド
化
を
図
り
、
魅
力
的
な「
食
」の

普
及
と
集
積
を
進
め
て
い
く
予
定

で
す
。

　

な
ぜ
但
馬
牛
の
母
牛
に
注
目
す

る
の
か
?
そ
れ
に
つ
い
て
は
次
号

で
話
し
ま
す
。

豊
岡
の
新
し
い「
食
」の
魅
力
を
探
る

　
　

①
お
菓
子

《
問
合
せ
》
経
済
課
☎
23
－
4
4
8
0

■菓子祭前日祭
▽日　時　４月16日（土）午前10時〜午後３時
▽場　所　宵田商店街（通称：カバンストリート）
▽内　容　豊岡のお菓子の販売・展示、野点、
　　　　　玄さんの登場など
　　　　　※参加する38店舗に関する情報は、
　　　　　　市ホームページをご覧ください。
▽問合せ　菓子祭前日祭実行委員会事務局（豊

岡商工会議所内）☎22-4456

豊
岡
は
お
菓
子
の
ル
ー
ツ
に

縁ゆ
か
り

の
あ
る
地

豊
岡
の
春
は
お
菓
子
で
幕
開
け



広報とよおか　2011.3.2519

第32回 兵庫神鍋高原マラソン全国大会の
参加者を募集します

兵庫神鍋高原マラソン全国大会のボランティアスタッフも募集!
　神鍋マラソンは「全国大会」という名前のとお
り、全国各地からランナーが集まります。走る
のは難しいけど…という方、スタッフとして大
会に参加してみませんか?笑顔でランナーを歓迎
し、素晴らしい思い出を持ち帰っていただける
はずです。具体的にやってみたいことがある方
は、提案ください。決まっていないという方は
事務局から役割分担させていただきます。夏の

屋外での活動になりますの
で健康には十分、留意の上、
参加ください。
◇募集期限　６月30日（木）
◇申込み・問合せ　兵庫神

鍋高原マラソン全国大会
事務局（スポーツ振興課
内）☎21-9023 

▲ボランティアスタッフによ
るマスのサービス

　今年も夏の一大イベント、神鍋マラソンを開催します。
　家族で楽しんでいただける多彩なイベントも予定しています。
　夏休み最後の日曜日を神鍋高原でお過ごしください。
　募集は４月１日（金）からで、先着5,000人の定員としていま
すので、早めに申し込みください。

《申込み・問合せ》兵庫神鍋高原マラソン全国大会事務局
　　　　　　 （スポーツ振興課内）☎21-9023　FAX24-4669

8月28日（日）号砲!

▲懸命なラストスパート

◇と　　き　８月28日（日）
◇と　こ　ろ　県立但馬ドーム（受付）

◇コ　ー　ス　神鍋
　高原周回コース
◇競技種目　5km

・10k m・ハー
フ マ ラ ソ ン ・
ファミリージョ
ギング（2km）
※個人の部以外

に 団 体 の 部
（１団体５人以上８人以下）を実施します。団
体の部はチーム全員が同じ種目を走り、上位
５人の合計タイムで競います（ファミリージョ
ギングを除く）。

　※スタート時間・ファミリー…午前８時20分
　　　　　　　　・ハーフ………午前８時30分
　　　　　　　　・５km  ………午前８時45分
　　　　　　　　・10km  ………午前８時55分
◇募集定員　上記4種目合計5,000人（先着順）
◇参加資格
・５km…小学生以上で、45分以内に完走できる方
・10km…中学生以上で、１時間20分以内に完走で
　　　　 きる方
・ハーフ…高校生以上で、２時間30分以内に完走
　　　　　できる方
　※ファミリージョギングには、年齢制限はあり

ません。ただし、小学生未満は保護者同伴で
参加ください。１家族２人以上５人以内。

◇参　加　料
・５km・10km・ハーフマラソン…3,500円（１人に

つき）
・ファミリージョギング…3,500円（１家族につき） ▲玄さん、はばタンもバンザ〜イ!!

　※定員に達した場合、受付終了後から申込期限
までの申込者には、支払われた参加料から返
金に要する手数料（500円）を差し引いた金額を、
申込期限終了後に普通為替または定額小為替
により返金します。

　※申込期限以後の申込みは無効となり、その際
に支払われた参加料は返金しませんので、必
ず期限内に申し込みください。

◇申込方法　所定の申込用紙に必要事項を記入の
上、参加料を添えてスポーツ振興課または郵便
局で申し込みください（申込用紙を希望の方は送
付させていただきます）。また、インターネット・
携帯電話からは次のアドレスに接続し、申し込
みください。

・大会エントリーサイト　http://runnet.jp/
　（別途、エントリー手数料200円が必要です）
◇申込期限
・郵便振替・現金書留　５月20日（金）当日消印有効
・インターネット　６月30日（木）
※ただし、5,000人の定員になり次第、受付を終了します。
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狂
犬
病
の
予
防
注
射
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

市
で
は
、狂
犬
病
予
防
法
で

犬
の
飼
い
主
へ
義
務
付
け
ら
れ

て
い
る
狂
犬
病
予
防
注
射（
集

合
注
射
）を
、下
表
の
と
お
り
実

施
し
ま
す
。

　

生
後
3
カ
月
以
上
の
犬
は
、

毎
年
1
度
、必
ず
狂
犬
病
予
防

注
射
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

《
問
合
せ
》生
活
環
境
課
環
境
衛

生
係
☎
23

－

5
3
0
4

飼
い
主
の
皆
さ
ん
へ

・
狂
犬
病
予
防
注
射
の
み
の
料
金

は
、3
2
0
0
円
で
す（
新
た
に

登
録
す
る
場
合
は
別
途
3
千
円

が
必
要
に
な
り
ま
す
）。

・
釣
り
銭
の
要
ら
な
い
よ
う
に
準

備
く
だ
さ
い
。

・
注
射
は
、
動
物
病
院
で
も
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
豊
岡
地
域
以
外
の
集
合
注
射
日

程
は
、
4
月

25
日
発
行
の

市
広
報
紙
で

お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

市
に
は
、「
鳴
き
声
が
う
る
さ

い
」「
ふ
ん
尿
で
汚
さ
れ
た
」な

ど
の
苦
情
や
相
談
が
寄
せ
ら
れ

ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
、
飼
い
主
の
気
配

り
と
責
任
あ
る
飼
育
で
改
善
で

き
ま
す
。
無
責
任
な
飼
育
は
、

近
隣
の
方
に
迷
惑
を
掛
け
る
ば

か
り
で
な
く
、
動
物
に
と
っ
て

も
不
幸
な
こ
と
で
す
。

　

犬
を
飼
育
す
る
方
は
、
責
任

を
持
っ
て
終
生
適
正
に
飼
育

し
、
犬
を
地
域
の
嫌
わ
れ
も
の

に
し
な
い
よ
う
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

●
注
意
事
項

・
犬
の
放
し
飼
い
は
、
や
め

ま
し
ょ
う
。
他
人
に
迷
惑
を

か
け
る
だ
け
で
な
く
、
犬
に

と
っ
て
も
交
通
事
故

な
ど
に
遭
う
危
険
性

が
あ
り
ま
す
。

・
散
歩
の
と
き
は
、
引
き
綱
を

着
け
て
、
犬
を
制
御
で
き
る

方
が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
犬
の
ふ
ん
は
、
持
ち
帰
り
ま

し
ょ
う
。

・
犬
に
無
駄
吠
え
を
さ
せ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

犬
の
し
つ
け
を

し
っ
か
り
し
ま
し
ょ
う

《　　豊　　岡　　地　　域　　》
日　程 場　　所 時　間

４月19日（火）

日撫会館   ９：00〜  9：10

梶原会館   9：20〜  9：30

隣保館（上庄境）   9：40〜  9：50

三江地区公民館 10：00〜10：10

祥雲寺会館 10：20〜10：30

奥野公民館 10：45〜10：55

三宅公民館 11：10〜11：20

香住公民館 11：30〜11：40

長谷公民館 11：50〜12：00

上鉢山会館 13：00〜13：10

木内会館 13：20〜13：30

中谷会館 13：40〜13：50

百合地会館 14：00〜14：10

江本会館 14：20〜14：30

今森会館 14：40〜14：50

伏会館 15：00〜15：10

下加陽会館 15：20〜15：30

中郷公民館 15：40〜15：50

4月20日（水）

口鶴井公民館   9：00〜  9：10

野上会館   9：20〜  9：30

森公民館   9：40〜  9：50

一日市会館 10：00〜10：10

下陰さくら公園 10：20〜10：30

日　程 場　　所 時　間

4月20日（水）

下陰会館 10：40〜10：50

中陰会館 11：00〜11：10

高屋公会堂 11：20〜11：30

戸牧公民館 11：40〜11：50

江野公会堂 13：00〜13：10

森津公民館 13：20〜13：30

栃江地区入口広場 13：40〜13：50

口岩井公民館 14：00〜14：10

宮井公民館 14：20〜14：30

奈佐地区公民館 14：40〜14：50

内町会館 15：00〜15：10

辻会館 15：20〜15：30

4月21日（木）

上佐野会館   9：00〜  9：10

上町会館   9：20〜  9：30

妙楽寺区会館   9：40〜  9：50

弥栄区会館 10：00〜10：10

塩津区会館 10：20〜10：30

大磯神社 10：40〜10：50

図書館本館 11：00〜11：10

西本会館 11：20〜11：30

小田井会館 11：40〜11：50

県総合庁舎前 12：00〜12：10

瀬戸公民館 13：30〜13：40

津居山公民館 13：50〜14：00

気比公民館 14：10〜14：20

畑上堂前広場 14：30〜14：40

三原会館 14：50〜15：00

※今年度から集合注射の会場を一部統合してい
ますので、都合の良い会場で注射を受けてく
ださい。
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孤食（こしょく）とは・・・1人だけで食事をすること
１人だけで食事をしていませんか?

欠食（けっしょく）とは・・・食事を取らないこと
１日のスタート!朝食を抜いていませんか?

個食（こしょく）とは・・・家族それぞれが違うものを食べること
家族がそろっていても、個々に自分が食べたいものを食べていませんか?

固食（こしょく）とは・・・いつも決まったものばかり食べること
気が付くといつも同じものばかり食べていませんか?

健康川柳

長寿の　母の食事が　いい手本
健一  

※２０１０とよおか健康川柳応募作品から

毎週火曜日は
歩キングデー

コーちゃん オーちゃん
豊岡市マスコット 豊岡市マスコット

　市では、豊岡市健康行動計画｢とよおか健康ぷらん２１｣で朝ごはんの大切さを挙げ、｢家族そろっ
て朝ごはんを食べるようにしよう｣を目標の１つとしています。
　そのため、市内の４・５歳児と保護者を対象に、家族(子どもと保護者)で一緒に作る｢かんたん朝
ごはんレシピ｣を募集し､ コンテストを開催しました。
　コンテストの優秀作品と食育コラムをお伝えしてきましたが、今回は最終回です。

《問合せ》健康増進課☎24－1127

食で健康づくりを応援⑥（最終回）

食育コラム 現在の子どもたちの食生活は「ニワトリ症候群」？

【食育】を考える
食育とは…生きる力を育むこと

ニワトリ症候群とは・・・子どもの間に広まっている孤食・欠食・個食・固食という４つの食習慣を総称する。
                                  以上の頭文字をつなぎあわせるとコケコッコ♪（孤・欠・個・固）となる。

朝ごはんレシピコンテスト優秀作品

皆さんの家族の食事は、「ニワトリ症候群」になっていないでしょうか?
～１日に１食は家族そろって同じ食事をするように心掛けましょう～

家族で同じ食事を取って会話を楽しみましょう

１日３食きっちり食事をしましょう

家族そろって食事をしましょう

食事バランスを考えて、いろいろな食材を選びましょう

チェックしてみよう

作り方
①　生シイタケはうす切りにする。ウインナーは食べやすい大きさに切る。
②　鍋に油をひき、ミックスベジタブルと大豆ドライパックを炒め、カレー

調味料（カレー粉使用の場合は、塩・こしょうを加えたもの）を加える。
③　水と鶏がらスープの素を加え、沸騰したら①を加えて、約5分煮る。
④　ごはんを器に入れ、③をかける。

カレースープごはん
材料（4人分）
・ウインナー　　　　　4本
・ミックスベジタブル　100g
・大豆ドライパック　　50g
・生シイタケ　　　　　4枚
・油　　　　　　　　　小さじ2
・カレー調味料　　　　3g
・水　　　　　　　　　600ml
・鶏がらスープの素　　5g
・ごはん　　　　　　　茶碗4杯

作り方
①　フードプロセッサーにAを入れて、混ぜる。クッキングシートの上で形

を整えて、180℃に予熱したオーブンで10分程度焼く。
②　お好みの具を切る。（ウインナー・ピーマン・キノコなど）
③　生地が焼けたらケチャップ、お好みの具、チーズ、マヨネーズをのせ、

180℃で7分程度焼く。

おからライスピザ
材料（4人分）
　　おから　　　　　　200g
　　ごはん　　　　　　100g
Ａ　豆乳（牛乳）　　　　50ml
　　卵　　　　　　　　1個
　　塩・こしょう　　　少々
・チーズ　　　　　　　適量
・ケチャップ　　　　　適量
・マヨネーズ　　　　　適量
・お好みの具　　　　　適量

｛
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、高
齢
の
方
や
そ
の
家
族
が
抱

え
る
悩
み
や
心
配
ご
と
な
ど
の
相
談
を
受
け
、保
健
師
・
看
護
師
、主

任
介
護
支
援
専
門
員
、社
会
福
祉
士
な
ど
が
、相
互
に
連
携
し
な
が
ら

「
チ
ー
ム
」と
し
て
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
取
組
み
を
2
カ
月
に
1
回
、シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》高
年
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
24
－
2
4
0
9

 
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
⑤

〜
い
き
い
き
高
齢
期
は
介
護
予
防
か
ら
〜【
最
終
回
】

　

い
つ
ま
で
も
生
き
生
き
と
自
分

ら
し
く
自
立
し
た
生
活
を
送
る
た

め
に
は
、
年
を
重
ね
て
も
介
護
が

必
要
な
状
態
に

な
ら
ず
、
健
康

を
維
持
・
改
善

し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
す
。

　
「
最
近
足
腰
が
弱
く
な
っ
た
。よ

く
つ
ま
ず
く
よ
う
に
な
っ
た
」と

い
う
方
は
運
動
教
室
へ
、「
固
い
物

が
食
べ
に
く
い
。お
茶
や
汁
物
が

む
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
」と
い
う

方
は
口
腔
教
室
へ
、「
体
重
が
こ
の

半
年
間
で
2
〜
3
キ
ロ
グ
ラ
ム
以

上
減
っ
た
」と
い
う
方
は
栄
養
教

室
へ
の
参
加
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

か
ら
だ
元
気
塾
は
、こ
の
よ
う
に

日
々
の
生
活
の
中
で
、ち
ょ
っ
と

し
た
か
ら
だ
の
変
化
が
気
に
な
る

65
歳
以
上
の
方
を
対
象
と
し
た
介

護
予
防
事
業
で
す
。

　

例
え
ば
、「
足
腰
を
強
く
し
て

友
人
と
旅
行
に
行
く
」と
い
う
自

身
の
具
体
的
な
目
標
を
持
っ
て
参

加
し
、
こ
れ
か
ら
も
元
気
に
仕
事

を
し
た
り
、
地

域
の
集
ま
り
に

参
加
し
た
り
で

き
る
心
身
機
能

の
維
持
・
向
上

を
目
指
し
て
、

各
種
教
室
を
活

用
く
だ
さ
い
。

か
ら
だ
元
気
塾
に
は「
運
動
・
口こ

う

腔く
う・

栄
養
」の

3
種
類
の
教
室
が
あ
り
ま
す
!

平成22年度「からだ元気塾」に参加してこんな効果がありました!

　
「
運
動
か
ら
だ
元
気
塾
」は
見
学

が
で
き
ま
す
。
見
学
を
希
望
の
方

は
、
事
前
に
各
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

電
話
番
号
は
、
1
月
25
日
発
行
の

市
広
報
紙
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
各
教
室
参
加
の

支
援
を
し
て
い
ま
す

・やせ型のため体重を増やしたかっ
たが、参加したことで体重が増え
て、動くのが楽になった。

・栄養のバランスを考えて食事をす
るようになった。

　（終了時参加者の声から）

運動からだ元気塾参加者の実感

口腔からだ元気塾参加者　反復唾液嚥
えん

下
げ

テスト実施結果

栄養からだ元気塾の結果

　運動の習慣化や足腰の機能の改善が
見られているほか、これに伴って気持
ちの面や活動範囲の拡大などの効果が
認められています。

　唾液を３回飲み込むためにどれだけ
時間を要するかを確認しています。飲
み込みに時間がかかるほど飲み込み機
能が低下し、食べ物が誤って気管に
入ってしまう可能性が高くなります。
参加者は飲み込み機能の改善が認めら
れました。

※嚥下…口の中のものを飲み下すこと。
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国
民
年
金
は
、国
内
在
住
の
20

歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
方
が
加
入
す

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、学
生
で

あ
っ
て
も
20
歳
以
上
で
あ
れ
ば
加

入
し
て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。し
か
し
、保
険
料
の
納

付
が
困
難
な
学
生
の
方
に
は
、在

学
期
間
中
の
保
険
料
納
付
を
猶
予

す
る「
学
生
納
付
特
例
制
度
」が
あ

り
ま
す
。

▽
対
象　

制
度
対
象
校
に
在
学
す

る
20
歳
以
上
の
学
生
で
、前
年

所
得
が
1
1
8
万
円
以
下（
扶

養
家
族
が
あ
る
場
合
は
、そ
の

人
数
に
応
じ
て
加
算
）の
方

▽
承
認
期
間　

平
成
23
年
4
月
〜

平
成
24
年
3
月

※
平
成
22
年
4
月
〜
平
成
23
年
3

月
の
期
間
の
承
認
を
希
望
の
方

は
、5
月
2
日（
月
）ま
で
に
申

請
く
だ
さ
い
。

▽
申
請
に
必
要
な
も
の

・
在
学
証
明
書
ま
た
は
、

学
生
証（
両
面
）の
写

し
、年
金
手
帳
、印
鑑

※
前
年
度
か
ら
引
き
続
き
制
度
を

利
用
す
る
方
で
、平
成
23
年
度

の
学
生
納
付
特
例
申
請
書（
は

が
き
形
式
）が
日
本
年
金
機
構

か
ら
届
い
た
方
は
、必
要
事
項

を
記
入
し
、4
月
中
に
ポ
ス
ト

へ
投
函
く
だ
さ
い
。

　

平
成
23
年
度
の
保
険
料（
定
額
）

は
、月
額
1
万
5
0
2
0
円
に
な

り
ま
す
。こ
の
改
定
に
伴
い
前
納

保
険
料
も
変
わ
り
ま
す
。

　

年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り

時
間
延
長
し
ま
す
。

　

お
越
し
の
際
に
は
、年
金
手
帳

な
ど
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も

の
を
持
参
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、代
理
者
の
と
き
は
、委
任

状
と
代
理
者
の
身
分
証
明
書
を
準

備
く
だ
さ
い
。

●
4
月
9
日（
土
）は

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

●
4
月
4
日
・
11
日
・
18
日
・
25

日
の
毎
週
月
曜
日
は

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

●
電
話
で
の
問
合
せ

　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
0
5
7
0
－
05
－
1
1
6
5

　

Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ

　

☎
03
－
6
7
0
0
－
1
1
6
5

●
年
金
個
人
情
報
サ
ー
ビ
ス

　

日
本
年
金
機
構

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.nenkin.go.jp/

《
問
合
せ
》

▽
日
本
年
金
機
構　

豊
岡
年
金

事
務
所
☎
22
－
0
9
4
8

▽
市
民
課
市
民
係

　

☎
21
－
9
0
1
5
ま
た
は
各

総
合
支
所
市
民
福
祉
課

豊
岡
年
金
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

年
金
相
談
窓
口
を
時
間
延
長

▽
保
険
料
の
納
付

●
現
金
支
払
の
場
合

　

日
本
年
金
機

構
か
ら
送
付
さ

れ
た
納
付
書
で

納
め
て
く
だ
さ

い
。

　

納
付
書
は
、
各
月
の
ほ
か
に
上

期
・
下
期
・
1
年
前
納
分
が
入
っ

て
い
ま
す
の
で
、
金
融
機
関
、
郵

便
局
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
で
納
付
く
だ
さ
い
。

※
納
付
書
を
紛
失
し
た
と
き
は
、

豊
岡
年
金
事
務
所
に
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
ク
レ
ジ
ッ
ト
納
付
の
場
合

　

豊
岡
年
金
事
務
所
に
、基

礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も
の
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、印
鑑

を
持
参
く
だ
さ
い
。

●
口
座
振
替
の
場
合

　

金
融
機
関
ま
た
は
豊
岡
年

金
事
務
所
に
、基
礎
年
金
番

号
の
分
か

る
も
の
、通

帳
、届
出
印

を
持
参
く

だ
さ
い
。

学
生
納
付
特
例
申
請
を

希
望
す
る
方
へ

平
成
23
年
度

国
民
年
金
保
険
料
が
決
定

<保険料表>
納付方法 １カ月分 ６カ月分 １年分

現金支払
（月々） 15,020円 90,120円 180,240円

現金支払
（前納）
クレジット
（前納）

【割引額】

一カ月
前納は

ありません
89,390円
【730円】

177,040円
【3,200円】

口座振替
（前納）

【割引額】
14,970円
【50円】

89,100円
【1,020円】

※176,460円
【3,780円】

※平成23年度の１年前納受付は終了しました。

<平成23年度の納付期限>
納付月 納付期限 納付月 納付期限
４月分 ５月31日 10月分 11月30日
５月分 ６月30日 11月分 平成24年１月４日
６月分 ８月１日 12月分 平成24年１月31日
７月分 ８月31日 １月分 平成24年２月29日
８月分 ９月30日 ２月分 平成24年４月２日
９月分 10月31日 ３月分 平成24年５月１日
・口座振替の方は、納付期限が振替日となります。
・当月末振替による早割り納付は、納付月の末日が
振替日となります。

●
申
請
免
除
の
保
険
料

　

改
正
に
伴
い
一
部
免
除
の
保
険

料
も
変
わ
り
ま
す
。

・
申
請
免
除
に
は
、手
続
き
後
、所

得
の
審
査
等
要
件
が
あ
り
ま
す
。

<免除区分ごとの保険料>
区分 種類 納める保険料

全額免除 全額免除 0円

一部免除

４分の３
免除 3,760円

半額免除 7,510円

４分の１
免除 11,270円



【
2
月
】

20
日　

と
よ
お
か
環
境
・
防
災

フ
ォ
ー
ラ
ム

21
日　

城
崎
地
域
豪
雪
災
害
警
戒

　
　
　

本
部
廃
止
〔（
22
日
…
竹

野
・
但
東
地
域
、
28
日
…

日
高
地
域
・
豊
岡
市（
本

庁
）廃
止
〕

22
日　
「
一
人
ひ
と
り
を
包
摂
す

る
社
会
」特
命
チ
ー
ム
会

議（
東
京
都
・
総
理
官
邸
）

で
、
市
税
務
課
の
取
組
み

発
表

23
日　

中
国
浙せ

っ

江こ
う

省し
ょ
う

庵あ
ん

東と
ん

鎮ち
ん

研
修

団
来
訪（
〜
24
日
）

24
日　

豊
岡
市
エ
コ
ハ
ウ
ス
暮
ら

し
の
講
座

25
日
・
市
議
会
開
会（
〜
3
月
24

日
）

　
　

・
今
年
初
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
の

産
卵
確
認

【
3
月
】

11
日　

緊
急
消
防
援
助
隊
第
1
次

隊
派
遣（
14
日
…
同
第
2

次
隊
、
給
水
部
隊
派
遣
）

12
日　

新
型
特
急
車
両「
こ
う
の

と
り
」「
き
の
さ
き
」運
転

開
始

13
日　

と
よ
お
か
集
落
元
気
回
復

サ
ミ
ッ
ト

〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

　

市
で
は
、
人
口
減
少
や
高
齢
化

の
進
展
な
ど
に
よ
る
集
落
機
能
の

低
下
に
対
応
す
る
た
め
、
集
落
の

自
主
的
な
取
組
み
を
支
援
し
、
集

落
の
維
持
お
よ
び
活
性
化
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　

3
月
13
日
、
地
域
の
特
性
を
生

か
し
た
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を

推
進
す
る
契
機
と
す
る
た
め
、
市

民
ら
約
1
2
0
人
が
参
加
し
て

「
と
よ
お
か
集
落
元
気
回
復
サ
ミ

ッ
ト
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
集
落
の
活
動
発
表
の

後
、
地
域
再
生
研
究
セ
ン
タ
ー
の

井
原
友
建
さ
ん
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
務
め
、
活
動
発
表
者
と
中

貝
市
長
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
な
り
、

集
落
の
地
域
力
を
高
め
る
た
め
、

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
こ
れ
ま
で
知

ら
な
か
っ
た
集
落
の
活
動
は
参
考
に

な
り
ま
し
た
」「
チ
ク
タ
ク
の
取
組
み

に
関
心
が
あ
り
ま
す
」と
活
動
に

対
す
る
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

集
落
の
課
題
は
多
く
あ
り
ま
す

が
、そ
の
地
域
の
方
が
元
気
で
前
向

き
で
あ
る
こ
と
が
地
域
の
魅
力
を

高
め
る
も
の
と
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

【
活
動
発
表
】

○
田た

結い

集
落

　
「
わ
か
め
ま
つ
り
」と「
コ
ウ
ノ

ト
リ
舞
う
湿
地
」の
里
づ
く
り

○
竹
野
町
三
原
集
落

　

あ
き
ら
め
な
い
で
未
来
を
開
く

─「
い
き
が
い
づ
く
り
」「
ふ
れ
あ

い
づ
く
り
」の
里
─

○
日
高
町
小こ

河が
わ

江え

集
落

　

都
市
住
民
と
の
交
流
に
よ
る

「
ふ
る
さ
と
む
ら
小
河
江
」の
推
進

○
出
石
町
奥
山
、和わ

屋や

、榎よ
の

見み

集
落

　

乗
合
タ
ク
シ
ー「
チ
ク
タ
ク
奥

山
」を
集
落
住
民
で
運
営

　

市
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
心
身

と
も
に
健
や
か
に
成
長
で
き
る
よ

う
幼
児
期
に
お
け
る
運
動
遊
び
事

業
を
推
進
・
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

す
で
に
3
歳
児
を
対
象
と
し

た
豊
岡
市
親
子
運
動
遊
び
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
て
い
ま
す

が
、
こ
の
ほ
ど
、
乳
幼
児
を
対

象
と
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作

成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
3

月
か
ら
7
カ
月
児
健
康
診
査
時
に

配
布
し
て
い
ま
す
。
各
子
育
て
セ

ン
タ
ー
に
も
置
い
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〜
子
ど
も
の
体
・
脳
・
心
を
育
む
親
子
の“
お
散
歩
”〜

豊
岡
市
親
子
運
動
遊
び
パ
ン
フ
レ
ッ
ト（
乳
幼
児
版
）発
行

「
と
よ
お
か
集
落
元
気
回
復
サ
ミ
ッ
ト
」を
開
催

〜
持
続
可
能
な
集
落
づ
く
り
の
た
め
に
地
域
力
を
高
め
る
〜

▲３月14日、緊急消防援助隊第２次隊
出発式 ▲乳幼児版パンフレット

　

市
で
は
、
3
月
11
日
午
後
に
起

き
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
の

被
災
地
に
向
け
て
、
同
日
夜
、
緊

急
消
防
援
助
隊
第
1
次
隊
を
派
遣

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
12
日
に
は
、
市
が
保
有

す
る
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
1
0
0
枚

を
送
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
14
日
早
朝
に
は
、
消

防
第
2
次
隊
と
水
道
給
水
部
隊
が

東
北
に
向
か
っ
て
出
発
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
被
災
地
支
援
検
討
会

議
を
開
催
し
、
今
後
、
事
態
の
推

移
に
合
わ
せ
て
、
必
要
な
人
員
派

遣
と
物
資
の
提
供
を
行
う
こ
と
を

決
定
し
、
市
役
所
本
庁
・
総
合
支

所
な
ど
に
募
金
箱
を
設
置
し
、
義

援
金
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
の
被
災
地
を
支
援

▲意見交換を行う活動発表者ら
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数
年
前
。
予
算
査
定
中
に
、
突

然
、
市
民
生
活
部
長
と
税
務
課
職

員
が
入
っ
て
き
ま
し
た
。「
市
長
、

1
分
だ
け
時
間
を
く
だ
さ
い
」

  

部
長
は
封
筒
か
ら
何
や
ら
取
り

出
し
、
ト
ン
と
私
の
目
の
前
に
置

き
ま
し
た
。「
1
千
万
円
あ
り
ま

す
」「
ど
、
ど
う
し
た
の
、
こ
れ

?
」「
差
し
押
さ
え
て
い
た
土
地

が
、
売
れ
ま
し
た
」「
お
お
!
」

  

査
定
室
に
い
た
全
員
が
一
斉
に

声
を
上
げ
ま
し
た
。

  

財
政
課
長
は
、
と
見
る
と
、
ほ

こ
ろ
ん
だ
顔
で「
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
!
」と
ぴ
ょ
こ
ん
と
頭

を
下
げ
て
い
ま
す
。

　
「
市
長
の
喜
ぶ
顔
が
見
た
い
と

思
い
、
持
っ
て
き
ま
し
た
」

　

差
押
え
と
い
う
の
は
嫌
が
ら
れ

る
仕
事
で
す
。
そ
れ
で
も
職
員
た

ち
は
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
し
か
も
、

財
源
不
足
に
悩
ん
で
い
る
私
を
喜

ば
せ
よ
う
と
、
わ
ざ
わ
ざ
現
金
を

見
せ
に
や
っ
て
来
た
職
員
た
ち
。

う
れ
し
い
出
来
事
で
し
た
。

　

税
の
徴
収
は
、
さ
ら
に
進
化
を

遂
げ
て
い
ま
す
。
滞
納
者
の
中
に

は
多
重
債
務
に
苦
し
ん
で
い
る
方

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
聞
き
出
し
、

生
活
相
談
員
に
つ
な
ぎ
、
さ
ら
に

司
法
書
士
な
ど
と
連
携
し
て
過
払

い
利
息
を
サ
ラ
金
か
ら
取
り
戻

す
。
本
人
に
代
わ
っ
て
市
が
サ
ラ

金
相
手
に
裁
判
を
起
こ
し
た
例
も

あ
り
ま
す
。
こ
の
3
年
間
で
取
り

戻
し
た
額
は
4
億
3
千
万
円
。
そ

の
う
ち
市
税
に
充
当
し
た
額
は

1
億
9
百
万
円
。
残
り
は
本
人
の

手
に
。
滞
納
者
の
生
活
も
変
わ
り

ま
し
た
。

　

こ
の
取
組
み
は
2
月
21
日
、

N
H
K
の「
あ
さ
イ
チ
」で
放
送
さ

れ
、
大
き
な
反
響
を
呼
び
ま
し
た
。

さ
ら
に
翌
22
日
に
は
、
担
当
係
長

が
首
相
官
邸
に
招
か
れ
、
政
府
関

係
者
に
発
表
を
す
る
と
い
う
事
態

に
も
な
り
ま
し
た
。

　

以
前
、
市
は
税
の
滞
納
処
理
が

ず
さ
ん
だ
と
強
い
批
判
を
受
け
ま

し
た
。
当
時
、
県
の
財
務
事
務
所

長
の
研
修
を
何
度
も
受
け
さ
せ
、

県
税
務
課
に
職
員
の
研
修
派
遣
を

し
、
さ
ら
に
職
員
の
自
己
研
鑽

も
あ
っ
て
、
こ
こ
ま
で
き
ま
し
た
。

や
れ
ば
で
き
る
、

で
す
よ
ね
?

１
千
万
円
の
札
束
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2
月
25
日
、
百ゆ

合る

地じ

の
人
工
巣

塔
で
、
今
年
初
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
の

産
卵
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
巣
塔
に
は
、
平
成
18
年
に

放
鳥
さ
れ
た
10
歳
の
雄
と
12
歳
の

雌
の
ペ
ア
が
今
年
も
営
巣
し
て
い

ま
す
。
2
月
に
入
り
繁
殖
行
動
が

頻
繁
に
見
ら
れ
、
交
代
で
卵
を
抱

く
よ
う
な
姿
勢
を
と
っ
て
い
た
た

め
、
県
立
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園

の
職
員
が
高
所
作
業
車
で
観
察
し
、

6
個
の
卵
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ペ
ア
は
、
平
成
19
年
に
、

自
然
界
で
46
年
ぶ
り
と
な
る
ヒ
ナ

を
巣
立
た
せ
た
の
を
は
じ
め
、
こ

れ
ま
で
7
羽
の
ヒ
ナ
を
巣
立
た
せ

て
い
ま
す
。
今
年
で
5
年
連
続
の

産
卵
と
な
り
、
順
調
に
い
け
ば
3

月
下
旬
に
か
け
て
、
ヒ
ナ
が
誕
生

す
る
見
込
み
で
す
。

　

県
と
市
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
食

と
農
の
研
究
所（
神
戸
市
）を
事
業

実
施
機
関
と
し
、
中
国
浙
江
省
の

農
村
環
境
改
善
に
つ
な
げ
る
国
際

貢
献
事
業
を
、
Ｊジ

ャ

イ

カ

Ｉ
Ｃ
Ａ（
独
立

行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
）の
支

援
に
よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

浙
江
省
で
は
、
20
世
紀
半
ば
ま

で
多
く
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
越
冬
し

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
都
市
開

発
な
ど
に
よ
り
現
在
、
渡
り
が
途

絶
え
て
お
り
、
こ
う
し
た
事
業
を

通
じ
て
の
環
境
改
善
を
期
待
し
て

い
ま
す
。
昨
年
8
月
に
は
中
国
で

の
現
状
調
査
を
実
施
し
、
こ
の
た

び
2
月
23
・
24
日
に
中
国
研
修
団

を
本
市
に
受
け
入
れ
ま
し
た
。

　

研
修
団
は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む

農
法
の
概
要
や
市
の
環
境
教
育
の

取
組
み
を
学
ん
だ
後
、「
環
境
教
育

グ
ル
ー
プ
」と「
農
業
グ
ル
ー
プ
」

に
分
か
れ
、
現
地
視
察
と
関
係
者

と
の
意
見
交
換
を
行
い
、
今
後
の

方
向
性
を
検
討
し
ま
し
た
。

　

今
夏
に
は
、
本
市
の
農
業
者
と

教
職
員
が
浙
江
省
庵
東
鎮
を
訪
問

し
て
現
地
の
農
業
者
と
技
術
交
流

を
行
い
、「
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
」

の
精
神
を
持
っ
た
農
業
リ
ー
ダ
ー

の
育
成
を
進
め
る
と
と
も
に
、
小

〜
春
の
季
節
便
り　

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
ヒ
ナ
の
誕
生
を
楽
し
み
に
〜

祝　

今
年
初
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
産
卵
！

〜
中
国
浙
江
省
と
の
交
流
〜

コ
ウ
ノ
ト
リ
を
介
し
た
国
際
協
力
！

▲巣の中で卵を守る雌のコウノトリ

学
校
で
環
境
学
習
を
展
開
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
今
後
も
交
流
を
深
め
、

知
識
・
技
術
の
提
供
を
継
続
し
な

が
ら
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
介
し
た
国

際
貢
献
を
進
め
ま
す
。

▲農業者との意見交換風景
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第
６
回
古
着
ゆ
か
た
の
リ
フ
ォ
ー
ム
展

や
さ
し
く
粋
な
日
本
文
化
を

�

大
切
に
し
た
い

城 崎城 崎

子
ど
も
の
野
生
復
帰
大
作
戦・キ
ッ
ズ
ワ
イ
ル
ド

２
０
１
０「
み
そ
汁
パ
ー
テ
ィ
ー
を
し
よ
う
」

み
ん
な
で
楽
し
く
ク
ッ
キ
ン
グ

竹 野竹 野

北
中
新
1
年
生
交
流
会

友
達
た
く
さ
ん
で
き
る
か
な

新
た
な
出
会
い
に
ド
キ
ド
キ
！

豊 岡豊 岡

▲城崎温泉に宿泊する大学生も来場し、浴衣のリフォー
ム作品を鑑賞

　

2
月
27
日
、
豊
岡
北
中
学
校
体
育
館
で「
北
中
新

1
年
生
交
流
会
」が
開
催
さ
れ
、
児
童
約
1
7
0
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
4
月
か
ら
北
中
に
進

学
す
る
五
荘
・
田
鶴
野
・
豊
岡
・
奈
佐
小
学
校
6
年
の

児
童
と
各
校
P
T
A
役
員
ら
で
組
織
し
た
実
行
委
員

会
主
催
で
、
児
童
が
中
学
校
生
活
に
円
滑
に
移
行
で

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
入
学
前
に
交
流
す
る
機
会

を
つ
く
ろ
う
と
、
今
年
初
め
て
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　

交
流
会
で
は
、
各
校
代
表
が
学
校
自
慢
や
伝
統
行

事
な
ど
を
紹
介
し
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
や
学
校
見
学
な

ど
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
田
鶴
野
小
6
年
の
大
槻

美み

紅く

さ
ん
は「
自
分
か
ら
話
し
か
け
る
の
は
難
し
か

っ
た
け
ど
楽
し
か
っ
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

2
月
24
日
か
ら
3
月
24
日
ま
で
、
城
崎
文
芸
館
で

古
着
ゆ
か
た
の
リ
フ
ォ
ー
ム
展（
城
崎
文
化
フ
ェ
ス

タ
実
行
委
員
会
主
催
）が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

「
ゆ
か
た
の
似
合
う
ま
ち
城
崎
温
泉
」の
一
環
と
し
て
、

平
成
17
年
か
ら
毎
年
冬
季
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

会
場
に
は
、洋
服
、灯あ

か

り
、花
、ス
ト
ラ
ッ
プ
な
ど
に

変
身
し
た
お
し
ゃ
れ
な
品
が
並
び
、
来
場
者
か
ら
は

「
す
て
き
」「
き
れ
い
」と
言
う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
長
の
井
本
裕ひ

ろ

人と

さ
ん
は
、「
応
募
者
に
は

リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
く
、
地
域
に
根
ざ
し
た
事
業
に
な

っ
て
い
る
こ
と
が
う
れ
し
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
こ

ぢ
ん
ま
り
な
が
ら
も
質
の
高
い
作
品
展
に
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

2
月
27
日
、
子
ど
も
の
野
生
復
帰
大
作
戦
・
キ
ッ

ズ
ワ
イ
ル
ド
2
0
1
0「
み
そ
汁
パ
ー
テ
ィ
ー
を
し

よ
う
」を
竹
野
南
地
区
公
民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
活
動
で
は
、
収
穫
し
た
大
豆
を
使
い
、
み

そ
を
作
っ
た
り
、
大
豆
を
使
っ
た
ク
ッ
キ
ン
グ
で
家

族
を
も
て
な
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
ご
は
ん
担
当
、
豆
乳

み
そ
汁
担
当
、
お
か
ら
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
担
当
、
サ
ラ

ダ
担
当
の
4
班
に
分
か
れ
、
ス
タ
ッ
フ
に
教
え
て
も

ら
い
な
が
ら
家
族
の
た
め
に
、
真
剣
に
料
理
を
し
て

い
ま
し
た
。

　

活
動
後
は
、
参
加
者
、
家
族
と
も
ど
も
、
満
足
げ

な
表
情
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

▲ドッジボールの合間に手作りの名刺を交換する児童たち

▲大豆を使い、料理する子どもたち
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第
38
回
但
東
地
域
子
ど
も
会
卓
球
大
会

小
さ
な
対テ

ー

ブ

ル

戦
台
に

子
ど
も
も
大
人
も
盛
り
上
が
っ
た
！

但 東但 東

日 高日 高

まちの情報などがありましたら、秘書広
報課広報・交流係まで連絡ください。

▲ゲレンデに｢玄さん｣登場！来場者らと一緒にスノー
ボードを楽しんだ

　

2
月
28
日
、神
鍋
高
原
ア
ッ
プ
か
ん
な
べ
ス
キ
ー
場
の

中
央
ゲ
レ
ン
デ（
日
高
町
栗
栖
野
）で
ス
キ
ー
場
ま
つ
り

（
栗
栖
野
観
光
株
式
会
社
主
催
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
日
ご
ろ
の
ス
キ
ー
場
利
用
に

感
謝
の
気
持
ち
を
表
そ
う
と
、
毎
年
2
月
の
最
終
月

曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、
暖
冬
の
影
響
で
4

年
ぶ
り
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
1
日
リ
フ
ト
券（
小
学
生
以
上
）が
千

円
で
提
供
さ
れ
、
来
場
者
に
は
、
つ
き
た
て
の
餅
も

振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を
楽
し
ん
だ

碓う
す

井い

華か

帆ほ

さ
ん（
京
都
府
福
知
山
市
・
小
6
）は「
滑

り
や
す
か
っ
た
。
お
餅
も
軟
ら
か
く
て
お
い
し
か
っ

た
」と
満
足
そ
う
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲出場チームが減少する中、体育館は熱気に包まれた

　

2
月
27
日
、
但
東
中
央
体
育
館（
但
東
町
出
合
）で

但
東
地
域
子
ど
も
会
卓
球
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
会
7
チ
ー
ム
で
の
リ
ー
グ
戦
・
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
戦
で
は
、
各
チ
ー
ム
の
低
学
年
か
ら
高
学

年
ま
で
が
小
さ
な
玉
を
必
死
で
追
い
、
中
に
は
、
息

詰
ま
る
攻
防
を
繰
り
広
げ
た
対
戦
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
15
組
が
参
加
し
た
親
子
ダ
ブ
ル
ス
戦
で
は
、

親
と
子
ど
も
が
互
い
に
叱し

っ

咤た

激
励
?
す
る
姿
が
、
会

場
を
大
い
に
沸
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

坂
野
子
ど
も
会
の
山
本
大だ

い

智ち

君（
資
母
小
6
年
）

は「
小
学
生
最
後
の
大
会
で
優
勝
で
き
て
う
れ
し
い
。

み
ん
な
良
く
頑
張
っ
た
し
、
チ
ー
ム
の
団
結
力
も
ば

っ
ち
り
だ
っ
た
」と
優
勝
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

ひ
な
ま
つ
り
会

親
子
で
楽
し
く
ひ
な
ま
つ
り

出 石出 石
　

3
月
2
日
、
出
石
子
育
て
セ
ン
タ
ー
で
ひ
な
ま
つ

り
会
が
開
催
さ
れ
、
38
組
の
親
子
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
子
育
て
セ
ン
タ
ー
に
通
う
お
母
さ
ん
た

ち
で
作
る
ハ
ン
ド
ベ
ル
グ
ル
ー
プ
の
演
奏
を
聴
い
た

り
、
折
り
紙
で
男
び
な
・
女
び
な
を
折
っ
た
り
し
て

楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
、
自
分
た
ち
で
作
っ
た
い
な

り
ず
し
を
お
い
し
そ
う
に
ほ
お
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ハ
ン
ド
ベ
ル
グ
ル
ー
プ
代
表
の
廣
瀬
ゆ
か
り
さ
ん

（
出
石
町
寺
坂
）は「
な
か
な
か
そ
ろ
っ
て
練
習
で
き

ず
、
音
を
合
わ
せ
る
の
に
苦
労
し
ま
し
た
。
た
だ
、

苦
労
し
た
分
、
こ
う
し
た
場
で
披
露
し
、
成
功
し
た

と
き
は
充
実
感
で
い
っ
ぱ
い
で
す
」と
話
し
て
い
ま

し
た
。

▲折り紙で男びな・女びなを折る参加者

ア
ッ
プ
か
ん
な
べ
中
央
ゲ
レ
ン
デ「
ス
キ
ー
場
ま
つ
り
」

４
年
ぶ
り
に「
感
謝
を
込
め
て
！
」
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神
鍋
山
の
麓
。
と
ど
ま
る
こ
と

な
く
湧
き
出
し
流
れ
続
け
る
名
水

「
十
戸
の
清
水
」。
そ
の
自
然
か
ら

の
恩
恵
を
受
け
一
面
に
緑
の
葉
を

広
げ
る
ワ
サ
ビ
田
。3
0
0
年
の

長
き
に
わ
た
り
受
け
継
が
れ
、
つ

な
が
っ
て
き
た
歴
史
と
伝
統
が
そ

こ
に
あ
り
ま
し
た
。

3
0
0
年
の
歴
史
と
伝
統
を

受
け
継
ぐ

　
「
生
き
も
の
は
皆
何
か
と
つ
な

が
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
当
た
り
前

の
こ
と
を
当
た
り
前
に
感
じ
さ
せ

て
く
れ
る
、
そ
れ
が
農
業
で
す
」

と
話
す
の
は
、3
0
0
年
近
く
続

く「
北
村
わ
さ
び
」の
5
代
目
、
北

村
宜
弘
さ
ん
。

　

幼
い
こ
ろ
か
ら
ワ
サ
ビ
田
を
遊

び
場
に
し
て
育
っ
た
北
村
さ
ん
。

今
で
こ
そ
家
業
に
プ
ラ
イ
ド
を
持

ち
、
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す

が
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
に
は
い
ろ

い
ろ
な
葛
藤
が
あ
り
ま
し
た
。

　

大
学
進
学
の
た
め
都
会
へ
出
た

北
村
さ
ん
は
、
国
会
議
員
秘
書
や

当
時
、
最
先
端
の
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業

で
営
業
を
経
験
し
ま
し
た
。
さ
ま

ざ
ま
な
刺
激
を
受
け
、
外
か
ら
客

観
的
に
豊
岡
を
見
る
こ
と
が
で
き

た
北
村
さ
ん
は「
田
舎
で
は
当
た

り
前
の
こ
と
が
都
会
で
は
素
晴
ら

し
い
こ
と
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
」と
目
を
輝
か
せ
ま
す
。

今
の
自
分
が
あ
る
の
は
家
族

の
お
か
げ

　

24
歳
で
ワ
サ
ビ
田
に
戻
っ
て
き

た
北
村
さ
ん
。
農
業
の
厳
し
さ
は

分
か
っ
て
い
た
つ
も
り
で
し
た
が
、

ワ
サ
ビ
田
の
小
石
に
生
え
た
コ
ケ

を
黙
々
と
む
し
る
ば
か
り
の
毎
日

に
何
も
見
い
だ
せ
ず
、
神
戸
へ
脱

出
。「
何
も
言
わ
ず
好
き
に
さ
せ

て
く
れ
た
両
親
に
感
謝
し
て
い
ま

す
」と
北
村
さ
ん
は
笑
い
ま
す
。

　

覚
悟
を
決
め
て
再
度
ワ
サ
ビ
田

に
戻
り
家
業
を
継
い
だ
の
は
28
歳

の
と
き
で
し
た
。
ワ
サ
ビ
を
広
く

知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
そ
し
て
自

分
自
身
と
向
き
合
う
た
め
に
、
ま

ず
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
り
ま
し
た
。

　

水
が
支
配
す
る
作
物
で
あ
る
ワ

サ
ビ
。
33
ア
ー
ル
の
田
に
流
れ
込

む
十
戸
の
清
水
は
常
に
12
〜
13
度

に
保
た
れ
、
ワ
サ
ビ
は
そ
の
水
の

ミ
ネ
ラ
ル
と
酸
素
で
育
ち
ま
す
。

　

野
菜
の
種
の
大
半
が
輸
入
に
頼

り
工
業
化
し
て
い
る
中
で
、

「
北
村
わ
さ
び
」は
50
年

も
前
か
ら
種
を
取
り
続
け
、

苗
も
1
0
0
パ
ー
セ
ン
ト

自
給
し
て
い
ま
す
。
種
取

り
か
ら
収
穫
ま
で
約
3
年
。

試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な

が
ら
、
非
効
率
な
農
業
を

続
け
て
い
ま
す
。「
手
間
を
掛
け

る
こ
と
に
よ
り
、
そ
こ
か
ら
感
じ
、

学
ぶ
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

そ
れ
が
自
分
の
可
能
性
に
つ
な
が

る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
今
、
時
代

は
何
を
求
め
、
何
に
幸
せ
を
感
じ

て
い
る
の
か
を
見
極
め
、
食
べ
る

こ
と
で
心
が
満
た
さ
れ
る
、
そ
ん

な
ワ
サ
ビ
を
作
り
た
い
と
思
い
ま

す
。現
在
、在
来
品
種
の
存
続
や
発

掘
に
向
け
た
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
歴
史
や
文
化
、
風
土
に
根

ざ
し
、
先
人
の
努
力
の
結
晶
で
あ

る
種
を
守
り
育
て
た
い
で
す
」と

北
村
さ
ん
は
意
気
込
み
ま
す
。

守
る
こ
と
は
伝
え
る
こ
と

　

そ
し
て
北
村
さ
ん
は「
湧
水
を

感
じ
、農
に
触
れ
、風
味
と
一
緒
に

農
業
の
内
側
に
あ
る
価
値
を
伝
え
、

互
い
に
学
び
合
え
る
空
間（
場
）を

作
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。人
も

種
も
水
も
長
い
つ
な
が
り
の
一
部

で
あ
る
こ
と
を
伝
え
つ
な
い
で
い

き
た
い
で
す
」と
夢
を
語
り
ま
し
た
。

　

3
0
0
年
近
く
続
く
ワ
サ
ビ
農
家
を
受
け
継
ぎ
、そ
の
味

と
香
り
で
人
々
に
感
動
と
幸
せ
を
与
え
る
元
気
な
男
性
を

紹
介
し
ま
す
。

北
村
宜よ

し

弘ひ
ろ

さ
ん（
35
歳
）日
高
町
十じ

ゅ
う

戸ご

１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
目
指
し

あ
え
て
非
効
率
な
農
業
に
こ
だ
わ
る
元
気
人

▲子どもと遊ぶ時間がリフ
レッシュタイム。充実の
ホームページは必見
http://kitamura-wasabi.com/

コーちゃん・オーちゃんの

「見つけた！豊岡元気人」

ワサビの花　４月がピーク

ワサビ田で笑顔の北村さん。田には神鍋の
溶岩を砕いた石が敷かれ、ワサビはその石
に根を張るよく育った鮮やかでみずみずしいワサビ
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山
々
に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か
な

清
滝
幼
稚
園
で
は
、
年
間
を
通
じ

て
、
清
滝
・
西
気
両
保
育
園
と
の

交
流
を
盛
ん
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

2
月
28
日
、
4
月
か
ら
入
園
予

定
の
子
ど
も
た
ち
を
招
い
て「
お

迎
え
会
」が
行
わ
れ
ま
し
た
の
で
、

そ
の
様
子
を
の
ぞ
い
て
み
ま
し
た
。

心
を
込
め
て
お
出
迎
え
!

　
「
お
迎
え
す
る
気
持
ち
を
大
切

に
…
」と
先
生
の
話
を
聞
い
た
園

児
た
ち
は
、
少
し
緊
張
し
な
が
ら

「
ゲ
ス
ト
」の
到
着
を
待
ち
ま
す
。

　

ゲ
ス
ト
が
来
る
と
、
園
児
た
ち

は
元
気
い
っ
ぱ
い
に
お
出
迎
え
!

か
っ
ぱ
や
上
着
を

預
か
っ
て
ハ

ン
ガ
ー
に
掛

け
て
あ
げ
た

り
、
上
靴
を

履
か
せ
て
あ

げ
た
り
…
。
今
日
一
日
は
、
み
ん

な
、
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
で
す
。

こ
ん
な
こ
と
が
出
来
る
よ
!

　
「
お
迎
え

会
」が
始
ま

る
と
、
園
児

た
ち
は
、
幼

稚
園
に
通

っ
て
か
ら
学

ん
だ
こ
と
を
、

力
い
っ
ぱ
い

披
露
し
ま
し

た
。

　

ボ
ー
ル
を

つ
い
た
り
、

縄
跳
び
や
側

転
を
し
た
り

…
。
い
つ
も

以
上
の
出
来

栄
え（
?
）に
、

園
舎
の
中
は

笑
顔
と
拍
手

で
い
っ
ぱ
い

に
な
っ
て
い

ま
し
た
。

こ
ん
な
と
こ
ろ
だ
よ
!

　

一
緒
に
ダ
ン
ス
を
し
た
後
、
園

児
た
ち
は
園
舎
の
中
を
案
内
し
ま

し
た
。

　
「
こ
こ
は
、

帳
面
を
置
く

と
こ
ろ
!
」、

「
正
し
い
絵

本
の
入
れ
方
は

こ
う
だ
よ
」、「
こ

れ
が
、
お
道
具
箱

の
中
身
!
」な
ど

…
。
こ
れ
で
4
月

以
降
も
安
心
で
す
。

心
を
込
め
た
贈
り
物

　

会
の
最
後
に
、
園
児
た
ち
は

手
作
り
の
か
ば
ん
を
一
人
一
人
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
!「
あ

り
が
と
う
」と
言

わ
れ
る
と
、
少
し

照
れ
く
さ
そ
う

に「
ど
う
い
た
し

ま
し
て
」と
答
え
て
い
ま
し
た
。

　

ゲ
ス
ト
が
帰

る
と
、少
し
ホ
ッ

ト
し
た
園
児
た

ち
。4
月
か
ら
は

自
分
た
ち
も
小

学
1
年
生
で
す
。お
兄
さ
ん
、お
姉

さ
ん
、
し
っ
か
り
が
ん
ば
っ
て
ね
。

明
る
く
爽
や
か
に
仲
間
同
士
の
触
れ
合
い
を

『
ス
ポ
ー
ツ
ダ
ン
ス･

さ
く
ら
会
』（
豊
岡
）

　

ま
だ
寒
い
冬
の
体
育
館
の
中
。

で
も
、
そ
こ
に
は
春
の
花
が
咲
い

た
よ
う
な
明
る
く
元
気
な
ダ
ン
ス

の
練
習
風
景
が
あ
り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
ダ
ン
ス
･
さ
く
ら
会

は
、
現
在
、
20
人
が
所
属
す
る
社

交
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
で
す
。
毎

週
火
曜
日
午
前
10
時
か
ら
２
時
間
、

県
立
但
馬
文
教
府（
冬
季
は
日
高

文
化
体
育
館
）で
、
楽
し
く
練
習

に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

　

会
の
設
立
は「
同
じ
や
る
な
ら

基
礎
か
ら
し
っ
か
り
と
」と
、
ほ

ぼ
初
心
者
の
6
人
が
、
プ
ロ
の
ダ

ン
サ
ー
に
指
導
を
依
頼
し
て
平
成

18
年
5
月
に
結
成
し
ま
し
た
。
代

表
を
務
め
る
松
本
敏と

し

克か
つ

さ
ん
は

「
素
敵
な
音
楽
を
聞
い
て
体
と
頭

を
使
う
。
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
も
図
れ

若
返
り
ま
す
」と
笑
い
ま
す
。

　

国
内
の
社
交
ダ
ン
ス
は
、
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
タ
イ
ル
が
主

流
で
、
ワ
ル
ツ
・
タ
ン
ゴ
な
ど
の

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
、
ル
ン
バ
･
サ

ン
バ
･
チ
ャ
チ
ャ
な
ど
の
ラ
テ
ン

ア
メ
リ
カ
ン
の
計
10
種
類
あ
り
ま

す
。
練
習
で
は
、
全
種
類
の
ダ
ン

ス
に
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
発
表
の
場
と
し

て
毎
年
、
シ
ル
バ
ー
ダ
ン
ス
の
つ

ど
い
に
参
加
し
た
り
、
同
会
主
催

の
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー〔
4
月
10

日（
日
）午
後
1
時
30
分
か
ら
日
高

文
化
体
育
館
で
開
催
。参
加
自
由
〕

を
開
催
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
「
皆
さ
ん
、ダ
ン
ス
も
音
楽
も
大

好
き
で
、
と
て
も
活
気
が
あ
り
元

気
で
す
」と
話
す
の
は
指
導
者
の

福
林
愛え

美み

子こ

さ
ん
と
林　

真
太
郎

さ
ん
。松
本
さ
ん
は「
若
い
方
に
社

交
ダ
ン
ス
の
楽
し
さ
を
伝
え
て
入

会
し
て
も
ら
い
、
会
を
継
続
さ
せ

た
い
」と
意
気
込
ん
で
い
ま
し
た
。

　

入
会
希
望
は
、
松
本
さ
ん
ま
で
。

☎
0
9
0
－
1
6
7
2
－
5
3
8
8

清
滝
幼
稚
園
（
日
高
）

〈
園
児
14
人
〉

●
幼稚園

編

広
報
マ
ン
が
や
っ
て
き
た
！

広
報
マ
ン
が
や
っ
て
き
た
！

⑮

▲シルバーダンスのつどいに向け猛練習
する会のメンバー
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ト
ラ
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ル
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豊
岡
に
、世
界
の
バ
イ
ク
レ
ー
ス

で
大
活
躍
し
て
い
る
メ
ー
カ
ー
が

あ
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　

株
式
会
社
ビ
ト
ー
ア
ー
ル
ア
ン

ド
デ
ィ
ー
は
、
柔
軟
な
発
想
と
高

い
技
術
力
で
、
軽
量
、
緻ち

密み
つ

、
高

精
度
で
優
れ
た
二
輪
ホ
イ
ー
ル

（
車
輪
）を
製
造
し
、
世
界
の
バ
イ

ク
チ
ー
ム
に
供
給
し
て
い
ま
す
。

　

中
で
も「
マ
グ
タ
ン
」と
呼
ば
れ

る
ホ
イ
ー
ル
は
代
表
的
で
す
。

　

こ
れ
は
、
加
工
が
難
し
い
マ
グ

ネ
シ
ウ
ム
金
属
を
鍛た

ん

造ぞ
う（

叩
い
て

圧
力
を
加
え
る
金
属
加
工
法
）し

て
作
る
ホ
イ
ー
ル
で
、
平
成
11
年

に「
鍛
造
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
ホ
イ
ー

ル
」と
し
て
製
品
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

1
0
0
0
分
の
1
秒
を
争
う
レ

ー
ス
の
世
界
で
は
、
妥
協
は
許
さ

れ
ま
せ
ん
。
ア
ル
ミ
ホ
イ
ー
ル
と

違
い
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
ホ
イ
ー
ル

は
限
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
使
わ
れ
る

高
性
能
製
品
で
、
軽
量
性
、
高
剛

性
、
精
密
性
に
優
れ
て
お
り
、
特

に「
マ
グ
タ
ン
」は
、
そ
の
最
高
峰

に
位
置
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
最
先
端
技
術
を
結
集
し

作
ら
れ
る「
マ
グ
タ
ン
」は
、
夢
の

ホ
イ
ー
ル
と
し
て
、
今
も
進
化
を

続
け
て
い
ま
す
。
世
界
一
の
レ
ー

シ
ン
グ
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー（
レ
ー
ス

用
の
バ
イ
ク
部
品
製
造
業
者
）を

目
指
し
、
タ
イ
ム
と
レ
ー
サ
ー
の

研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
感
覚
に
合
う
パ

ー
ツ
を
開
発
す
る
た
め
、
厳
し
く

臨
む
そ
の
姿
勢
は
、
他
社
を
圧
倒

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、ホ
イ
ー
ル
を
含
め
バ
イ

ク
部
品
全
般
も
製
造
し
て
お
り
、
自

社
製
品

を
取
り

付
け
た

自
社
ブ

ラ
ン
ド

の
バ
イ

ク
（
コ

ン
プ
リ

ー
ト
マ

シ
ン
）も
手
掛
け
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご  

覧
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w

w
.jb-pow

er.co.jp/ ▲ビトーアールアンドディー社のコン
プリートマシン

　

ま
た
、「
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
」に
掲

載
さ
れ
た
住
所
や
学
校
名
、
顔
写

真
な
ど
の
個
人
情
報
が
、
第
三
者

に
流
れ
、
子
ど
も
た
ち
が
被
害
に

遭
う
危
険
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

保
護
者
は
、
利
用
上
の
マ
ナ
ー

や
ル
ー
ル
に
つ
い
て
、
日
ご
ろ
か

ら
子
ど
も
と
よ
く
話
し
合
い
、
利

用
状
況
に
つ
い
て
も
把
握
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

市
民
啓
発
講
座 

く
ら
し
の
笑
百
科

を
開
催
し
ま
し
た
！

　

2
月
18
日
、
豊
岡
地
区
公
民
館

（
立
野
町
）で
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、コ
ン
ト
や
腹
話
術
を

通
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
消
費
者

問
題
を
、弁
護
士
の
木
下
靖や

す

章あ
き

さ
ん

が
専
門
的
に
説
明
。参
加
者
か
ら

も
、日
ご
ろ
か
ら
疑
問
に
思
っ
て
い

る
事
の
質
問

が
た
く
さ
ん

あ
り
、難
し
い

法
律
を
分
か

り
や
す
く
学

ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

携
帯
電
話
の
加
入
契
約
数
が

1
億
2
千
万
台
を
超
え
、
国
民
1

人
に
1
台
、携
帯
電
話
を

持
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

　

最
近
で
は
、通
話
や
メ

ー
ル
サ
ー
ビ
ス
な
ど
基
本
的
な
機

能
だ
け
で
な
く
、
カ
メ
ラ
機
能
や

ゲ
ー
ム
、音
楽
プ
レ
ー
ヤ
、Gジ

ー

Pピ
ー

Sエ
ス

（
現
在
地
を
測
定
す
る
シ
ス
テ
ム
）

な
ど
、
機
能
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

ま
た
、
小
型
パ
ソ
コ
ン
の
よ
う

な
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
も
普
及
し
て

お
り
、
ま
す
ま
す
高
度
化
・
多
様

化
し
た
携
帯
電
話
は
、
使
い
方
し

だ
い
で
思
わ
ぬ
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
な

が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

契
約
内
容
を
十
分
理
解
せ
ず
に

携
帯
電
話
の
サ
ー
ビ
ス
契
約
を
す

る
と
、
後
で
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
こ

と
が
多
い
た
め
、
販
売
店
に
は
契

約
前
に
、
基
本
的
な
契
約
内
容
を

利
用
者
に
説
明
す
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

携
帯
電
話
の
カ
メ
ラ
で
撮
影
し

た
画
像
は
、
デ
ー
タ
量
が
大
き
い

た
め
、
画
像
を
メ
ー
ル
で
送
受
信

す
る
と
、
高
額
の
パ
ケ
ッ
ト
料
金

（
通
信
料
）が
発
生
し
ま
す
。

　

ま
た
、
無
料
で
楽
曲
の
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
や
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
で
も
、

パ
ケ
ッ
ト
料
金
が
掛
か
り
ま
す
。

　

高
額
な
パ
ケ
ッ
ト
料
金
を
発
生

さ
せ
な
い
た
め
に
、
携
帯
電
話
各

社
が
提
供
し
て
い
る
パ
ケ
ッ
ト
料

金
の
定
額
プ
ラ
ン
に
加
入
し
て
お

く
と
安
心
で
す
。

　
「
同
じ
電
話
会
社
で
機
種
変
更

を
行
っ
た
ら
家
で
の
通
話
が
不
可

能
に
な
っ
た
」と
相
談
を
受
け
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

携
帯
電
話
会
社
や

機
種
に
よ
り
、
利
用
可
能
エ
リ
ア

（
地
域
）が
異
な
る
こ
と
が
あ
る
た

め
、
必
ず
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

子
ど
も
に
携
帯
電
話
を
持
た
せ

る
保
護
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

保
護
者
は
、
G
P
S
機
能
な
ど

で
子
ど
も
の
い
る
位
置
を
確
認
で

き
る
な
ど
便
利
な
反
面
、
子
ど
も

は
、
携
帯
電
話
が
な
い
と
不
安
に

な
る「
ケ
ー
タ
イ
依
存
症
」に
陥
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

︽
豊
岡
市
く
ら
し
の
相
談
室
︾

▽
相
談
受
付　

月
〜
金
曜
日（
祝

日
、
年
末
年
始
は
除
く
）

　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

▽
相
談
場
所　

生
活
環
境
課
内

▽
電
話
相
談　

☎
21
－
9
0
0
1

　

市
内
に
は
、魅
力
的
な
企
業
や
会
社
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。そ
の
中

で
、本
市
に
拠
点
を
置
き
、技
術
的
な
面
で
先
駆
け
的
な
事
業
開
発
、事

業
展
開
を
行
っ
て
い
る
企
業
や
会
社
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》経
済
課
エ
コ
バ
レ
ー
推
進
係
☎
23

－

4
4
8
0

　

市
内
に
は
、魅
力
的
な
企
業
や
会
社
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。そ
の
中

ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
た
め
に

こ
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
！
⑤

株
式
会
社
ビ
ト
ー
ア
ー
ル
ア
ン
ド
デ
ィ
ー

企業紹介

契
約
内
容
は
し
っ
か
り
確
認

利
用
可
能
エ
リ
ア
の
確
認

子
ど
も
の
携
帯
電
話
の
利
用

高
額
な
パ
ケ
ッ
ト
料
金
に
注
意

▲くらしの笑百科の様子
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金
谷
）

　

廃
食
油
を
利
用
し
た
エ
コ
せ
っ

け
ん
づ
く
り
な
ど
リ
サ
イ
ク
ル
運

動
の
推
進
、
地
元
の
食
材
を
生
か

し
た
料
理
講
習
会
に
よ
る
地
産
地

消
の
普
及
、
消
費
者
問
題
学
習
会

へ
の
参
加
・
実
施
な
ど
に
取
り
組

み
、
住
み
よ
い
地
域
環
境
の
形
成

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

▽
コ
ー
プ
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン「
さ

　

く
ら
ん
ぼ
」（
加
広
町
）

　

一
人
暮
ら
し
や
家
族
で
会
話
の

少
な
い
高
齢
者
に
、
情
報
交
流
等

居
場
所
づ
く
り
、
仲
間
づ
く
り
に

努
め
る
な
ど
、
こ

こ
ろ
豊
か
な
地
域

づ
く
り
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

　
（
2
月
12
〜
15
日
、
秋
田
県
鹿

角
市
）

■
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
少

年
女
子

▽
西
村
衿え

り

香か（
豊
岡
総
合
高
1
年
）

■
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
少

年
男
子

▽
浅
田
惇じ

ゅ
ん

基き（
豊
岡
総
合
高
3
年
）

　

国
民
体
育
大
会
で
は
、
皆
さ
ん

健
闘
し
ま
し
た
。

▽
中
井
基も

と

樹き（
城
崎
町
結
）

▽
丸
岡　

勲（
中
郷
）

▽
水
口
和
美（
日
高
町
水
口
）

▽
吉
岡
秀ひ

で

一か
ず（

竹
野
町
松
本
）

▽
水
嶋
芳よ

し

一か
ず（

日
高
町
伊
府
）

▽
安
岡
慶
子（
日
高
町
山
宮
）

　

1
月
22
日
深
夜
、
日
高
町
の
国

道
で
、
捜
索
願
の
出
て
い
た
女
性

を
保
護
し
、
警
察
に
無
事
引
き
継

ぎ
、
人
命
救
助
に
尽
く
さ
れ
ま
し

た
。

▽
川
﨑
昇
治（
出
石
町
町
分
）

　

長
年
、
中
学
生
に
槍や

り

振
り
を
指

導
し
、「
槍
振
り
を
通
じ
て
、
地
域

に
誇
り
を
感
じ
る
人
を
つ
く
る
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
活
動
を
続
け
、
伝

統
文
化
の
継
承
、
青
少
年
の
健
全

育
成
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

▽
竹
野
消
費
者
の
会（
竹
野
町
阿

■
功
労
章

▽
西
垣
豪
太
郎（
泉
町
）

▽
山
根
昌ま

さ

勝か
つ（

竹
野
町
下
塚
）

■
永
年
勤
続
功
労
章

▽
太
田
克
己（
香
住
）

▽
椿
野
仁ひ

と

司し（
城
崎
町
湯
島
）

▽
吉
田
和
夫（
竹
野
町
大
森
）

■
功
績
章

▽
松
嶋
義
則（
出
石
町
上
野
）

▽
山
本
邦
雄（
竹
野
町
芦
谷
）

■
精
績
章

▽
岡
村
和
信（
日
高
町
上
郷
）

▽
角か

く

谷た
に

敏
則（
城
崎
町
湯
島
）

▽
坂
岡
孝
弘（
但
東
町
中
山
）

▽
中
嶋
勝
己（
出
石
町
町
分
）

▽
松
本
裕
之（
野
上
）

■
勤
続
章

▽
石
田
一
幸（
但
東
町
久
畑
）

▽
大
野
伸
治（
竹
野
町
森
本
）

▽
小
田
博
之（
竹
野
町
河
内
）

▽
児
島　

均（
城
崎
町
桃
島
）

▽
斎
藤
与よ

志し

三み（
中
央
町
）

▽
砂
田
敬
三（
中
央
町
）

▽
達
冨
秀し

ゅ
う

一い
ち（

竹
野
町
河
内
）

　

あ
き
ち
ゃ
ん
の
笑
顔
が
心
を
ポ
カ

ポ
カ
に
し
て
く
れ
る
よ
！
あ
り
が
と

う
！

（
父 

隆
廣
・
母 

梨
紗
、但
東
町
矢
根
）

　

い
つ
も
笑
顔
い
っ
ぱ
い
幸
せ

い
っ
ぱ
い
あ
り
が
と
う
♡
こ
れ
か

ら
も
す
く
す
く
元
気
に
育
っ
て
ね
。

（
父 

洋
一
・
母 

ゆ
う
子
、庄
境
）

松田唯
ゆい

愛
な

ちゃん
（平成22年1月7日生）

北村成
あき

慶
ちか

ちゃん
（平成20年12月31日生）

　

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
♡
救
急

車
、消
防
車
が
大
好
き
な
こ
う
ち
ゃ

ん
♡
元
気
な
子
に
育
っ
て
ね
。

（
父 

康
秀
・
母 

良
枝
、出
石
町
川
原
）

岸田康
こう

輔
すけ

ちゃん
（平成21年1月9日生）

　本コーナーに出演いただくお子さんを募集
します。対象は市内在住で2歳までの乳幼児。
お子さんの写真の裏に氏名（ふりがな）、性別、
生年月日、保護者の氏名、住所、電話番号と
コメント（40字以内）を添えて、秘書広報課
「すくすく日記係」へお送りください。

　

あ
な
た
が
笑
顔
だ
と
、パ
パ
と
マ

マ
は
う
れ
し
い
。い
つ
ま
で
も
素
敵

な
笑
顔
の
聖
ち
ゃ
ん
で
い
て
ね
。  

（
父 

信
男
・
母 

理
子
、正
法
寺
）

小椋　聖
せい

ちゃん
（平成22年1月7日生）

　

い
つ
も
笑
顔
を
あ
り
が
と
う
。わ

が
家
の
か
す
が
い
で
す
。

（
父 

正
人
・
母 

久
美
子
、河
谷
）

松岡　春
はる

ちゃん
（平成22年4月7日生）

（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

消
防
庁
長
官
表
彰

平
成
22
年
度
近
畿
体
育
指
導
委
員

協
議
会
功
労
者
表
彰

第
63
回
日
本
消
防
協
会
長
表
彰  

第
66
回
国
民
体
育
大
会
冬
季
大
会

「
あ
き
た
鹿か

角づ
の

国
体
」

ス
キ
ー
競
技
会
に
出
場
し
ま
し
た

兵
庫
県
の
じ
ぎ
く
賞

兵
庫
県
こ
う
の
と
り
賞

兵
庫
県
く
す
の
き
賞



●豊 岡 市 役 所
　☎23−1111
●城崎総合支所
　☎32−0001
●竹野総合支所
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●日高総合支所
　☎42−1111
●出石総合支所
　☎52−3111
●但東総合支所
　☎54−1000
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催　

し

ウ
ェ
ル
ス
ト
ー
ク
豊
岡

　
「
体
力
測
定
・
運
動
相
談
」

〜
春
は
、「
体
力
」と「
か
ら
だ
」を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
自
分
に
合
っ
た

運
動
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
〜

▽
開
催
日（
平
成
23
年
度
上
半
期
）

　

4
月
11
日（
月
）、5
月
10
日（
火
）、

6
月
15
日（
水
）、7
月
15
日（
金
）、

8
月
20
日（
土
）、9
月
11
日（
日
）

▽
開
催
時
間

・
平
日
…
午
前
10
時
〜
午
後
8
時

・
土
・
日
曜
日
…
午
前
10
時
〜
午

後
7
時

▽
場
所　

ウ
ェ
ル
ス
ト
ー
ク
豊
岡

健
康
チ
ェッ
ク
ル
ー
ム（
立
野
町
）

▽
対
象　

20
歳
以
上
の
市
民

▽
内
容　

・
体
力
測
定
…
4
種
目
の
簡
単
体

力
測
定
で
、
現
在
の
体
力
を
評

価
し
ま
す
。

・
ボ
デ
ィ
ス
キ
ャ
ン（
体
組
成
測

定
）…
14
種
類
の
測
定
項
目（
基

礎
代
謝
量
、
体
脂
肪
率
、
内
臓

脂
肪
指
数
、
骨
量
な
ど
）で
体

の
隅
々
ま
で
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

・
運
動
ア
ド
バ
イ
ス
…
専
門
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
個
別
の
運
動

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
案
し
ま
す
。

▽
定
員　

各
50
人（
先
着
順
）

▽
申
込
方
法　

事
前
に
電
話
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い（
ボ
デ
ィ
ス
キ

ャ
ン
の
み
の
体
験
は
、予
約
不
要
）。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

ウ
ェ
ル
ス

ト
ー
ク
豊
岡
総
合
受
付
窓
口

　

☎
24
－
0
5
8
2

平
成
23
年
度
豊
岡
市
日
高
消
防
団

消
防
初
出
式

第
9
回
城
崎
温
泉
流
し
び
な

第
8
回
桜
づ
つ
み
観か

ん

桜お
う

会え

▽
日
時　
4
月
17
日（
日
）午
前
9
時
〜

▽
場
所　

日
高
総
合
支
所
前
駐
車

場（
日
高
町
祢に

ょ
う布

）

▽
内
容　

表
彰
式
、
分
列
行
進
、

一
斉
放
水

※
4
月
16
日（
土
）午
前
8
時
〜
17

日（
日
）正
午
ま
で
、
日
高
総
合

支
所
前
駐
車
場
は
使
用
で
き
ま

せ
ん
。
17
日（
日
）午
前
10
時
〜

正
午
ま
で
、
総
合
支
所
前
の
市

道
を
車
両
通
行
止
め
に
し
ま
す
。

迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

日
高
総
合
支
所
地
域

振
興
課
☎
42
－
1
1
1
1

　

国
府
桜
づ
つ
み
公
園
管
理
会
に

よ
る
観
桜
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　

4
月
10
日（
日
）午
前
11

時
〜
午
後
2
時（
雨
な
ど
で
終

了
時
間
が
早
ま
る
場
合
あ
り
）

▽
場
所　

国
府
ふ
れ
あ
い
公
園

（
日
高
町
野
々
庄
・
日
高
中
央

浄
化
セ
ン
タ
ー
横
）

▽
内
容　

お
茶
会
、歌
会
、和
楽
器

演
奏
、神
鍋
温
泉
の
足
湯
、フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
バ
ザ
ー
な
ど

※
お
茶
券
は
、
前
売
り
2
5
0
円

で
、
国
府
地
区
公
民
館
で
販
売

し
ま
す（
当
日
3
0
0
円
）。

▽
そ
の
他

・
前
日
の
夜
は
、
桜
を
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
し
ま
す
の
で
、
夜
桜
見
物

に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

・
詳
細
は
、
国
府
地
区
公
民
館
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

国
府
地
区
公
民
館

　

☎
42
－
5
2
4
4

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　
http://w

w
w

3.city.toyooka.lg.
　

jp/kokufuchiku-cc/index.htm

　

川
の
浄
化
と
清
流
の
蘇そ

生せ
い

を
願

う
と
と
も
に
、
市
民
や
観
光
客
の

皆
さ
ん
が
触
れ
合
い
、
楽
し
む
催

し
で
す
。
流
し
び
な
は
、
当
日
も

販
売
し
ま
す
。

　

な
お
、
付
属
の
短
冊
に
願
い
事

を
記
入
し
、
流
し
び
な
を
流
し
た

方
に
は
、
ひ
な
あ
ら
れ
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す（
数
に
制
限
あ
り
）。

▽
日
時　

4
月
3
日（
日
）午
前
10

時
30
分
〜　

※
雨
天
順
延

▽
場
所　

城
崎
温
泉
街
一
の
湯
付

近
▽
問
合
せ　

豊
岡
市
商
工
会
城
崎

支
所
☎
32
－
4
4
1
1



L
D（
学
習
障
害
）・
A
D
H
D

（
注
意
欠
陥
・
多
動
性
障
害
）等
の

た
め
の
基
礎
と
実
践（
Ⅲ
）講
演
会
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募　

集

　

在
宅
で
子
育
て
を
し
て
い
る
親

子
の
グ
ル
ー
プ
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
子
育
て
に
関
す
る
情
報
交

換
や
親
子
の
触
れ
合
い
遊
び
な
ど

を
通
じ
て
親
子
共
に
友
達
の
輪
を

▽
日
時　

4
月
17
日（
日
）午
後
1

時
〜
4
時（
受
付 
正
午
〜
）

▽
場
所　

市
民
会
館　

文
化
ホ
ー

ル（
立
野
町
）

▽
対
象　

ど
な
た
で
も

▽
テ
ー
マ
・
講
師　

○
思
春
期
青
年
期
の
特
別
支
援
教

育
〜
す
べ
て
の
子
ど
も
に
役
立
つ

関
わ
り
と
は
〜
・
後ご

野の

文
雄
さ
ん

○
発
達
障
害
の
基
礎
理
解
〜
医
学

か
ら
の
最
新
情
報
〜
・
若
宮
英え

い

司じ

さ
ん

▽
参
加
費　

無
料

▽
定
員　

千
人

※
一
時
保
育
室
が
あ
り
ま
す
。

▽
問
合
せ　

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

事
務
局
☎
24
－
2
8
0
0

広
げ
る
た
め
、
月
2
回
程
度
の
活

動
を
行
い
ま
す
。

　

グ
ル
ー
プ
活
動
へ
の
参
加
は
会

員
登
録
が
必
要
で
す
の
で
、
各
セ

ン
タ
ー
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
参
加
費　

通
信
費
な
ど
の
実
費

▽
定
員　

子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー

の
み
親
子
1
0
0
組

※
そ
の
他
の
セ
ン
タ
ー
は
、
特
に

設
定
し
ま
せ
ん
。

▽
申
込
期
間　

4
月
8
日（
金
）〜

22
日（
金
）

▽
問
合
せ　

各
子
育
て
セ
ン
タ
ー

ま
た
は
こ
ど
も
育
成
課
こ
ど
も

育
成
係
☎
29
－
0
0
5
3

介
護
予
防
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ー
ン

利
用
者
募
集

　

竹
野
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
但

東
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
介

護
予
防
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ー
ン

を
無
料
で
利
用
で
き
ま
す
。

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ー
ン
の
使

い
方
は
事
前
講
習
会
で
説
明
し
ま

す
の
で
、
初
心
者
で
も
安
心
し
て

利
用
く
だ
さ
い
。

※
利
用
す
る
際
は
、
必
ず
事
前
講

習
会
を
受
講
く
だ
さ
い
。

▽
対
象　

20
歳
以
上
の
市
民

▽
利
用
可
能
日
時　

・
竹
野
…
平
日
の
午
前
9
時
〜
午

後
5
時（
毎
週
水
曜
日
午
後
と

木
曜
日
午
前
を
除
く
）

・
但
東
…
平
日
の
午
前
9
時
〜
午

後
5
時（
毎
週
月
曜
日
午
後
と

火
曜
日
午
前
を
除
く
）

▽
使
用
で
き
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ

シ
ー
ン　

レ
ッ
グ
プ
レ
ス
、
エ

ア
ロ
バ
イ
ク
な
ど

▽
利
用
料　

無
料

○
事
前
講
習
会

▽
申
込
方
法　

健
康
増
進
課
窓
口

ま
た
は
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
み
は
、随
時
受
け
付
け
ま
す
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

健
康
増
進

課
☎
24
－
1
1
2
7

場所 日時（４〜９月分）

竹野健康
福祉セン
ター

4月7日（木）
午後

5月11日（水）
午前

6月23日（木）
午後

7月1日（金）
午前

8月2日（火）
午後

9月14日（水）
午前

但東健康
福祉セン
ター

4月19日（火）
午後

5月18日（水）
午前

6月28日（火）
午後

7月15日（金）
午前

8月19日（金）
午後

9月13日（火）
午前

※時間　午前…午前10時〜11時（定員５人程度）
　　　　午後…午後１時30分〜２時30分（定員４人程度）、午後３時〜４時（定員４人程度）

センター名 対象地域 対象 申込方法 申込み・問合せ
子育て総合
センター 豊岡 0〜3歳児

と保護者
　各子育てセンターに備
付の申込用紙に必要事項
を記入の上、提出
※子育て総合センターは、

住所、氏名（親子）、子
どもの生年月日、年齢、
電話番号を記入の上、
はがきでの申込みも可

〒668―0031大手町4―5
☎24―4604 FAX24―4740

城崎子育て
センター

城崎（港
地区可）

就学前乳
幼児と保
護者

〒669―6101城崎町桃島1057―1
☎・FAX32―4666

竹野子育て
センター 竹野 〒669―6211竹野町和田389―1

☎・FAX47―2030
日高子育て
センター 日高 〒669―5391日高町祢布920

☎・FAX42―4610
出石子育て
センター 出石 〒668―0214出石町内町1

☎・FAX52―6188
但東子育て
センター 但東 〒668―0393但東町出合150

☎21―9079 FAX54―1025

子
育
て
グ
ル
ー
プ
会
員
募
集
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平
成
23
年
度
出
石
B
＆
G
海
洋

セ
ン
タ
ー
水
泳
教
室
会
員
募
集

☎
52ｰ

5
5
1
1

※
親
子
…
乳
幼
児
1
人
と
保
護
者

1
人

※
高
齢
者
…
65
歳
以
上

※
子
ど
も
…
中
学
生
以
下

火 水 木 金 土

10：30 スイミング らくらく
ウォーキング

ラッコ＆
あひる ジョイフル

ウォーキング

ラッコ＆
あひる

アクア＆
スイム

アクア＆
スイム

13：30 ジョイフル
ウォーキング スイミング らくらく

ウォーキング
らくらく

ウォーキング ペンギン

15：30 ペンギン ペンギン — ペンギン ペンギン

16：30 ジュニアⅠ ジュニアⅠ ジュニアⅠ ジュニアⅠ ジュニアⅠ

17：30
メダカ

ジュニアⅡ
メダカ

ジュニアⅡ ジュニアⅡ
ジュニアⅡ ジュニアⅡ

18：30
いるか

いるか くじら いるか
いるか

くじら スイミング

20：30
（19:30）ウォーキング ジョイフル

ウォーキング スイミング アクアビクス —

＜時間割＞

※（　）は冬期時間（12月〜3月）です。

豊
岡
市
少
年
少
女
音
楽
隊　

隊
員
募
集

▽
対
象　

小
学
生

▽
練
習
日

・
合
唱
隊
・
弦
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

隊
…
毎
週
土
曜
日
午
後
2
時
〜

・
吹
奏
楽
隊
…
毎
週
日
曜
日
午
前

9
時
30
分
〜

▽
練
習
場
所　

豊
岡
小
学
校（
中
央
町
）

▽
会
費　

月
額
8
0
0
円

▽
申
込
期
間　

随
時
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

▽
そ
の
他　

練
習
の
見
学
可

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

豊
岡
市
少

年
少
女
音
楽
隊
事
務
局　

磯　

哲
郎
さ
ん
☎
22
－
6
8
8
6

　

小
学
生
を
対
象
と
し
た
卓
球
教

室
の
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

▽
日
時　

毎
週
水
・
木
曜
日
午
後

6
時
30
分
〜
8
時
30
分

▽
場
所　

市
民
体
育
館（
立
野
町
）

▽
会
費　

年
額
6
5
0
0
円

▽
そ
の
他　

保
護
者
が
送
迎
く
だ

さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

豊
岡
ジ
ュ

ニ
ア
ク
ラ
ブ　

上
倉
貞
実
さ
ん

　

☎
0
9
0
－
1
5
8
5
－
7
9
2
2

豊
岡
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

平
成
23
年
度
会
員
募
集

＜水泳教室の対象・内容＞
○ラッコ（生後６カ月〜４歳）　乳幼児と保

護者を対象に、安心して水と遊ぶ楽し
さを覚え、丈夫な体をつくります。

○あひる（２歳〜４歳）　水遊びを中心と
し「水が大好きになる」ことをテーマに、
同年齢の子どもとの遊びを体験します。

○ペンギン（３歳〜６歳）
○メダカ（４歳〜６歳）　この時期の成長

に合わせ水に慣れることから水泳の基
本を段階的に優しく指導します。

○ジュニアⅠ（５歳〜小学３年生）
○ジュニアⅡ（小・中学生）　身体の成長

期に無理なく４泳法を習得します。その
中で上達の喜び、困難を乗り越える強
い心を育てます。

○いるか（小・中学生）　４泳法の上達を
めざすコースです。より速くよりきれいに
泳ぎ、タイムアップを目指します。

○くじら（小・中学生）　水慣れから始め、
楽しく泳法を習得します。

○スイミング　泳げるようになりたい！きれ
いに泳ぎたい！ストレス解消！運動不足解
消！健康と体力増進をお手伝いします。

○らくらく ウォーキング
○ジョイフル ウォーキング　腰痛や膝痛、

生活習慣病の改善・予防に最適と、そ
の効果が注目されている水中運動。音
楽に合わせて無理なく全身を使い、さま
ざまな要素を取り入れたレッスンをします。

○アクア＆スイム　アクアビクスとスイミン
グのミックスプログラムです。

○アクアビクス　音楽・リズムに合わせ
て一緒に楽しく水中運動。体力アップ・
運動不足の解消に最適です。

区分 子ども
高齢者 大人・親子

入会金 1,000円

年会費 1,000円

週１回（月額） 3,500円 4,000円

週２回（月額） 5,000円 6,000円

週３回（月額） 6,000円 7,000円

＜料金表＞
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豊
岡
市
少
林
寺
拳
法
協
会

会
員
募
集

▽
対
象　

小
学
生
以
上
の
方（
年

齢
、
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
）。

※
練
習
日
時
や
場
所
は
、各
地
区
少

林
寺
拳
法
協
会
で
異
な
り
ま
す

の
で
、詳
細
は
、各
協
会
責
任
者

に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
見

学
も
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

豊
岡
少
林

寺
拳
法
協
会　

松
田
省
吾
さ
ん

　

☎
0
9
0
－
3
3
5
2
－
6
4
7
9
、 

日
高
町
少
林
寺
拳
法
協
会　

長は

谷せ　

勉
さ
ん

　

☎
0
9
0
－
8
8
2
5
－
0
7
1
1
、

　

出
石
町
少
林
寺
拳
法
協
会　

粟

田
晋
作
さ
ん
☎
52
－
2
1
8
9

講
座・
教
室

コ
ウ
ノ
ト
リ
市
民
研
究
所

「
田
ん
ぼ
の
学
校
」

　

田
ん
ぼ
や
そ
の
周
辺
で
遊
ん
だ

り
生
き
も
の
調
査
を
し
ま
す
。
昼

は
地
元
食
材
の
鍋
な
ど
を
食
べ
ま

す
。

▽
日
時
・
テ
ー
マ　

毎
月
第
3
日

曜
日
の
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

※
雨
天
決
行

◆
豊
岡
会
場

▽
日
時　

5
月
11
日
、
25
日
、
6

月
8
日
、
29
日
、
7
月
13
日
の

い
ず
れ
も
水
曜
日
午
前
9
時
45

わ
く
わ
く
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

▽
集
合
場
所　

コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化

　

館（
祥
雲
寺
）

▽
対
象　

ど
な
た
で
も

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

▽
参
加
費　

子
ど
も
1
0
0
円　

（
傷
害
保
険
料
な
ど
）

▽
問
合
せ　

コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館

☎
23
－
7
7
5
0

期日 テーマ 期日 テーマ

４月17日タンポポ探し、春の
草を食べる 10月16日 秋の田んぼでアカト

ンボの調査
５月15日 田んぼでオタマ、タイ

コウチなどの調査 11月20日 里山で落ち葉集め、
まき作り

６月19日 田んぼでトンボやカエ
ル、メダカの調査 12月18日 木の実やつるや木

切れで工作
７月17日 里山探検 １月15日 里山観察、足跡や

野鳥など、雪遊び
８月21日 小川で魚取り ２月19日 冬の田んぼ、アカガ

エル調査
９月18日 あぜ道の生きもの、イ

ナゴやバッタの調査 ３月18日 自然を食べる会、ソ
バ打ちなど

▽
日
時　

毎
月
第
3
日
曜
日
〔
第

1
回
は
4
月
17
日（
日
）。
平
成

24
年
2
月
の
み
12
日（
日
）〕

・
初
級
…
午
後
1
時
20
分
〜
2
時

50
分

・
中
級
…
午
後
3
時
〜
4
時
30
分

▽
場
所　

図
書
館
本
館　

2
階　

視
聴
覚
講
演
室（
京
町
）

平
成
23
年
度
図
書
館
古
文
書
講
座

▽
対
象　

ど
な
た
で
も

▽
講
師　

地
域
史
家　

山
口
久
喜

さ
ん

▽
受
講
料　

無
料

▽
そ
の
他

・
申
込
み
の
際
、
初
級
・
中
級
コ

ー
ス
を
指
定
く
だ
さ
い
。

・
申
込
み
は
、随
時
受
け
付
け
ま
す
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

図
書
館
本

館
☎
23
－
6
1
5
1

分
〜
午
後
0
時
15
分（
5
回
）

▽
場
所　

ウ
ェ
ル
ス
ト
ー
ク
豊
岡

1
階　

調
理
実
習
室（
立
野
町
）

◆
日
高
会
場　

▽
日
時　

5
月
13
日
、
27
日
、
6

月
10
日
、
24
日
、
7
月
8
日
の

い
ず
れ
も
金
曜
日
午
前
9
時
45

分
〜
午
後
0
時
15
分（
5
回
）

▽
場
所　

日
高
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー　

1
階　

調
理
実
習
室

（
日
高
町
国
分
寺
）

共
通
事
項

▽
対
象　

3
歳
以
上
就
学
前
の
幼

児
と
保
護
者

▽
内
容　

食
育
の
話
、
調
理
実
習

▽
参
加
費　

1
回
1
組
2
0
0
円

▽
定
員　

各
会
場
12
組（
先
着
順
）

▽
申
込
期
間　

4
月
18
日（
月
）〜

5
月
6
日（
金
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

健
康
増
進

課
☎
24
－
1
1
2
7

そ
の
他

J
R
豊
岡
駅
を
利
用
の
皆
さ
ん
へ

お
知
ら
せ

　

J
R
豊
岡
駅
前
広
場
整
備
工
事

に
伴
い
、
駅
前
広
場
を
封
鎖
す
る

た
め
、
駅
前
広
場
内
へ
の
車
の
進

入
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

J
R
豊
岡
駅
を
利
用
の
皆
さ
ん

に
は
、大
変
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す

が
、理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
工
事
期
間
中
は
、
隣
接

の
J
R
豊
岡
駅
前
駐
車
場
を
利
用

く
だ
さ
い
。
30
分
未
満
の
利
用
は

無
料
で
す
。

▽
工
事
期
間　

4
月
1
日（
金
）〜

平
成
24
年
3
月
31
日（
土
）

▽
問
合
せ　

都
市
整
備
課
計
画
整

備
係
☎
22
－
1
8
8
0
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工
場
の
新
増
設
を
考
え
て
い
る

方
へ
お
知
ら
せ

　

一
定
規
模
以
上
の
敷
地
な
ど
に

設
置
さ
れ
る
工
場
は
、
所
要
の
届

け
出
が
必
要
で
す
。

■
工
場
立
地
法
に
基
づ
く
届
け
出

▽
対
象　

敷
地
面
積
9
千
平
方
メ

ー
ト
ル
以
上
ま
た
は
建
築
面
積

3
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
工
場

▽
届
出
時
期　

工
事
着
工
の
原
則

90
日
以
上
前（
短
縮
可
能
）

※
届
出
方
法
、
届
出
様
式
に
つ
い

て
は
、
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
届
出
・
問
合
せ

　

但
馬
県
民
局

商
工
労
政
課
☎
26
－
3
6
8
5

■
工
業
立
地
の
適
正
化
に
関
す
る

条
例（
兵
庫
県
条
例
）に
基
づ
く

届
け
出

▽
対
象　

敷
地
面
積
千
平
方
メ
ー

　

ト
ル
以
上
9
千
平
方
メ
ー
ト
ル

　

未
満
の
工
場

▽
届
出
時
期　

工
事
着
工
の
原
則

90
日
以
上
前（
短
縮
可
能
）

※
届
出
方
法
、
届
出
様
式
に
つ
い

て
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
届
出
・
問
合
せ　

企
業
誘
致
課

☎
21
－
9
0
0
2

■
工
場
等
設
置
奨
励
金
の
交
付

　

新
増
設
す
る
工
場
な
ど
に
対
し

て
、
要
件
を
満
た
す
場
合
に
、
市

条
例
に
基
づ
く
奨
励
措
置
が
適
用

さ
れ
ま
す
。
工
場
の
新
増
設
を
す

る
場
合
に
は
、
工
事
着
工
前
に
相

談
く
だ
さ
い
。

▽
相
談
・
問
合
せ　

企
業
誘
致
課

　

☎
21
－
9
0
0
2

　

対
象
に
な
る
方
で
交
付
申
請
が

ま
だ
済
ん
で
い
な
い
方
は
、
早
め

に
申
請
く
だ
さ
い
。

※
対
象
、
申
請
方

法
な
ど
の
詳
細
は
、

2
月
10
日
発
行
の

市
広
報
紙
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▽
申
請
・
問
合
せ　

高
年
福
祉
課

高
年
福
祉
係
☎
29
－
0
0
5
5

　

消
費
生
活
相
談
窓
口「
た
じ
ま

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」と
、「
但

馬
生
活
科
学
セ
ン
タ

ー
」（
4
月
か
ら「
但

馬
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
」に
名
称
変
更
）が
、

但
馬
文
教
府（
妙
楽
寺
）か
ら
豊
岡

総
合
庁
舎（
幸
町
）に
移
転
し
、
業

務
を
行
い
ま
す
。　

　

な
お
、
電
話
番
号
は
変
わ
り
ま

せ
ん
。

▽
移
転
日　

4
月
1
日（
金
）

▽
場
所　

豊
岡
総
合
庁
舎　

1
階

（
幸
町
）

▽
開
設
日　

月
〜
金
曜
日
午
前
9

時
〜
午
後
4
時
30
分

▽
相
談
窓
口　

た
じ
ま
消
費
者
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
☎
23
－
1
9
9
9
、

但
馬
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
23
－
0
9
9
9

▽
問
合
せ　

生
活
環
境
課
生
活
係

☎
21
－
9
0
0
1

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
申
請

要
援
護
世
帯
の
屋
根
の
雪
下
ろ
し

補
助
制
度
の
交
付
申
請

消
費
生
活
相
談
窓
口
の
移
転

　

市
で
は
、重
度
の
障
害
の
あ
る
方

の
積
極
的
な
社
会
参
加
を
図
る
た

め
、「
障
害
者
福
祉
タ
ク

シ
ー
利
用
料
金
助
成
事

業
」を
、
平
成
23
年
度
も

引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　

該
当
す
る
方
は
、福
祉
タ
ク
シ
ー

利
用
券
の
交
付
を
申
請
く
だ
さ
い
。

▽
対
象

・
身
体
障
害
者
手
帳
1
級
・
2
級

所
持
者

・
療
育
手
帳
A
判
定
所
持
者

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
1

級
所
持
者

※
施
設
入
所
者
、
自
動
車
税
・
軽

自
動
車
税
減
免
者
、
豊
岡
市
実

施
の
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

▽
助
成
額　

タ
ク
シ
ー
1
回
の
乗

車
に
対
し
、
4
5
0
円

▽
交
付
枚
数　

申
請
し
た
月
か
ら

当
該
年
度
分
の
利
用
券
を
一
括

交
付（
月
4
枚
交
付
、
年
度
上

限
48
枚
）

※
じ
ん
臓
機
能
障
害
で
人
工
透
析

通
院
の
方
に
は
、
月
13
枚
交
付

（
年
度
上
限
1
5
6
枚
）

▽
申
請
に
必
要
な
も
の　

対
象
と

な
る
手
帳
と
印
鑑（
代
理
申
請
可
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

社
会
福
祉

課
障
害
福
祉
係

　

☎
24
－
7
0
3
3
ま
た
は
各
総

合
支
所
市
民
福
祉
課

■
豊
岡
市
奨
学
生 

▽
対
象　

高
校
生
、
特
別
支
援
学

校
生（
高
等
部
）、
高
等
専
門
学

校
生
、
大
学
生（
短
大
生
含
む
）

▽
募
集
人
員　

15
人
程
度

▽
貸
与
資
格　

人
物・学
力
共
に
優

秀
で
、学
校
長
の
推
薦
が
あ
る
方

▽
貸
与
金
額（
月
額
）

・
高
校
生
9
9
0
0
円

・
大
学
生
4
万
4
6
5
0
円

▽
申
込
期
間　

4
月
4
日（
月
）〜

市
の
奨
学
金
制
度
の
お
知
ら
せ
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22
日（
金
）

※
土
・
日
曜
日
を
除
く

■
豊
岡
市
交
通
遺
児
奨
学
生 

▽
給
付
資
格　

主
た
る
生
計
維
持

者
で
あ
る
保
護
者
が
、
交
通
事

故
で
死
亡
ま
た
は
後
遺
障
害
が

あ
っ
て
働
け
な

く
な
っ
た
方
の

子
弟
で
、高
等

学
校
、特
別
支

援
学
校（
高
等

部
）、高
等
専
門
学
校
、ま
た
は

大
学
に
在
学
し
て
い
る
方
。

※
た
だ
し
、
平
成
17
年
4
月
1
日

以
降
に
発
生
し
た
交
通
事
故
に

よ
る
も
の
と
す
る
。

▽
給
付
金
額（
月
額
）

・
高
校
生
1
万
5
千
円

・
大
学
生
3
万
円

▽
申
込
期
間　

随
時

共
通
事
項

▽
資
格　

保
護
者
が
申
請
日
現
在
、

市
内
に
1
年
以
上
在
住
の
方

▽
申
込
方
法　

教
育
総
務
課
ま
た

は
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
に

あ
る
出
願
書
類
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
郵
送
ま
た
は
持
参

く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み　

教
育
総
務
課
ま
た
は

各
総
合
支
所
地
域
振
興
課

▽
問
合
せ　

教
育
総
務
課

　

☎
23
－
1
1
1
7

　

地
元
医
師
会
と
豊
岡
病
院
の
地

域
連
携
に
基
づ
く
小
児
救
急
診
療

の
4
月
の
日
程
と
担
当
医
師
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
場
所　

公
立
豊
岡
病
院

4
月
の
公
立
豊
岡
病
院
地
域

連
携
小
児
休
日
救
急
診
療
日
程

　

4
月
1
日
か
ら
の
建
物
共
済
の

加
入
資
格
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

▽
加
入
資
格
者　

県
内
在
住
で
、

田
・
畑
を
10
ア
ー
ル
以
上
所
有

ま
た
は
管
理
し
て
い
る
方

※
詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▽
問
合
せ　

農
業
共
済
課

　

☎
24
－
8
1
1
3

▽
そ
の
他　

1
歳
以
上
の
小
児
で
、

緊
急
性
の
な
い
自
己
都
合
な
ど

と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、
時
間

外
診
察
料
金
3
1
5
0
円
の
負

担
が
あ
り
ま
す
。

▽
問
合
せ　

公
立
豊
岡
病
院
救
急

受
付
☎
22
－
6
1
1
1

Ｎノ

ー

サ

イ

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
建
物
共
済
の

加
入
資
格
の
お
知
ら
せ

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
の

　

被
災
者
へ
の
義
援
金
に　

協
力
く
だ
さ
い

開
業
医
の
手
作
り

「
健
康
情
報
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
」

４月のテーマ

曜日 内　　容

月 ドライアイ−シェーグ
レン症候群にも注意−

火 歯ぐきから血が出たら

水 膝
ひざ

に水（液）が溜まったら
木 犬や猫に噛まれたら

金〜日 もの忘れは認知症の始ま
りか？

診療日 担当医師・住所

10日
（日）

赤松　亮
（九日市下町）

24日
（日）

中沢　洋
（出石町本町）

〔日程・担当医師〕

※診療時間：午前９時〜午後５時

　

4
月
の
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

☎
0
1
2
0
－
9
7
9
－
4
5
1

（
通
話
料
無
料
）を
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

兵
庫
県
保
険
医
協
会

　

☎
0
7
8
－
3
9
3
－
1
8
0
3

　

学
校
給
食
で
は
、
平
成
21
年
4

月
か
ら
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取
り

や
す
い
米
中
心
の
食
習
慣
を
身
に

学
校
の
米
飯
給
食
に
コ
ウ
ノ
ト
リ

育
む
お
米
を
週
２
日
提
供
し
ま
す

付
け
て
も
ら
う
た
め
、
週
5
日
米

飯
給
食
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
食
・
健
康
・
環
境
・
農

業
・
い
の
ち
」の
理
解
を
一
層
深

め
、
環
境
創
造
型
農
業
へ
の
関
心

を
高
め
て
も
ら
う
た
め
、
週
1
回

提
供
し
て
い
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む

お
米
を
、
4
月
か
ら
、
週
2
回
提

供
し
ま
す
。

　

な
お
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米

は
、
一
般
米
よ
り
割
高
の
た
め
、

差
額
を
市
補
助
金
と「
コ
ウ
ノ
ト

リ
」と「
人
」の
共
生
す
る
取
組
み

に
賛
同
す
る
方
々
か
ら
の
基
金
の

一
部
を
充
て
、
コ
ウ
ノ

ト
リ
育
む
お
米
の
使
用

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

▽
問
合
せ　

豊
岡
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
☎
23
－
0
3
4
5

　

市
と
市
区
長
連
合
会
は
、
東
北

地
方
太
平
洋
沖
地
震
義
援
金
募
集

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
市
内
3

5
7
地
区
の
区
長
を
通
し
て
募
金

袋
の
回
覧
な
ど
を
行
い
、
皆
さ
ん

に
協
力
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

▽
問
合
せ　

総
務
課
行
政
係

　

☎
23
－
1
1
1
6
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図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

☎
23ｰ

6
1
5
1

◆
家
に「
レ
コ
ー
ド
」は

　
　
　
　
　

眠
っ
て
い
ま
せ
ん
か

　

図
書
館
で
は
、
ア
ナ
ロ
グ
レ
コ

ー
ド（
E
P
・
L
P
・
S
P
）を
収

集
し
ま
す
。

　

レ
コ
ー
ド
は
持
っ
て
い
る
が
、

聞
く
こ
と
が
な
い
方
は
、
こ
の
機

会
に
、
ぜ
ひ
、
寄
贈
く
だ
さ
い
。

　

併
せ
て
、
昔
懐
か
し
い
ふ
る
さ

と
の
音（
民
謡
・
対
話
な
ど
）を
記

録
し
た
貴
重
な
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

な
ど
も
収
集
し
ま
す
。

　

ま
た
、
出
石
分
館
の
み
レ
コ
ー

ド
を
持
ち
込
ん
で
聞
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。

※
著
作
権
法
の
規
定
で
持
ち
込
ま

れ
た
レ
コ
ー
ド
な
ど
を
デ
ジ
タ

ル
化
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

▽
寄
贈
窓
口　

図
書
館
本
館
・
各

分
館

▽
そ
の
他　

レ
コ
ー
ド
の
館
外
貸

出
し
は
で
き
ま
せ
ん
。

◆「
ジ
ョ
ブ
・
サ
ポ
」コ
ー
ナ
ー
の
設
置

　

図
書
館
本
館
で
は
、
4
月
か
ら
、

就
職
活
動
を
資
料
面
で
支
援
す
る

「
ジ
ョ
ブ
・
サ
ポ
」コ
ー
ナ
ー
を
設

置
し
ま
す
。

　

就
職
に
有
利
な
資
格
に
関
す
る

テ
キ
ス
ト
、
面
接
・
試
験
対
策
教

本
を
備
え
、
市
内
外
で
配
布
さ
れ

て
い
る
就
職
に
関
す
る
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
な
ど
も
設
置
し
ま
す
。

　

4
月
10
日（
日
）は
、
兵
庫
県
議

会
議
員
選
挙
の
投
票
日
で
す
。
皆

さ
ん
、
そ
ろ
っ
て
投
票
し
ま
し
ょ

う
。

　

投
票
日
当
日
都
合
の
悪
い
方
は
、

早
め
に
期
日
前
投
票
を
済
ま
せ
ま

し
ょ
う
。

◆
告
示
日　

4
月
1
日（
金
）

◆
投
票
日　

4
月
10
日（
日
）午
前

7
時
〜
午
後
8
時

※
一
部
繰
上
投
票
所
が
あ
り
ま
す
。

兵
庫
県
議
会
議
員
選
挙

○
期
日
前
投
票

児
童
扶
養
手
当
額
の
改
定

　

児
童
扶
養
手
当
の
支
給
額
が
、

全
国
消
費
者
物
価
指
数
の
下
落
に

よ
り
4
月
1
日
か
ら
減
額
改
定
さ

れ
ま
す
。

▽
4
月
分
以
降
の
手
当
額

・
全
部
支
給
…
月
額
4
万
1
5
5

　

0
円

・
一
部
支
給
…
月
額
9
8
1
0
円

〜
4
万
1
5
4
0
円

・
第
2
子
以
降
の
加
算
額
…
第
2

子
5
千
円
、
第
3
子
以
降
1
人

に
つ
き
3
千
円（
変
更
な
し
）

▽
問
合
せ　

社
会
福
祉
課
生
活
援

護
係
☎
24
－
7
0
3
1

○
開
票　

▽
日
時　

4
月
10
日（
日
）午
後
9

時
15
分
〜

▽
場
所　

総
合
体
育
館（
大
磯
町
）

▽
問
合
せ　

選
挙
管
理
委
員
会

　

☎
23
－
5
4
5
4

農
業
委
員
会
委
員
選
挙

　

4
月
19
日（
火
）は
、
農
業
委
員

会
委
員
選
挙
の
投
票
日
で
す
。

　

1
月
1
日
現
在
の
状
況
で
、
農

業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
の
登

載
を
申
請
し
、
選
挙
権
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
た
方
〔
3
月
31
日（
木
）

確
定
〕
が
投
票
で
き
ま
す
。

　

有
権
者
は
、
忘
れ
ず
に
投
票
し

ま
し
ょ
う
。

◆
告
示
日　

4
月
12
日（
火
）

◆
投
票
日　

4
月
19
日（
火
）午
前

7
時
〜
午
後
8
時

※
一
部
繰
上
投
票
所
が
あ
り
ま
す
。

※
選
挙
区
お
よ
び
定
数
は
、
3
月

25
日
発
行
の
農
業
委
員
会
だ
よ

り
第
18
号
で
確
認
く
だ
さ
い
。

※
投
票
場
所
は
、
投
票
入
場
券
で

確
認
く
だ
さ
い
。

○
期
日
前
投
票

役職 氏　名 出身地域（地区）
会長 日下部昌男 豊岡（市街地）

副会長

吉田　勲 日高（日高）
樋口忠幸 城崎（城崎）

木瀬史
ひと

司
し

竹野（中竹野）
小畑宏明 出石（弘道）

森脇與
よ

一
いち

但東（合橋）
会計 高木　務 豊岡（市街地）

監事 藤井幹夫 城崎（城崎）
永井辰正 但東（資母）

理事

岡田清信 豊岡（八条）
村田正次 豊岡（田鶴野）
森田　進 豊岡（三江）
武田勝美 豊岡（五荘）
野竿　豊 豊岡（新田）
河口　清 豊岡（中筋）
宮部　保 豊岡（港）

岡谷正
しょう

一
いち

豊岡（奈佐）
西村貴則 豊岡（神美）
飯田　剛 竹野（竹野南）
濱上吉徳 竹野（竹野）
菅村和弘 日高（国府）

田中重
しげ

海
み

日高（八代）
若槻喜則 日高（三方）
岡森和清 日高（清滝）
井上正治 日高（西気）

徳網武男 出石（室
むろ

埴
はに

）
船越五男 出石（小坂）

加藤幸
こう

洋
よう

出石（小野）
森　弘之 但東（高橋）

○
開
票

▽
日
時　

4
月
19
日（
火
）午
後
9

時
〜

▽
場
所　

市
役
所（
東
庁
舎
別
館
）

　

ま
た
は
各
総
合
支
所（
城
崎
総

合
支
所
を
除
く
）

▽
問
合
せ　

選
挙
管
理
委
員
会

　

☎
23
－
5
4
5
4

《問合せ》総務課行政係
　　　　　☎23-1116

豊岡市区長連合会 平成23年
役員が決まりました

期間 ４月２日（土）〜９日（土）
時間 午前８時30分〜午後８時

場所
市役所（東庁舎別館）、城崎総合支所、
竹野総合支所、日高総合支所、出石総
合支所、但東総合支所

その他

　期日前投票は、どの期日前投票所でも
できます（投票日当日は、投票所入場券
に記載の投票所でのみ投票できます）。
　市役所（東庁舎別館）は、新庁舎建設
工事のため、駐車場に余裕がありません。
駅前駐車場を利用するかバスなどの公共
交通機関を利用ください。

期間 ４月13日（水）〜18日（月）
時間 午前８時30分〜午後８時

場所

第１選挙区 市役所（東庁舎別館）第２選挙区

第３選挙区 城崎総合支所、
竹野総合支所

第４選挙区 日高総合支所
第５選挙区 出石総合支所
第６選挙区 但東総合支所

その他
　市役所（東庁舎別館）は、新庁舎建設
工事のため、駐車場に余裕がありませ
ん。駅前駐車場を利用するかバスなど
の公共交通機関を利用ください。
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FMラジオで豊岡市の情報をお知らせしています!! （周波数76.4メガヘルツ） 「豊岡きらめき情報局」毎週月～金曜日  8：00～8：05、17：50～17：52

サ ー ビ ス を 延 長 し ま す

　市では、豊岡の未来を担う子どもたちの「明るい笑顔」と「夢」を育むとともに、安心して子ど
もを産み、楽しく育てられるよう、商業者などと連携し、子育て家庭を応援する事業を平成19
年12月から実施しています。
　本事業は、3月31日（木）で終了する予定でしたが、近畿
２府４県および三重県、福井県、徳島県と連携した「すく
すくかんさい（関西子育て世帯応援事業）」（期間限定なし）
と足並みをそろえ、継続して子育て家庭や妊婦のいる家庭
を支援することになりました。
　18歳未満の子どもや妊娠中の方がいる家庭に発行する

「とよおか子育て家庭応援カード」を提示することで、この
事業に協賛していただいているお店（約300店）が提供する
いろいろなサービスを受けることができます。

　市では、事業に協賛いただける企業・事業
所・店舗を引き続き募集します。
◆受付期間　随時受付
◆特　  典　協賛店になっていただくと、店頭表

示用のステッカーをお渡しします。
また、市ホームページなどで、各企
業・店舗の取組み内容を紹介します。

◆申込方法　経済課、各総合支所地域
振興課にある「とよおか子育て
家庭応援カード事業参加申込
書」に、必要事項を記入の上、

メール、ファックス、または郵送で申し込
みください。また、申込書は市ホームペ
ージからもダウンロードできます。

◆協賛内容の例
（例１）料金の割引…特定日の割引、ポイント

加算、子ども用品割引など
（例２）行事の開催…子育て教室、子ども向け

行事の開催など
（例３）子ども用施設などの提供…プレイルーム・

授乳室設置、ミルク用のお湯提供など
※その他、お店独自のサービスを提供ください。

《申込み・問合せ》経済課☎23-4480　FAX22-3872
　　　　　　　　　　　      メールアドレス　keizai@city.toyooka.lg.jp

カードをお持ちでない方へ とよおか子育て家庭応援カードの有効期限後の取り扱い

カードはどこで使えるの？
　「協賛ステッカー（右写真）」を掲示している協賛店で利用できます。
　その店を利用するときに、カードを提示していただくと、その店独
自のサービスを受けることができます。ただし、店によっては、別途
証明書の提示が求められる場合があります。
　なお、協賛店やサービス内容は、経済課、市民課、健康増進課、各
総合支所地域振興課・市民福祉課に設置している協賛店一覧または市
ホームページをご覧ください。

　18歳未満の子どもや妊娠中の方が
居る家庭で、カードをお持ちでない
方は、各窓口で申請ください。

　カードの裏面には、３月末までの有効期限が記載され
ていますが、有効期限後でも子どもが18歳に達した最初
の３月31日まで有効です。

応 援 し ま す あ な た の 子 育 て

協 賛 店 募 集
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１日（金）

10日（日）

23日（土）

30日（土）

下旬

１日（月）・２日（火）

７日（日）

上旬

中旬

28日（日）

４（土）

５日（日）

11日（土）

下旬

３日（火・祝）

11日（水）

22日（日）

29日（日）

３日（日）

10日（日）

15日（金）～26日（火）

17日（日）

23日（土）・24日（日）

23日（土）

29日（金・祝）

上旬

下旬

とよおか
イベ  ントイベ  ント

歳時記

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

上半期

イベ  ントイベ  ントイベ  ントイベ  ント
豊岡のエエとこどこに出掛けよう？

盛りだくさん！
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2
月

上旬

16日（金）～18日（日）

中旬

下旬～

上旬

中旬

下旬

10日（月・祝）

中旬

22日（土）・23日（日）

下旬

中旬

22日（木）

30日（金）

２日（水）～６日（日）

３日（木・祝）

13日（日）

中旬

20日（日）

23日（水･祝）

上旬

８日（日）

10日（火）

下旬

3
月

12
月

1
月

とよおか

10
月

11
月

平成23年度

とよおかとよおか
イベ  ント

下半期



＜城崎分館での行事名などの一部を変更します＞
　城崎分館では、｢おはなしのひろば｣（第１金曜日、午前11時～）が「ほっぺとえほん」（第１木曜日、
午前10時30分～）に、「おはなしのこべや｣が｢おはなしランド｣に、それぞれ名前（曜日・時間）が変
わります。
　お子さんと一緒に参加ください。

新生活の本
＜ 一 般 ＞

プロフェッショナル電話力
話し方聞き方講座
恩田昭子 著（日本実業出版社）

　電話応対の中身は相手次第、成り
行き次第で千差万別。そんな状況の
変化に応じて、業績アップにつなげ
るのがプロの対応。相手の懐に入る
テクニックを伝授。

＜ じ ど う ＞
マイケルとスーザンは一年生
ドロシー・マリノ 作
まさきるりこ 訳（アリス館）

　6歳の誕生日に偶然出会ったマイケ
ルとスーザンは、もうすぐ同じ学校の
1年生になることを知ります。そして
新たに始まった2人の学校生活を楽し
く描いています。

レッツゴー図書館レッツゴー図書館

4月の行事予定

図書館の資料はホームページから検索・予約できます。
http://www3.city.toyooka.lg.jp/toyolib/index.html
メールアドレスtoyolib@city.toyooka.lg.jp　　
開館時間　午前10時～午後６時
※本館（金・土）および日高分館（金）  午前10時～午後7時

■図書館本館、分館の連絡先および所在地
本館 ☎23-6151（京町５-28） 日高 ☎21-9060（日高総合支所１階）
城崎 ☎21-9072（城崎総合支所２階） 出石 ☎21-9010（出石総合支所１階）
竹野 ☎21-9078（竹野総合支所３階） 但東 ☎21-9036（但東市民センター１階）

4月の行事予定

※詳細は、各館へ問い合わせください。

乳０～２歳　幼３～５歳
児６歳～　　般一般

日 曜日 時間 場所 行事名
1 金
2 土 10：30～ 但東 おはなしのもり　幼

3 日
4 月
5 火 （休館日）

6 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼

出石 えほんのとびら　乳 幼

11：00～ 本館 おはなしのゆりかご　乳

7 木 10：30～ 城崎 ほっぺとえほん　乳

8 金

9 土

10：10～ 本館 土曜としょかん　幼 児

10：30～

城崎 おはなしランド　幼 児

竹野 テーマであそぼ！
「春　ときどき　ドキ♥ドキ♥」　幼 児

日高 絵本からのおくりもの　幼 児

10 日
11 月
12 火 （休館日）
13 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼

14 木
15 金
16 土 15：00～ 但東 切り紙Art　般

17 日 13：20～ 本館 第１回古文書講座（初級）　般

15：00～ 第１回古文書講座（中級）　般

18 月
19 火 （休館日）
20 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼

21 木
22 金

23 土 10：30～ 竹野 おはなしミッケ！　幼 児

日高 絵本からのおくりもの　幼 児

14：00～ 本館 おはなし会　幼 児

24 日 14：00～ 出石 としょかん・くらぶ　児

25 月
26 火 （休館日）
27 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼 児

28 木
29 金 （休館日）
30 土
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4月の予定
　市内６カ所の子育てセンターでは、子育て中の保護者を
応援するためのいろいろな活動をしています。
　参加費は無料で、どなたでも参加できます。
※詳細は、各センターに問い合わせください。
※定員があるものは、事前に申し込みください。
※場所の表示がない活動は、各センターで行います。

子育て総合センター　☎24-4604
（ＪＲ豊岡駅前アイティ7階）火曜日休館

出石子育てセンター　☎52-6188
（出石総合支所１階）日・月曜日休館

但東子育てセンター　☎21-9079
（但東市民センター）日・月曜日休館

お花見散歩
日　時 13日（水）午前10時30分～11時30分
場　所 出合公園付近（集合は子育てセンター）
対　象 乳幼児と保護者
内　容 桜並木を散歩したり、公園で遊びます。
持ち物 敷物、お茶、赤ちゃんはベビーカー

ほっとたいむ＆おやこふれあいたいむ
日　時 ほっとたいむ ４日（月）、28日（木）午前11時～

おやこふれあいたいむ 25日（月）午前10時30分～
対　象 乳幼児と保護者

内　容 ほっとたいむでは唱歌や童謡を歌い、おやこふれあ
いたいむでは紙芝居やいろいろな遊びをします。

その他 午前中は身長や体重の計測をします。

城崎子育てセンター　☎32-4666
（城崎総合支所２階）日・月曜日休館

日高子育てセンター　☎42-4610
（日高総合支所３階）月・第１土・第１以外の日曜日休館

わいわいコーラス♪♪
日　時 12日（火）午前10時～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 童謡、アニメソング、フォークソング、春の歌などを楽しく歌う。

日　時 ３日（日）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児とお父さん（お母さん、きょうだい、祖父母の参加可）
内　容 親子ふれあい遊び

パパと遊ぼうＤ
　 デ 　 ー 　

ＡＹ！

竹野子育てセンター　☎47-2030
月曜日休館

パパと遊ぼうデー｢親子遊び｣
日　時 ９日（土）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 パネルシアター、手遊び

こいのぼり製作
日　時 13日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者　先着15人
内　容 こいのぼり作り
申込期限 ９日（土）

絵本の読み聞かせと折り紙遊び
日　時 28日（木）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 センター職員・図書館司書による活動

絵本の読み聞かせ＆折り紙遊び
日　時 20日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 絵本の読み聞かせ、折り紙製作｢こいのぼり｣

子育てミニ講話
日　時 28日（木）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 保健師の話～予防接種　何をどう受ける？～

絵本の読み聞かせの会
日　時 14日（木）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 図書館司書による絵本の読み聞かせ

親子でパーカッション
日　時 26日（火）午前10時～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 身近なもので、音遊びを楽しみましょう。
持ち物 台所用品（１人に１つ：鍋のふた、おたま、菓子の缶など）

おはなし広場
日　時 ２日（土）、９日（土）、16日（土）、30日（土）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 絵本や紙芝居の読み聞かせ

なかよし広場　※開催が水曜日になりました
日　時 20日（水）午前９時30分～11時30分
場　所 豊岡市民プラザ　ほっとステージ
対　象 ２歳ぐらいまでの乳幼児と保護者、妊婦
内　容 子どもの自由遊びや交流、計測や子育て相談
スタッフ 保育士、保健師、看護師（助産師）、子育て支援ボランティア

子育ち＆親育ち講座
日　時 27日（水）午後１時30分～３時30分
場　所 豊岡市民プラザ　練習室
対　象 子育て中の保護者　20人（保育は15人まで）
内　容 子育て～思い通りにならないからおもしろい～
申込期間 11日（月）～25日（月）

お花見遠足
日　時 19日（火）午前10時～午後０時30分
場　所 子育てセンター付近の公園（雨天はセンター）
対　象 乳幼児と保護者
内　容 春を見つけに行きましょう（ベビーカーＯＫ）
持ち物 お弁当、お茶、おしぼり、レジャーシートなど

“パパと遊ぼうデー”“おやこっこ運動遊び”
日時 23日（土）午前10時30分～11時45分

対象 ２歳以上の幼児とお父さん
（お母さん、きょうだいの参加可）　先着20組

講師 こども育成課　仲義　健
申込期間 11日（月）～21日（木）

パパと遊ぼうデー
日　時 16日（土）午前10時～11時30分
対　象 乳幼児とお父さん（お母さん、きょうだいの参加可）
内　容 新聞や広告で遊びましょう。

わらべうた＆製作
日　時 20日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 親子で楽しむわらべうた、折り紙「アンパンマン」

そとあそび広場
日　時 12日（火）、26日（火）午前10時15分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 公園や広場で遊びましょう（日高町民公園）。

そとあそび広場
日　時 13日（水）、27日（水）午前10時15分～正午
対　象 乳幼児と保護者
内　容 公園や広場で遊びましょう（センター園庭）。

そとあそび広場
日　時 ①６日（水）、11日（月）、28日（木）午前10時15分～11時30分

②22日（金）午後１時30分～３時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 公園や広場で遊びましょう（①総合体育館芝生広場、②中央公園）。
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施 設 の イ ベ ン ト施 設 の イ ベ ン ト

出石文化会館ひぼこホール（出石町水
むな

上
がい

）
☎52−6222  FAX 53−2131

豊岡市民プラザ（JR豊岡駅前アイティ7階）
☎24−3000  FAX 24−3004 （火曜日休館）

〒668-0031　大手町4-5
■100年のキセキ The 100th anniversary

exhibition −伊藤清永･淀井敏夫−
　生誕100年を記念して、郷土の
誇りである２人が、同じ年同じ
月に同じ但馬に生まれた ｢奇跡｣
と、日本美術界に大きな足跡を
残した偉大な｢軌跡｣を振り返り、
２人展を開催します。あさご芸
術の森美術館との両館来館スタ
ンプラリーに参加して、記念品
を手に入れましょう！

　４月16日（土）　開演14：00
◇場　所　交流サロン
◇入場料　無料
※サロンコンサートの出演者を募集しています。
　音楽活動の発表の場として利用ください。

■サロンコンサートスペシャル
〜｢フォークまつり｣プレコンサート〜

　７月に行う｢フォークまつり」
の出場者を決めるオーディショ
ンを兼ねた、フォークのおまつ
りコンサート。公募のグループ、
個人のフォーク愛好家が予選突
破を目指し、日ごろの練習の成
果を披露します。

■ミニコンサート　〜ピアノのBGM〜

伊藤清永美術館（出石町内町）
☎52−5456  FAX 53−2088 （水曜日休館）

　４月17日（日）
　　開演18：30
　（開場18：00）
◇出演団体　出石混声合唱団、ドルチェフィオー

レ、出石少年少女合唱団、赤とんぼの
会、トマトコーラス、女声合唱団カモ
ミール、出石カトレアコーラス

◇入場料　全席自由　500円
◇チケット発売中

■ひぼこホール開館17周年記念
　メモリアルコンサート

　出石町内の７つ
の合唱団体によるコ
ンサートです。ぜひ、
お越しください。

◇開催日　８月20日（土）、21日（日）
◇場　所　ほっとステージ
◇内　容　１日目｢高校生バンドバトル｣
　　　　　２日目｢社会人ロックバンドライブ｣
　　　　　２日連続のロックイベント
◇対　象　高校生以上の方
　　　　　※高校生は保護者の同意が必要です。
◇募集人数　20人程度
◇申込方法　住所、氏名、年齢、性別、電話番号を

記入の上、市民プラザ窓口、郵送、また
はファックスで申し込みください。

◇申込期限　４月15日（金）必着

■ロックフェスティバル（仮称）実行委員募集！
　豊岡市民プラザ自主事業「ロ
ックフェスティバル（仮称）｣の
企画と、当日のイベント運営に
積極的に参加できる方を募集し
ます。

■平成23年度伊藤清永美術館友の会会員募集！
◇年会費　1,000円
◇有効期限　平成24年３月31日（土）
◇活動内容　美術鑑賞の旅（日帰り年２回程度）や

ミュージアムコンサートの開催、企画展のミュー
ジアムトークの参加など
◇申込方法　所定用紙に必要事項を記入の上、年会

費を添えて、同館に来館または郵送で申し込みく
ださい。

　４月９日（土）〜５月31日（火）　　
◇開館時間　午前９時30分〜午後５時（入館は午後

４時30分まで）
◇入館料　一般500円、65歳以上･身障者250円、高校 ･

大学生300円、小･中学生100円
　　　　　（ココロンカード利用者は無料）

■ギャラリートーク｢彫刻を楽しむみかた｣
　４月９日（土）13：30〜　　
◇講　師　水田文夫さん（あさご芸術の森美術館前

館長）
　※ギャラリートーク後はティータイム（有料）

　４月16日（土）13：00〜
◇対　象　小学生
◇講　師　小原嘉文さん（あ

さご芸術の森美
術館学芸員）

◇参加費　300円

■ワークショップ
「テーピング石膏 淀井芸術に挑戦」

　４月24日（日）13：00〜・15：00〜（各30分程度）
◇演奏者　西山賀絵さん
※演奏後はティータイム（有料）。前売り券を購入ください。

■ミニコンサート　−エレクトーンのBGM−
　４月30日（土）13：00〜・15：00〜（各30分程度）
◇演奏者　稲継亜希子さん
＊演奏後はティータイム（有料）。前売り券を購入ください。

伊藤清永さん
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平成23年3月１日現在（前月比）

豊岡市の人口
（住民基本台帳＋外国人登録総数）

4月の主な行事
APRIL

平成23年

₁₇（日）菓子祭例大祭（９：00～中嶋神社境内）豊岡市日高消防団初出式
（９：00～日高総合支所前駐車場）

田んぼの学校（９：30～コウノトリ文化館周辺）
出石そば喰い大会

（11：00～出石総合支所前広場）
ひぼこホール開館17周年記念メモリアルコン
サート（18：30～出石文化会館ひぼこホール）

₁₈（月）
₁₉（火）歩いてお花見散歩（10：00～竹野子育てセンター周辺）

₂₀（水）なかよし広場（９：30～豊岡市民プラザ）わらべうた＆製作
（10：30～出石子育てセンター）

₂₁（木）第３回神鍋高原ジャズコンサート（18：00～道の駅「神鍋高原」）

₂₂（金）
₂₃（土）城崎温泉まつり（城崎温泉街、～24日）第３回神鍋高原水仙まつり

（10：00～道の駅「神鍋高原」）

₂₄（日）狗
く

留
る

尊
そん

仏
ぶつ

まつり（10：00ごろ～竹野町床瀬）
ミニコンサート～ピアノのＢＧＭ～
（13：00～、15：00～伊東清永美術館）

₂₅（月）
₂₆（火）
₂₇（水）
₂₈（木）絵本の読み聞かせと折り紙遊び（10：30～城崎子育てセンター）

子育てミニ講話
（10：30～日高子育てセンター）

₂₉（金）昭和の日神鍋溶岩流健康ノルディックウオーク
（９：00～清滝地区公民館）

第10回清滝溶岩流まつり
（９：30～清滝地区公民館）

₃₀（土）ミニコンサート～エレクトーンのＢＧＭ～（13：00～、15：00～伊東清永美術館）

ひ
と
り
ご
と

▼
こ
の
度
、
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

で
の
被
災
者
の
皆
様
に
お
見
舞
い
を
申

し
上
げ
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
い
る

と
他
人
事
と
は
思
え
ず
、
悲
痛
な
思
い

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
私
に
で
き
る
こ
と

は
何
か
…
。
一
日
も
早
い
復
興
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。 

◯Ｍ2

合　計 男　性 女　性 世帯数
88,735人（－93人） 42,485人（－31人） 46,250人（－62人） 32,316世帯（－31世帯）

₁（金）第53回企画展｢ある考古学少年の夢Ⅱ｣（日本・モンゴル民族博物館、～４月５日）
企画展｢植村直己を支えた人たち｣

（植村直己冒険館、～５月31日）
風景四季彩（城崎文芸館、～６月30日）
復刻！シーボルトコレクション

（城崎文芸館、～６月30日）
湯の原温泉オートキャンプ場開業（湯の原
温泉オートキャンプ場、日高町羽尻）

₂（土）
₃（日）城崎温泉流しびな（10：30～城崎温泉街）

パパと遊ぼうＤ
デ ー
ＡＹ！

（10：30～日高子育てセンター）

₄（月）
₅（火）
₆（水）
₇（木）
₈（金）
₉（土）パパと遊ぼうデー（10：30～出石子育てセンター）ギャラリートーク～彫刻を楽しむ見方～

（13：30～伊藤清永美術館）
100年のキセキ−伊東清永・淀井敏夫−

（伊東清永美術館、～５月31日）

₁₀（日）第８回桜づつみ観
かん

桜
おう

会
え

（11：00～国府ふれあい公園）

₁₁（月）
₁₂（火）
₁₃（水）こいのぼり製作（10：30～城崎子育てセンター）お花見散歩（10：30～但東子育てセンター）

₁₄（木）松岡御おとう柱まつり（18：30～日高町松岡）
₁₅（金）たんとうチューリップまつり（但東町畑山特設会場、～26日）

₁₆（土）菓子祭前日祭（10：00～宵田商店街）サロンコンサートスペシャル
（14：00～豊岡市民プラザ）
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　神社や寺院の周辺には、巨樹・巨木が群をなして森や林を形成しているところがあります。この場
所は、信仰の対象として長い間大切にされてきました。また、中国山地には原生林が残されているとこ
ろが点在しています。今回は、巨樹・巨木の群落で指定されている天然記念物に注目します。

Trademark of American Soybean Association
「広報とよおか」は、資源保護のため環境に優しいソイ（大豆油）インキで印刷しています。
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　豊岡の文化財を紹介します。皆
さんの身近にある文化財を見てい
きましょう。
 《問合せ》文化振興課☎23-1160

歴史｜探訪
～文化財を巡る～21

「史跡名勝天然記念物（天然記念物３）」

ろが点在しています。今回は、巨樹・巨木の群落で指定されている天然記念物に注目します。

絹巻神社の暖地性原生林
（県・市指定）気比

　港大橋の東側にこんもりとした森が広がっ
ています。これは絹巻神社の社

しゃ

叢
そう

で、スダジイ
を主にしてアラカシ、クスノキ、サカキ、タブ、
ヤブツバキ、ヒメユズリハなどの常緑広葉樹
を中心に、約70種の温帯、亜熱帯の樹木が生い

茂ってい
ます。原生
林としてこ
れだけの
規模と種
類を持つも
のは珍しく、
成長も盛ん
です。

栃が谷
だ に

平
ひ ら

のアスナロ群生
（県指定）日高町万

ま ん

劫
ご う

　稲
いな

葉
んば

川の支流である栃が谷平川に沿った北
西急斜面の標高550～650m付近に、アスナロ
林が点在しています。アスナロは成長がとて
も遅く、また、アスナロの樹林は中国山地で
はこの場所しかありません。シャクナゲやト
チノキの
群落も近
くで見ら
れ、これ
らとの混
在も学術
的に珍し
いとされ
ています。

温泉寺参道沿いの古木群・
ヒメハルゼミの発生の地

（市指定）城崎町湯島

　温泉寺山門から本堂にかけての参道沿い
には、300mにかけて、スダジイを主にしてツ
ブラジイなどシイの古木が立ち並んでいま
す。参道石段の両脇にはコケが生え、シダ類
やシャガの群落なども点在しています。また

この区域は、
ヒメハルゼ
ミ発生の地
としても知
られており、
二重に指定
されていま
す。

井田神社社叢
（市指定）日高町鶴岡

　井田神社の北側一帯に広がる社叢には、シ
イ、カシの巨木をはじめ、30種以上の樹木が生
い茂っています。中でも、但馬で「なんじゃも
んじゃの木」として親しまれている鹿の子模
様をした樹皮を持つカゴノキの群生は、シダ
類や草木類の自生種の多さとともに、この社
叢の特徴になっています。ゆったりと流れる円
山 川と
の対比
が美し
い景観
をつくっ
て いま
す。

語句の解説 ・原生林…伐採などの手が一度も加えられていない、自然のままの森林
・社叢…神社の森。古くから大切にされてきたため、巨樹・巨木が多い




